
8:50-

10:10

10:20-

11:40

12:50-

14:10

14:20-

15:40

15:50-

17:10

8:50-

10:10

10:20-

11:40

12:50-

14:10

14:20-

15:40

15:50-

17:10

8:50-

10:10

10:20-

11:40

12:50-

14:10

14:20-

15:40

15:50-

17:10

8:50-

10:10

10:20-

11:40

12:50-

14:10

14:20-

15:40

15:50-

17:10

8:50-

10:10

10:20-

11:40

12:50-

14:10

14:20-

15:40

15:50-

17:10

1 4/8-12

2 4/15-19

3 4/22-26

4 4/29-5/3

5 5/6-10

6 5/13-17

7 5/20-24

8 5/27-31

9 6/3-7

10 6/10-14

11 6/17-21

12 6/24-28

13 7/1-5

14 7/8-12

15 7/15-19

16 8/19-23

17 8/26-30

18 9/2-6

19 9/9-13

20 9/16-20

21 9/23-27

22 9/30-10/4

23 10/7-11

24 10/14-18

25 10/21-25

26 10/28-11/1

27 11/4-8

28 11/11-15

29 11/18-22

30 11/25-29

31 12/2-6

32 12/9-13

33 1/6-10

34 1/13-17

試験期間（予定）

統一試験（後期）　1回目：1月30日（木），2回目：2月5日（水）

※各試験の追再試日程は別途通知する

※事前準備が必要な科目もありますので、必ず講義前に各科目のページで詳細を確認してください。
※人体解剖学実習実施後～7月中に、火葬に参列します。詳細は後日通知します。
※8月に予定している慰霊式は後日通知します。

生体と微生物

敬老の日

地域医療・コミュニケーションとチーム医療 地域医療・コミュニケーションとチーム医療 地域医療・コミュニケーションとチーム医療 地域医療・コミュニケーションとチーム医療 地域医療・コミュニケーションとチーム医療

成人の日 医の倫理と原則 医の倫理と原則 医の倫理と原則 医の倫理と原則

生体機能学実習 生体機能学実習 生体機能学実習 生体機能学実習 生体機能学実習

基礎医学アドバンストコース 基礎医学アドバンストコース 基礎医学アドバンストコース 基礎医学アドバンストコース 基礎医学アドバンストコース

免疫と生体防御
感染症・生体防御学実習 感染症・生体防御学実習 感染症・生体防御学実習 感染症・生体防御学実習

振替休日

臓器の機能Ⅱ

免疫と生体防御

臓器の機能Ⅱ 臓器の機能Ⅱ 臓器の機能Ⅱ

生体と薬物
原因と病態

病理学実習

原因と病態

病理学実習

振替休日

生体と微生物

環境と健康
スポーツの日 生体と放射線・電磁波・

超音波生体と微生物

統一試験（前期・1回目） 試験期間 統一試験（前期・2回目） 試験期間 試験期間

振替休日 臓器の機能Ⅰ

臓器の機
能Ⅰ 個体の構成

人体解剖学実習

個
体
の
構
成

人体解剖学実習

個
体
の
構
成

人体解剖学実習

個体の構成 人体解剖学実習

海の日

臓器の機能Ⅰ

臓器の機能Ⅰ 臓器の機能Ⅰ

組織学

組織学実習

臓器の機能Ⅰ

昭和の日 憲法記念日

個
体
の
構
成

人体解剖学実習

個体の構成

令和6年度2年次授業時間割表

週 日付
月 火 水 木 金
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期間 授業科目

病理学Ⅰ

病理学Ⅱ

衛生学・公衆衛生学

細胞生理学

微生物学

細胞生物学

分子機能学・代謝機能学

医学教育学Ⅰ

器官・統合生理学

形態解析学・器官構造学

生体防御学

情報制御学・実験治療学

病理学Ⅰ

病理学Ⅱ

分子生化学

医療情報学

医学教育学Ⅱ

令和6年度基礎医学アドバンストコース

11/25-29
（30週）

12/2-6
（31週）

12/9-13
（32週）
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学 III

授 業科目 名： 個体の構成， 人体解剖学実習 （ Anatomy and Neuroanatomy）

対 象 学 年： 2 年次必修

時間割コード ： 71563010

開 設学期 等： 第 6 週 ～第 15 週

単 位 数： 2+6

1. 主任教員

板東良雄 (教授、 形態解析学・ 器官構造学講座、 6053、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

2. 担当教員

板東良雄 (教授、 形態解析学・ 器官構造学講座、 6053、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

鈴木良地 (准教授、 形態解析学・ 器官構造学講座、 6054、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

明石英雄 (助教、 形態解析学・ 器官構造学講座、 6055、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

木山博資 (非常勤講師、 名古屋大学大学院医学系研究科　 機能組織学　 教授)

鵜川眞也 (非常勤講師、 名古屋市立大学大学院医学系研究科　 機能組織学　 教授)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

【 ねらい】

　 臨床現場で必要と なる各疾患の病態を修得して診療を実践していく ために， 人体を構成する臓器や組織がどのよう に形

成・ 構築されているかを理解し， 並行して展開される組織学や生理学をはじめと する基礎医学で学ぶ内容ならびに臨床医

学で学ぶ画像読影や疾患の病態生理の理解を意識した「 水平・ 垂直統合型」 講義・ 実習を実践するこ と によって， 人体の

構造と 機能を総合的/統合的に理解する。 人体の構造の 3 次元的な理解は臨床医学における外科的治療だけでなく ， 単純X

線・ CT・ MRI・ エコーの画像読影にも必要と なる。 そのため， 人体解剖学実習 (神経解剖実習を含む） では人体の構造を

実際に観察し， 臨床医学で必要と される 3 次元的な構造の理解を深める。 また， 個体差の存在を知るこ と も重要である。

　 加えて， 実際に献体していただいたご遺体に直接触れるこ と により ， 将来医師と なるために必要な知識・ 経験・ 思索を

積極的にご献体から受け取るこ と が大切である。 それが尊い故人の遺志やご遺族の期待に沿う こ と でもある。 さ らに， 関

連するプロフェッ ショ ナリ ズム， 倫理， 医療行動科学， 医療安全， 医療法 (制度)， EBM について学ぶ。

【 概要】

1) 献体された故人と 遺族に対する尊崇の念を持ち， 適切な態度で実習に望むこと ができる。 (1-1～1-2,2-1～2-4,2-7,3-6,4-7)

2) 白菊会と 献体について理解し， 説明できる。 (1-1～1-2,2-1～2-3,2-7,3-6,4-7)

3) 死体解剖保存法など， 解剖実習に関連する法律を理解し， 概説・ 遵守できる。 (3-7）

4) 火葬や慰霊式に参加し， TPOをわきまえた行動がと れ， 故人やご遺族に感謝と 敬意を示すこと ができる。 (1-1～1-2,2-1

～2-4,2-5,2-7,3-5～3-6,4-7)

5) 医師の職責を十分に理解し， 自覚するこ と ができる。 (1-1～1-2,3-6,4-7,5-1～5-4,6-1～6-2)

6) 自分の役割を理解し， 班員と 友好な関係性を築き， 協力して実習を進めるこ と が出来る。 (2-1～2-3,2-6～2-7,3-6,4-7)

7) 班員と の対話や口頭試問において， 相手の話をよく 聞き， 問題点を把握するこ と が出来る。 (2-1,2-6,3-6,4-7)

8) 班員と の対話や口頭試問において， 話す相手に内容を分かり やすく 説明するこ と ができる。 (2-1～2-4,2-6,3-6,4-7)

9) 解剖実習を通して， 周囲に対して指導できる能力を涵養する。 (1-1,2-1,3-1～3-6,4-7)

10) 講義や解剖実習で生じる様々な問題や課題を自ら積極的に探求し， ICT 等を活用したアク ティ ブラーニングを実践す

るこ と によって， 自ら問題を解決するこ と ができる能力を涵養する。 (1-1,3-1～3-2,3-6,4-1～4-2,4-6,5-1～5-5,6-1～6-2)

11) 主要な器官を適切に剖出でき， 正常構造と 個体差を理解し， 判別できる。 (3-1～3-2,4-6)

12) 主要な器官と 他の器官の位置関係を理解し， 説明できる。 (1-1,2-3～2-4,3-1～3-2,4-1～4-3,4-5～4-6,5-1～5-4,6-1～6-2)

13) 主要な骨格筋を示し，その作用と 支配神経を理解し，説明できる。 (1-1,2-3～2-4,3-1～3-2,4-1～4-3,4-5～4-6,5-1～5-4,6-1

～6-2)

14) 主要な動脈と 静脈， 灌流域を理解し， 図示や説明できる。 (1-1,2-3～2-4,3-1～3-2,4-1～4-3,4-5～4-6,5-1～5-4,6-1～6-2)

1
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15) 主要な血管・ リ ンパと 神経の走行と その特徴を理解し ， 説明できる。 (1-1,2-3～2-4,3-1～3-2,4-1～4-3,4-5～4-6,5-1～

5-4,6-1～6-2)

16) ヒ ト の身体の構造と 機能を総合的にみるこ と ができる。 (1-1,3-1～3-2,3-6,4-1～4-2,5-1～5-3,6-1～6-2)

17) 主要な器官の名称を日本語と 英語で言え， その形態と 働きを概説できる。 (1-1,2-3～2-4,3-1～3-2,4-1～4-3,4-5～4-6,5-1

～5-4,6-1～6-2)

18) 単純 X 線， CT， MRI， エコーの正常像を読影するために必要な基礎知識を理解している。 (1-1,2-3～2-4,3-1～3-2,4-1

～4-3,4-5～4-6,5-1～5-4,6-1～6-2)

19) 頭蓋骨と 構成と 特徴を理解し， 概説できる。 (1-1,2-3～2-4,3-1～3-2,4-1～4-3,4-5～4-6,5-1～5-4,6-1～6-2)

20) 脳および脊髄の動脈と 静脈の走行を理解し， 概説できる。 (1-1,2-3～2-4,3-1～3-2,4-1～4-3,4-5～4-6,5-1～5-4,6-1～6-2)

21) 脳および脊髄の主要な構造と 働きを理解し， 概説できる。 (1-1,2-3～2-4,3-1～3-2,4-1～4-3,4-5～4-6,5-1～5-4,6-1～6-2)

22） 本領域が関連するプロフェッ ショ ナリ ズム， 医の倫理， 医療安全， 医療法（ 制度） ， EBM について理解し， 説明・ 実

践できる。 (1-1,2-3～2-4,3-1～3-2,4-1～4-3,4-5～4-6,5-1～5-4,6-1～6-2)

【 関連する資質・ 能力 (R.4 改訂版コアカリ 対応)】

(1) プロフェッショ ナリ ズム/PR-01-01-01,PR-01-01-02,PR-01-02-01,PR-01-02-02,PR-02-01-01,PR-02-01-02,PR-02-02-01,PR-

02-02-02,PR-02-03-01,PR-02-03-02,PR-04-01-01,PR-04-01-02,PR-05-01-01,PR-05-01-02,PR-05-01-03

(2) 総合的に患者・ 生活者をみる姿勢/GE-01-01-01,GE-01-04-04,GE-01-04-06,GE-03-05-01,GE-03-06-01,GE-03-06-02,GE-

03-06-03

(3) 生涯にわたって共に学ぶ姿勢/LL-01-01-01,LL-01-01-02,LL-01-02-01,LL-02-01-01,LL-02-01-02,LL-02-01-03

(4) 科学的探究/RE-01-01-01,RE-01-01-02,RE-01-02-01,RE-02-01-01,RE-02-02-01,RE-03-03-01,RE-04-01-02,RE-04-01-03

(5)専門知識に基づいた問題解決能力/PS-01-02-04,PS-01-02-06,PS-01-02-09,PS-01-02-11,PS-01-02-12,PS-01-02-13,PS-01-02-

14,PS-01-02-16,PS-01-02-17,PS-01-02-18,PS-01-02-19,PS-01-02-23,PS-01-02-24,PS-01-02-25,PS-01-02-26,PS-01-04-13,PS-01-

04-14,PS-01-04-15,PS-01-04-23,PS-02-02-01,PS-02-02-01,PS-02-03-01,PS-02-04-01,PS-02-05-01,PS-02-06-01,PS-02-07-01,PS-

02-08-01,PS-02-09-01,PS-02-10-01,PS-02-11-01,PS-02-12-01,PS-02-13-01,PS-02-14-01,PS-02-15-01,PS-02-16-01,PS-02-17-01,

(6) 情報・ 科学技術を活かす能力/IT-01-01-01,IT-01-01-02,IT-01-02-01,IT-01-02-02,IT-02-01-01,IT-02-01-02,IT-02-02-01,IT-02-

02-02,IT-03-02-01,IT-03-02-01

(7) コ ミ ュニケーショ ン能力/CM-01-01-01,CM-01-01-02,CM-01-01-03,CM-01-01-04,CM-01-01-05,CM-01-02-01,CM-01-02-

02,CM-02-02-02,CM-03-02-01

(8) 多職種連携能力/IP-01-02-01,IP-02-01-01,IP-02-01-02,IP-02-03-01,IP-02-03-02

(9) 社会における医療の役割の理解/SO-01-04-01,SO-01-05-01

4. 教科書・ 参考書

(教科書,日本語)

グレイ解剖学 (エルゼビア・ ジャパン)

臨床神経解剖学（ エルゼビア/医歯薬出版）

解剖実習の手びき (南山堂)

(教科書,英語）

Gray’s anatomy, 42nd ed.-Anatomical Basis of Clinical Practice -(Elsevier)

Fitzgerald’s Clinical Neuroanatomy and Neuroscience, 8th ed. (Elsevier)

(図譜）

実習で用いる。 以下のいずれか 1 冊あればよい。

ネッ ター解剖学アト ラス（ 南江堂）

プロメ テウス解剖学コアアト ラ ス（ 医学書院）

グレイ解剖学アト ラス（ エルゼビア）

解剖学カラーアト ラス（ 医学書院）

Clemente Anatomy: A Regional Atlas of the Human Boby (English Edition) (Wolters Kluwer)

Grant’s atlas of Anatomy (Wolters Kluwer)

Sobotta -Atlas of Human Anatomy (Churchill Livingstone)
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Netter’s atlas of Neuroscience (Elsevier)

(参考書)

プロメ テウス解剖学アト ラス・ コアアト ラ ス（ 医学書院）

プロメ テウス解剖学アト ラス　 分冊版（ 医学書院）

プロメ テウス解剖学エッ センシャル（ 医学書院）

スネル臨床解剖学（ メ ディ カルサイエンスインターナショ ナル）

ムーア臨床解剖学（ メ ディ カルサイエンスインターナショ ナル）

臨床のための解剖学（ メ ディ カルサイエンスインターナショ ナル）

Thiel 法だからわかり やすい！筋骨格系の解剖アト ラス　 上肢編（ 金芳堂）

神経解剖学講義ノ ート （ 金芳堂）

ブルーメ ンフェルト カラー神経解剖学―臨床例と 画像鑑別診断（ 西村書店）

臨床のための脳と 神経の解剖学（ メ ディ カルサイエンスインターナショ ナル）

脳・ 神経科学入門講座（ 前編・ 後編）（ 羊土社）

脳神経ペディ ア（ 羊土社）

マーティ ン　 神経解剖学　 テキスト と アト ラ ス（ 西村書店）

ハインズ神経解剖学アト ラス（ メ ディ カルサイエンスインターナショ ナル）

カンデル神経科学（ メ ディ カルサイエンスインターナショ ナル）

スタンフォード 神経生物学（ メ ディ カルサイエンスインターナショ ナル）

脳の機能解剖と 画像診断（ 医学書院）

イラスト レイテッ ド カラーテキスト 　 神経解剖学（ エルゼビア）

画像診断コンパク ト ナビ（ 医学教育出版社）

Principles of Neural Science (McGraw Hill /Medical)

Essentials of neural science and behavior (Appleton & Lange Norwalk)

Nolte’s The Human Brain: An Introduction to its Functional Anatomy (Elsevier)

(用語集： 必要に応じて)

解剖学用語集　 日本解剖学会用語委員会編（ 医学書院）

5. 成績評価の方法

統一試験によ り ， 成績を評価する。

ただし， 故人やご遺族に対する感謝と 敬意を表すため， 統一試験の受験資格の認定は以下の通り と する。

1) 解剖学・ 神経解剖学の講義および実習をそれぞれ 2/3 以上出席する。

2) 評価は「 総合評価 6 割以上かつ各項目それぞれで 4 割以上」 と する。 満たない場合には， 尊い故人の遺志やご遺族の期

待に沿う だけの学修を満たしていないものと して， 2/3 以下の出席と 同様に取り 扱い，「 所定の実習を終えていない」 と す

るこ と もあり 得るので注意するこ と 。

(1) 人体解剖学実習 (100 点)

出席点＋態度評価点 60点（ 欠席で-6 点/回、 遅刻・ 早退で-3 点/回）

実習中の態度が悪いと 教員が認めた場合も程度に応じて減点。

試験 40 点 (基本用語の英語書き取り を含む)

(2) 神経解剖実習 (100 点)

出席点＋態度評価点 60点（ 欠席で-6 点/回， 遅刻・ 早退で-3 点/回）

実習中の態度が悪いと 教員が認めた場合も程度に応じて減点。

実習中のスケッ チ　 20 点 (補習は実習の性質上， 行えない）

試験 20 点 (基本用語の英語書き取り を含む)

(3) 火葬ならびに慰霊式 (各 100 点)

故人ならびにご遺族に対して感謝と 敬意を直接表すこと ができる最後の機会であり ， 極めて重要な行事である。 しかしな

がら ， こ こ数年， 火葬や慰霊式を遅刻あるいは欠席する学生がいるこ と から， 火葬や慰霊式の遅刻・ 欠席の取り 扱いにつ

いて次のよう に定める。 欠席は 0 点と する。 したがって， 欠席した場合には上記の成績評価における「 各項目で 4割以上」

3
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と いう 「 4 割ルール」 を満たすこ と ができなく なるため，「 所定の実習を終えていない」 と 評価する。 遅刻の場合には式典

開始前で-10 点， 式典開始後 10 分未満でさ らに-20 点 (つまり -30 点)， 式典開始後 30 分未満で-40 点 (つまり -50 点), 式典

開始後 30 分以降で-60 点 (つまり -70 点) と する。

ただし， 上記について客観的にやむを得ない事情による欠席や遅刻については配慮する。

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

1) 講義は基本的に実習に先行して行う が， シラバスの内容はあく までも計画であり ， 実際の進行と は異なるので注意する

こ と 。

2) 毎回， 実習の最後に知識の取得状況の確認のため口頭試問による形成評価を行う (各班毎)。 口頭試問の成績はあく まで

も形成評価と し， 統一試験受験資格判定には影響しないが， 口頭試問に合格できない班は合格できるまで帰宅できないた

め， 部活やアルバイ ト 等の予定を入れる場合には時間に余裕をもって入れるこ と (班毎に状況が異なるため、 終了時間を

あらかじめ予想するこ と は難しい)。

3) ご遺体 (ご遺族) に対して不敬と 思われる言動を行った場合には程度に応じて統一試験受験資格判定の試験の点数から減

点するので注意するこ と 。

4) 実習室内への電子機器の持ち込みは学習目的に限り 許可する (スマホは厳禁)。 ただし， 故障しても大学は責任を負わな

いので自己責任の上で持ち込むこと 。

5) 動画や写真撮影はいかなる理由であれ厳禁と する。 また， 個人の勉強目的であったと しても実習内容や感想等を SNS 等

へアッ プするこ と も厳禁と する。 もし行ったこ と が判明した場合には学内の委員会に報告し， 処分の対象と なるこ と もあ

り 得るので注意するこ と 。

6) 到達目標と 関連する課題をあらかじめ提示するので， 各自プリ ント アウト して予習を必ず行っておく こ と を勧める。 実

習の流れが理解できている班ほど実習の効率は良いが， 予習が十分ではない班は効率が悪く ， 時間内に終了するこ と が困

難である。

7) webclass 上に設定するミ ニッツペーパー等， アクティ ブラーニングの実践を薦める。 例えば， ミ ニッ ツペーパーを利用

すれば， 授業中に理解できなかった点をこまめに記載しておく こ と ができるため， いつでも振り 返えるこ と ができる。 理

解できなかった点については担当講師に早めに質問し， 解決しておく こ と 。 また， ICT などのツールを活用した学修を行

う など， 日頃から良く 復習し， 学修しておく こ と を薦める。 1 年生の時と 同じ学修量や学修方法では不十分な場合もある

ため， 各自早めに対応しておく こ と 。

8) 天災等， やむを得ない事情により 実習スケジュールの変更等が生じた場合には日程調整の上， 速やかに連絡する。

9) 実習の性質上， 補講はできない。 体調管理には十分気を付けるこ と 。

10) 火葬 (7 月下旬) と 慰霊式 (8 月下旬) への参列は必須である。 火葬は実習終了後から順次行われるが， 夏休みに入って

から行われる班もあるため， 夏休みの予定には十分気を付けるこ と 。

11) 実習室内の換気には配慮しているが， 体調不良や薬剤・ ラテッ ク スなどによるアレルギー症状が生じた場合には速や

かに教員に申し出るこ と 。
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
5 月 13 日

(月)
5-10 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 1-3 　 解剖学総論・ 実習の注意

1) 白菊会と 献体について理解し， 説明できる。

2) 白菊会現会員の話を聞き， 医学生に託された想い

と 期待を理解する。

3) 死体解剖保存法など， 解剖実習に関連する法律を

理解し， 概説できる。

4) 献体された故人に崇拝の念を持ち， 適切な態度で

実習に臨むこと を理解する。

5) 実習における様々な注意点を理解する。

6) ラ テッ ク スアレルギーや化学物質過敏症について

理解し， 説明できる。

7) 人体構造の概要を理解し， 説明できる。

8) 側腹鼠径部の構造を理解し， 説明できる。

9) 頭部顔面の構造を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

2
5 月 14 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 4 　 腹壁・ 鼠径部・ 顔面

1) 腹壁の基本構造や特徴を理解し， 説明できる。

2) 鼠径部の基本構造や特徴を理解し， 説明できる。

3) 顔面の主な基本構造や特徴を理解し，説明できる。

＊ 基本構造と は筋・ 支配神経・ 血管・ リ ンパを主に

指す。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

3
5 月 14 日

(火)
3-4 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 5 　 頸部

1) 頸部の構造や特徴を理解し， 説明できる。
板東良雄

基礎棟第 2
講義室

4
5 月 14 日

(火)
5-10 時限 実習

テーマ： 解剖実施上の注意， 1.頸胸部皮切り ， 2.広頸

筋・ 乳腺， 3.皮静脈・ 皮神経

前頸部・ 側頸部の皮剥ぎおよび筋・ 血管・ 神経を剖出

し， 観察する。

1) 解剖実習上の注意点を銘記するこ と ができる。

2) 故人に崇拝の念をもち， 適切な態度で実習に臨む

こと ができる。

3) コミ ュニケーショ ンを通じて，班員と 友好な関係性

を築く こ と ができる。

4) 協力して実習を進めるこ と ができる。

5) 相手の話をよ く 聞き， 相手を尊重するこ と ができ

る。

6) 人の精神的・ 肉体的苦痛を理解し， 相手を傷つけな

いよう 接するこ と ができる。

7) 問題点を抽出するこ と ができ， 最適な解決法を見

出すこと ができる。

8) 分かり やすく 説明するこ と が出来る。

9) 皮膚の組織構造を理解し， 図示・ 説明できる。

10) 頸部の皮下の主な構造を理解し， 説明できる。

11) 乳房の構造を理解し， 説明できる。

1)-8) は毎回の実習に共通した項目であるため， 以降

は記載を省略する。

テーマの内容冒頭の数字は実習の手引きの章番号を表

す。実習における観察すべき項目等については別途配

布するレジュメ に記載する。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第 1 実習室

5
5 月 15 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 6 　 頸部・ 胸背部

1) 頸部の構造や特徴を理解し， 説明できる。

2) 胸背部の構造や特徴を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

5
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

6
5 月 15 日

(水)
3-4 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 7 　 上肢 (1)
上肢の基本構造を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

7
5 月 15 日

(水)
5-10 時限 実習

テーマ： 5. 浅頸部， 4.大胸筋， 30. 鼠径部・ 側腹部

胸部の皮剥ぎと 浅頸部の筋を剖出し，観察する。 鼠径

部と 側腹部の皮剥ぎと 筋を剖出し， 観察する。

1) 浅頸部の筋・ 支配神経・ 血管を理解し， 説明でき

る。

2) 大胸筋の基本構造について理解し， 説明できる。

3) 鼠径部の基本構造について理解し， 説明できる。

4) 側腹部の基本構造について理解し， 説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第 1 実習室

8
5 月 17 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 8 　 上肢 (2)
上肢の基本構造を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

9
5 月 17 日

(金)
3-4 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 9 　 下肢 (1)
下肢の基本構造を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

10
5 月 17 日

(金)
5-10 時限 実習

テーマ： 8.深頸部、 9.胸部・ 腋窩、 10.鎖骨下動脈の

枝

深頸部、 胸部・ 腋窩に存在する筋や神経・ 血管を剖出

し， 観察する。 鎖骨下動静脈を剖出し， 観察する。

1) 深頸部の基本構造を理解し， 説明できる。

2) 胸部の基本構造を理解し， 説明できる。

3) 腋窩の基本構造を理解し， 説明できる。

4) 鎖骨下動静脈とその枝について理解し，説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第 1 実習室

11
5 月 20 日

(月)
5-10 時限 実習

テーマ： 6.,7. 背中の浅筋， 53.殿部大腿と 下腿後面

背部皮剥ぎを行い， 背部に存在する筋や神経・ 血管を

剖出し，観察する。殿部大腿と 下腿後面を剖出し， 観

察する。

1) 背部浅筋の基本構造を理解し， 説明できる。

2) 臀部と 大腿の基本構造を理解し， 説明できる。

3) 下腿後面の基本構造を理解し， 説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第 1 実習室

12
5 月 21 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 10 　 下肢 (2)
下肢の基本構造を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

13
5 月 21 日

(火)
3-4 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 11 　 手と 足

1) 手の骨格と その基本構造を理解し， 説明できる。

2) 足の骨格と その基本構造を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

14
5 月 21 日

(火)
5-10 時限 実習

テーマ： 14.肩甲骨背面の筋， 15.背部筋の切り 離し，

54.大殿筋， 56. 殿部深層

背部・ 殿部の皮剥ぎと 筋・ 血管・ 神経を剖出し， 観察

する。

1) 肩甲骨背面の基本構造を理解し， 説明できる。

2) 大殿筋の基本構造を理解し， 説明できる。

3) 殿部深層の基本構造を理解し， 説明できる。

4)腰痛のメ カニズムや筋膜リ リ ースついて説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第 1 実習室

6
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

15
5 月 22 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 12 　 関節

1) 関節の基本構造 (骨・ 軟骨・ 靭帯) を図示し， 説明

できる。

2) 骨の成長と 骨形成・ 骨吸収の機序を理解し， 説明で

きる。

3) 主要な骨において， 成長に伴う 形状変化を理解し，

説明できる。

4) 脱臼や骨折について理解し， 概説できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

16
5 月 22 日

(水)
3-4 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 13 　 心臓・ 大血管系 (1)
心臓・ 大血管系の正常構造を理解する。 また， 心臓・

大血管系の器質的あるいは機能的異常が循環器疾患に

関連しているこ と を理解する。

1) 心臓の構造と 分布する血管・ 神経， 冠動脈の特長と

その分布域を理解し， 説明できる。

2) 心筋細胞の微細構造と 機能を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

17
5 月 22 日

(水)
5-10 時限 実習

テーマ： 26.固有背筋， 14.上腕伸側， 57.大腿後面深

層， 58.膝窩・ 下腿後面

上腕伸側と 肩甲骨背面を剖出し，観察を行う 。 大腿と

下腿の屈筋と 神経・ 血管を剖出し，その走行の観察を

行う 。

1) 固有背筋について理解し， 説明できる。

2) 姿勢と 体幹の運動にかかわる筋群を理解し， 概説

できる。

3) 抗重力筋を理解し， 説明できる。

4) 上腕伸側の基本構造を理解し， 説明できる。

5) 大腿屈側の基本構造を理解し， 説明できる。

6) 膝窩・ 下腿屈側の基本構造を理解し， 説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第1 実習室

18
5 月 24 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 14 　 心臓・ 大血管系 (2)
心臓・ 大血管系の正常構造を理解する。 また， 心臓・

大血管系の器質的あるいは機能的異常が循環器疾患に

関連しているこ と を理解する。

1) 心臓の興奮 (刺激) 伝導系を理解し， 説明できる。

2) 心電図波形の基本を理解し， 説明できる。

3) 体循環および肺循環を理解し， 説明できる。

4) 代表的な心疾患の病態を理解し， 概説できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

19
5 月 24 日

(金)
3-4 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 15 　 末梢血管系・ リ ンパ (1)
末梢血管系・ リ ンパ系の構造を理解する。

1) 大動脈と 主な分枝 (頭頸部・ 上肢・ 胸部・ 腹部・ 下

肢) を図示し， 分布域を理解し， 概説できる。

2) 主な静脈を図示し， 門脈系と 上・ 下大静脈系を理解

し， 説明できる。

3) 毛細血管における物質・ 水分交換を理解し， 説明で

きる。

4) リ ンパの循環異常がどのよ う な病態に関与するか

を理解し ， 代表的な疾患名を挙げ説明するこ と がで

きる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

7
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

20
5 月 24 日

(金)
5-10 時限 実習

テーマ： 27.後頭下， 58.膝窩・ 下腿後面， 61下腿深層

後頭下筋群を剖出し，観察を行う 。下腿深層を剖出し，

観察を行う 。

1) 後頭下の基本構造を理解し， 説明できる。

2) 後頭下筋群について理解し， 説明できる。

3) 下腿後面および深層の基本構造を理解し ， 説明で

きる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第 1実習室

21
5 月 27 日

(月)
5-10 時限 実習

テーマ： 11.腕神経叢， 12.上腕屈側， 53.下肢前面皮

切り ， 54. 大腿筋膜

腕神経叢および上腕屈側を剖出し，観察を行う 。大腿

前面を剖出し， 観察を行う 。

1) 腕神経叢の基本構造を理解し，図示・ 説明できる。

2) 頸神経叢および腕神経叢の主な骨格筋支配と デル

マト ームを理解し， 説明できる。

3) 上腕屈側の基本構造を理解し， 説明できる。

4) 大腿筋膜について理解し， 概説できる。

5) 腰痛のメ カニズムや筋膜リ リ ースついて説明でき

る。

6) 腕神経叢を損傷した際に起こる症状について概説

できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第１ 実習室

22
5 月 28 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 16 　 末梢血管系・ リ ンパ (2)
末梢血管系・ リ ンパ系の構造を理解する。

1) 胸管を経由するリ ンパの流れを理解し， 概説でき

る。

2) 主な臓器 (脳・ 心臓・ 肺・ 腎臓) の循環調節を理解

し， 概説できる。

3) 血圧調節の機序を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

23
5 月 28 日

(火)
3-4 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 17 　 呼吸器 (1)
呼吸器の基本構造を理解する。 また， 呼吸器の器質的

あるいは機能的異常が呼吸器疾患に関連していること

を理解する。

1) 気道の構造や肺葉・ 肺門の各構造を理解し， 説明で

きる。

2) 肺循環と 体循環の違いを理解し， 説明できる。

3) 縦隔と 胸膜腔の構造を理解し， 説明できる。

4) 肺区域を理解し， 正しく 示すこと ができる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

24
5 月 28 日

(火)
5-10 時限 実習

テーマ： 13.肩甲骨前面， 15.上肢離断， 16.前腕屈側，

55.大腿前面深層， 59.,61.下腿前面・ 足背

肩甲骨前面， 前腕屈側を剖出し，観察を行う 。 大腿前

面深層， 下腿前面・ 足背の筋・ 神経・ 血管を剖出し，

観察を行う 。

1) 肩甲骨前面の基本構造を理解し， 説明できる。

2) 前腕屈側の基本構造を理解し， 説明できる。

3) 大腿前面深層の基本構造を理解し， 説明できる。

4) 下腿前面および足背の基本構造を理解し ， 説明で

きる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第 1実習室

25
5 月 29 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 18 　 呼吸器 (2)
呼吸器の基本構造を理解する。 また， 呼吸器の器質的

あるいは機能的異常が呼吸器疾患に関連していること

を理解する。

1) 呼吸筋と 呼吸運動の機序を理解し， 説明できる。

2) 死腔を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

8

－ 48 －



講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

26
5 月 29 日

(水)
3-10 時限 実習

テーマ： 17.前腕伸側・ 手背， 60. 足底， 59., 61.下腿

前面・ 足背

前腕伸側・ 手背を剖出し，観察する。足底，下腿前面・

足背の筋・ 神経・ 血管を剖出し， 観察を行う 。

1) 前腕伸側および手背の基本構造を理解し ， 説明で

きる。

2) 下腿前面および足背の基本構造を理解し ， 説明で

きる。

3) 足底の基本構造を理解し， 説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第１ 実習室

27
5 月 31 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 19 　 呼吸器 (3)
呼吸器の基本構造を理解する。 また， 呼吸器の器質的

あるいは機能的異常が呼吸器疾患に関連していること

を理解する。

1) 肺胞におけるガス交換と 血流の関係を理解し ， 説

明できる。

2) 呼吸中枢を介する呼吸調節の機序を理解し， 説明

できる。

3) 代表的な呼吸器疾患を挙げ， 概説できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

28
5 月 31 日

(金)
3-4 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 20 　 消化器 (1) 　 上部消化管

上部消化管の基本構造を理解する。 また， 消化管の器

質的あるいは機能的異常が消化器疾患に関連している

こ と を理解する。

1) 各消化器官の位置， 形態と 関係する血管を理解し，

図示できる。

2) 腹膜と 臓器の関係を理解し， 説明できる。

3) 食道・ 胃の基本構造と 部位による違いを理解し，説

明できる。

4) 消化管運動の仕組みを理解し， 説明できる。

5) 消化器官に対する自律神経の作用を理解し， 説明

できる。

6) 胃液の作用と 分泌機序を理解し， 説明できる。

7) 主な消化管ホルモンの作用を理解し，説明できる。

8) 歯， 舌， 唾液腺の構造と 機能を理解し ， 説明でき

る。

9) 咀しゃく と 嚥下の機構を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

29
5 月 31 日

(金)
5-10 時限 実習

テーマ： 18.,19.,20.手掌， 28.脊髄

手掌の筋・ 神経・ 血管を剖出し， 観察を行う 。

脊髄を取り 出し， 観察を行う 。

1) 手掌の基本構造を理解し， 説明できる。

2) 脊柱の基本構造を理解し， 説明できる。

3) 脊柱起立筋を理解し， 説明できる。

4) 脊髄の構造を理解し， 説明できる。

5) 頸神経叢， 腕神経叢， 腰神経叢および仙骨神経叢

の構成及び主な骨格筋支配と デルマト ームを理解し，

説明できる。

6) 腕神経叢損傷の原因や障害された部位によって生

じる症状の違いを類推するこ と ができる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第１ 実習室

9
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

30
6 月 3 日

(月)
5-10 時限 実習

テーマ： 22.肩関節， 23.肘関節， 24.手関節， 25.指関

節， 62.膝関節， 63.足関節

各関節を剖出し ， 観察を行う 。

1) 主な関節の構造を理解し， 図示・ 説明できる。

2) 脱臼・ 靭帯損傷の基本的概念を理解し， 説明でき

る。

3) 関節炎・ 腱鞘炎の基本的概念を理解し，説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第１ 実習室

31
6 月 4 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 21 　 消化器 (2) 　 下部消化管

下部消化管の基本構造を理解する。 また， 消化管の器

質的あるいは機能的異常が消化器疾患に関連している

こ と を理解する。

1) 各消化器官の位置， 形態と 関係する血管を理解し，

図示できる。

2) 腹膜と 臓器の関係を理解し， 説明できる。

3) 小腸・ 大腸の基本構造と 部位による違いを理解し，

説明できる。

4) 消化管運動の仕組みを理解し， 説明できる。

5) 消化器官に対する自律神経の作用を理解し ， 説明

できる。

6) 小腸における消化・ 吸収の仕組みを理解し， 説明で

きる。

7) 大腸における糞便形成と 排便の仕組みを理解し，説

明できる。

8) 主な消化管ホルモンの作用を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

32
6 月 4 日

(火)
3-10 時限 実習

テーマ： 73.顔面浅層， 29.胸壁， 30.鼠径部・ 側腹筋

部

顔面浅層・ 胸壁を剖出し， 観察を行う 。 鼠径部・ 側腹

筋部の筋・ 神経・ 血管を剖出し， 観察を行う 。

1) 顔面浅層の基本構造を理解し， 説明できる。

2) 胸壁の基本構造を理解し， 説明できる。

3) 骨髄の構造を理解し， 説明できる。

4) 鼠径部・ 側腹筋部の基本構造を理解し，説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第 1実習室

33
6 月 5 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 22 　 消化器 (3) 　 下部消化管

下部消化管の基本構造を理解する。 また， 消化管の器

質的あるいは機能的異常が消化器疾患に関連している

こ と を理解する。

1) 各消化器官の位置， 形態と 関係する血管を理解し，

図示できる。

2) 腹膜と 臓器の関係を理解し， 説明できる。

3) 小腸・ 大腸の基本構造と 部位による違いを理解し，

説明できる。

4) 消化管運動の仕組みを理解し， 説明できる。

5) 消化器官に対する自律神経の作用を理解し ， 説明

できる。

6) 小腸における消化・ 吸収の仕組みを理解し， 説明で

きる。

7) 大腸における糞便形成と 排便の仕組みを理解し，説

明できる。

8) 主な消化管ホルモンの作用を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

10
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

34
6 月 5 日

(水)
3-10 時限 実習

テーマ： 38.頸部内臓， 35.胸腔， 31.腹直筋鞘， 32.横
筋筋膜と 腹膜， 33.臍
頸部内臓と 胸腔を剖出し， 観察を行う 。 腹直筋鞘， 横

筋筋膜と 腹膜， 臍を剖出し， 観察を行う 。

1) 頸部内臓の基本構造を理解し， 説明できる。

2) 胸腔および胸膜の基本構造を理解し，説明できる。

3) 腹直筋鞘，横筋筋膜と 腹膜の基本構造を理解し，説

明できる。

4) 臍の基本構造を理解し， 説明できる。

5) 胎生期と 出生後に構造変化と 機能変化を伴う も の

を理解し， 列挙・ 説明できる。

板東良雄

鈴木良地
明石英雄

第1 実習室

35
6 月 7 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 23 　 肝・ 胆・ 膵

肝臓・ 胆嚢・ 膵臓の基本構造を理解する。 また， 消化

管の器質的あるいは機能的異常が消化器疾患に関連し

ているこ と を理解する。

1) 各消化器官の位置， 形態と 関係する血管を図示で

きる。

2) 腹膜と 臓器の関係を理解し， 説明できる。

3) 肝の構造と 機能を理解し， 説明できる。

4) 胆汁の作用と 胆嚢収縮の調節機序を理解し， 説明

できる。

5) 膵外分泌系の構造と 膵液の作用を理解し ， 説明で

きる。

6) 主な消化管ホルモンの作用を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

36
6 月 7 日

(金)
3-4 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 24 　 腹膜・ 泌尿器

腹膜の発生と 基本構造を説明できる。 腎臓・ 泌尿器の

基本構造を理解する。 また，泌尿器の器質的あるいは

機能的異常が泌尿器疾患に関連していること を理解す

る。

1) 腎・ 尿路系の位置・ 形態と 血管分布・ 神経支配を理

解し， 説明できる。

2) 腎の機能の全体像やネフロン各部の構造と 機能を

理解し， 概説できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

37
6 月 7 日

(金)
5-10 時限 実習

テーマ： 34.腹膜， 36.胸膜・ 心膜， 38.頸部内臓の胸

部， 43.腹腔， 44.腹膜

腹腔， 胸膜， 心膜， 頸部内臓の胸部， 腹膜を剖出し，

観察を行う 。

1) 腹腔について概説できる。

2) 胸膜， 心膜， 腹膜の基本構造を理解し ， 説明でき

る。

3) 胸腺の構造と 機能を理解し， 説明できる。

4) 頸部内臓の胸部の基本構造を理解し， 説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第1 実習室

38
6 月 10 日

(月)
5-10 時限 実習

テーマ： 72.頸部血管と 神経・ 頭部離断， 37.肺
頸部血管と 神経を剖出し， 観察を行う 。 肺を剖出し，

観察を行う 。 肺区域を理解する。

1) 頸部血管と 神経の走行を理解し， 説明できる。

2) 気道の構造， 肺葉・ 肺区域と 肺門の構造を理解し，

説明できる。

3) 縦隔と 胸膜腔の構造を理解し， 説明できる。

4) 呼吸中枢を介する呼吸調節の機序を理解し， 説明

できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第1 実習室

11
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

39
6 月 11 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 25 　 泌尿器

腎臓・ 泌尿器の基本構造を理解する。 また， 泌尿器の

器質的あるいは機能的異常が泌尿器疾患に関連してい

るこ と を理解する。

1) 腎・ 尿路系の位置・ 形態と 血管分布・ 神経支配を理

解し， 説明できる。

2) 腎の機能の全体像やネフロン各部の構造と 機能を

理解し， 概説できる。

3) 腎糸球体における濾過の機序を理解し， 説明でき

る。

4) 尿細管各部における再吸収・ 分泌機構と 尿の濃縮機

序を理解し， 説明できる。

5) 水電解質、 酸・ 塩基平衡の調節機構を理解し， 概説

できる。

6) 腎で産生される又は腎に作用するホルモン・ 血管

作動性物質 (エリ スロポエチン，ビタミ ン D， レニン，

アンギオテンシン II， アルド ステロン) の作用を理解

し， 説明できる。

7) 蓄・ 排尿の機序を理解し， 説明できる。

8) アシド ーシス・ アルカローシスについて理解し， 説

明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

40
6 月 11 日

(火)
3-4 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 26 　 男性生殖器

男性生殖器の基本構造を理解する。

1) 生殖腺の発生と 性分化の過程を理解し， 説明でき

る。

2) 男性生殖器の発育の過程を理解し， 説明できる。

3) 男性生殖器の形態と 機能を理解し， 説明できる。

4) 精巣の組織構造と 精子形成の過程を理解し ， 説明

できる。

5) 男性ホルモンと その作用について理解し， 説明で

きる。

6) 陰茎の組織構造と 勃起・ 射精の機序を理解し，説明

できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

41
6 月 11 日

(火)
5-10 時限 実習

テーマ： (77.脳出し )， 78.頭蓋内， 92.脳の概観， 93.
脳ク モ膜と 軟膜， 94. 脳の血管， 95. 脳の神経根， 39.
縦隔

頭蓋内の構造を観察し ,内頭蓋底を出入り する構造を

理解する。 縦隔を剖出し ,観察を行う 。

1) 頭蓋内の基本構造を理解し， 概説できる。

2) 脳神経の走行を理解し， 説明できる。

3) 縦隔について理解し， 概説できる。

脳・ 脊髄の主に外観から見られる構造を観察する。

1) 脊髄の構造，機能局在と 伝導路を理解し，説明でき

る。

2) 中枢神経系と 末梢神経系の構成を理解し， 概説で

きる。

3) 脳の血管支配を理解し， 説明できる。

4) 髄膜・ 脳室系の構造と 脳脊髄液の産生と 循環理解

し， を説明できる。

ご遺体は既に抜脳さ れているため, 77. 脳出しは行わ

ないが,どのよ う に脳出しを行う のかだけでもイメ ー

ジしておく 。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第 1 実習室

12
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

42
6 月 12 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 27 　 女性生殖器・ 発生学

女性生殖器の構造を理解する。

産科領域に関連する発生学の必要最低限の基礎知識を

習得する。

1) 女性生殖器の発育の過程を理解し， 説明できる。

2) 女性生殖器の形態と 機能を理解し， 説明できる。

3) 性周期発現と 排卵の機序を理解し， 説明できる。

4) 妊娠・ 分娩・ 産褥での母体の解剖学的と 生理学的変

化を理解し， 説明できる。

5) 胎児・ 胎盤系の発達過程での機能・ 形態的変化を理

解し， 説明できる。

6) 正常妊娠の経過を理解し， 説明できる。

7) 乳房の構造と 機能を理解し， 説明できる。

8) 成長発達に伴う 乳房の変化を理解し，説明できる。

9) 女性ホルモンと その作用について理解し ， 説明で

きる。

10) 乳汁分泌に関するホルモンの作用を理解し， 説明

できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

43
6 月 12 日

(水)
3-4 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 28 　 骨盤・ 会陰

骨盤・ 会陰の構造を理解する。

1) 骨盤および会陰の構成と 性差を理解し， 説明でき

る。

2) 骨盤隔膜と 骨盤隔膜を貫く ものを理解し ， 挙げる

こ と ができる。

3) 尿生殖隔膜と 尿生殖隔膜を貫く ものを理解し ， 挙

げるこ と ができる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

44
6 月 12 日

(水)
5-10 時限 実習

テーマ： 72.頭部離断， 40.心臓の外景， 41.心臓の内

景

頭部離断を行う 。心臓を摘出し，外景および内景を剖

出・ 観察を行う 。

1) 心臓の構造と 分布する血管・ 神経、 冠動脈の特長と

その分布域を理解し ， 説明できる。

2) 心臓の興奮 (刺激) 伝導系を理解し， 説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第1 実習室

45
6 月 14 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 29 眼窩・ 眼球 (1)
眼窩・ 眼球の構造を理解する。

1) 眼球と 付属器の構造と 機能を理解し，説明できる。

2) 視覚情報の受容のしく みと 伝導路を理解し， 説明

できる。

3) 眼球運動のしく みを理解し， 説明できる。

4) 対光反射，輻輳反射，角膜反射の機能を理解し，説

明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

46
6 月 14 日

(金)
3-4 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 30 　 眼窩・ 眼球 (2)
眼窩・ 眼球の構造を理解する。

1) 眼球と 付属器の構造と 機能を理解し，説明できる。

2) 視覚情報の受容のしく みと 伝導路を理解し， 説明

できる。

3) 眼球運動のしく みを理解し， 説明できる。

4) 対光反射，輻輳反射，角膜反射の機能を理解し，説

明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

13

－ 53 －



講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

47
6 月 14 日

(金)
5-10 時限 実習

テーマ： 74.咽頭， 42.縦隔深部

咽頭を剖出し， 観察を行う 。 縦隔深部を剖出し，観察

を行う 。

1) 咽頭の基本構造を理解し， 説明できる。

2) 縦隔深部の基本構造を理解し， 説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第1 実習室

48
6 月 17 日

(月)
5-10 時限 実習

テーマ： 75.甲状腺・ 気管， 45.腹部内臓の血管・ 神経

(一部）

甲状腺・ 気管を剖出し， 観察を行う 。 腹部内臓の血管

と 神経を剖出し， 観察を行う 。

1) 甲状腺・ 気管の基本構造を理解し， 説明できる。

2) 甲状腺と 副甲状腺 (上皮小体) から分泌されるホル

モンの作用と 分泌調節機構を理解し， 説明できる。

3) 腹部内臓の血管と 神経の走行を理解し， 説明でき

る。

4) 大動脈と 主な分枝 (頭頸部、 上肢、 胸部、 腹部、 下

肢) を理解し、 分布域を図示・ 概説できる。

5) 主な静脈を図示し、 門脈系と 上・ 下大静脈系を理解

し， 説明できる。

6) 胸管を経由するリ ンパの流れを理解し，概説できる。

板東良雄 第1 実習室

49
6 月 18 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 解剖学講義 31 　 外耳・ 中耳・ 内耳

外耳・ 中耳・ 内耳の構造を理解する。

1) 外耳・ 中耳・ 内耳の基本構造を理解し， 図示・ 説明

できる。

2) 聴覚・ 平衡覚の受容のしく みと 伝導路を理解し，説

明できる。

3) 平衡感覚機構を眼球運動， 姿勢制御と 関連させて

理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

50
6 月 18 日

(火)
3-4 時限

テーマ： 予備

講義・ 実習の進捗状況により ， 調整する。
板東良雄 第1 実習室

51
6 月 18 日

(火)
5-10 時限 実習

テーマ： 76.喉頭， 45.腹部内臓の血管・ 神経

喉頭を剖出し， 観察を行う 。 腹部内臓の血管・ 神経を

剖出し， 観察を行う 。

1) 喉頭の基本構造と 神経支配を理解し，説明できる。

2) 各消化器官の位置， 形態と 関係する血管を理解し，

図示できる。

3) 腹膜と 臓器の関係を理解し， 説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第1 実習室

52
6 月 19 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 1 　 神経組織学概論

神経解剖の理解に必要な神経組織に関する基礎知識を

習得する。

1) 中枢神経系と 末梢神経系の構成を概説できる。

2) 伝導路を理解し， 概説できる。

3) 脳の血管支配と 血液脳関門を理解し，説明できる。

4) 脳のエネルギー代謝の特徴を理解し，説明できる。

5) 主な脳内神経伝達物質 (アセチルコリ ン、ドパミ ン、

ノ ルアド レナリ ン) と その作用を理解し，説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

14

－ 54 －



講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

53
6 月 19 日

(水)
3-4 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義2 　 神経生理学・ 神経薬理学

概論

神経解剖の理解に必要な神経生理・ 神経薬理に関する

基礎知識を習得する。

1) 神経組織の微細構造を理解し， 説明できる。

2) 活動電位の発生機構と 伝導を理解し，説明できる。

3) シナプス (神経筋接合部を含む) の形態と シナプス

伝達の機能 (興奮性， 抑制性) と 可塑性を理解し， 説

明できる。

4) 中枢神経と 末梢神経の再生の違いを理解し， 説明

できる。

5) 軸索輸送、 軸索の変性と 再生を理解し， 説明でき

る。

6) 細胞傷害・ 変性と 細胞死の細胞と 組織の形態的変化

の特徴を理解し， 説明できる。

7) ネク ローシスと アポト ーシスの違いを理解し ， 説

明できる。

8) 刺激に対する感覚受容の種類と 機序を理解し ， 説

明できる。

9) 反射の基本概念を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

54
6 月 19 日

(水)
5-10 時限 実習

テーマ： 79.頭部半切， 80.鼻腔， 46.腸管， 47.胃
頭部半切を行う 。 鼻腔を剖出し， 観察を行う 。 腸管・

胃を剖出し， 観察を行う 。

1) 口腔， 鼻腔， 咽頭の基本構造を理解し， 説明でき

る。

2) 嗅覚の受容のしく みを理解し， 説明できる。

3) 歯、 舌、 唾液腺の構造と 機能を理解し， 説明でき

る。

4) リ ンパ節,扁桃の基本構造を理解し， 説明できる。

5) 咀しゃく と 嚥下の機構を理解し， 説明できる。

6) 胃・ 小腸・ 大腸の基本構造と 部位による違いを理解

し， 説明できる。

7) 消化管運動の仕組みを理解し， 説明できる。

8) 消化器官に対する自律神経の作用を理解し， 説明

できる。

9) 胃液の作用と 分泌機序を理解し， 説明できる。

10) Peyer 板の構造と 機能を理解し， 説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第1 実習室

55
6 月 21 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 3 　 神経発生学概論

神経解剖の理解に必要な神経発生に関する基礎知識を

習得する。

1) 神経管の分化と 脳，脊髄，視覚器，平衡聴覚器と 自

律神経の形成過程を理解し， 概説できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

15

－ 55 －



講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

56
6 月 21 日

(金)
3-4 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 4 　 中枢神経概論

中枢神経の構造を理解する。

1) 中枢神経系の構成を概説できる。

2) 脳の血管支配と 血液脳関門を理解し，説明できる。

3) 髄膜・ 脳室系の構造と 脳脊髄液の産生と 循環を理解

し， 説明できる。

4) 脊髄の構造，機能局在と 伝導路を理解し，説明でき

る。

5) 脊髄神経と 神経叢(頸神経叢、腕神経叢、腰神経叢、

仙骨神経叢)の構成及び主な骨格筋支配と 皮膚分布(デ
ルマト ーム) を理解し， 概説できる。

6) 脳幹の構造と 伝導路を理解し， 説明できる。

7) 脳神経の名称，走行・ 分布を理解し，概説できる。

8) 大脳の構造を理解し， 説明できる。

9) 小脳の構造と 機能を理解し， 概説できる。

10) 大脳基底核 (線条体、 淡蒼球、 黒質) の構造を理解

し， 説明できる。

11) 交感神経系と 副交感神経系の中枢内局在を理解し，

概説できる。

12) 視床下部の構造を理解し， 概説できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

57
6 月 21 日

(金)
5-10 時限 実習

テーマ： 81.咀嚼筋， 82.側頭部， 48.肝臓

咀嚼筋を剖出し， 観察を行う 。 側頭部を剖出し，観察

を行う 。 肝臓を剖出し， 観察を行う 。

1) 咀しゃく と 嚥下の機構を理解し， 説明できる。

2) 側頭部を構成する筋と その機能を理解し ， 説明で

きる。

3) 肝の構造と 機能を理解し， 説明できる。

4) 肝区域を理解し， 説明できる。

5) 胆汁の作用と 胆嚢収縮の調節機序を理解し ， 説明

できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第 1実習室

58
6 月 24 日

(月)
5-6 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 5 　 髄膜・ 脳血管

髄膜・ 脳血管の構造を理解する。

1) 脳の支配血管と 血液脳関門を理解する。

2) 髄膜・ 脳室系の構造と 脳脊髄液の産生・ 循環を理解

し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

59
6 月 24 日

(月)
7-10 時限 講義

テーマ： 神経解剖学　 特別講義 （ 予定）

外部講師に特別講義をしていただく 。
木山博資

基礎棟第 2
講義室

60
6 月 25 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 6 　 大脳皮質

大脳皮質の構造を理解する。

1) 大脳の構造を理解し， 説明できる。

2) 大脳皮質の機能局在 (運動野・ 感覚野・ 言語野) を
理解し， 説明できる。

3) 記憶・ 学習の機序を辺縁系の構成と 関連させて理解

し， 概説できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

61
6 月 25 日

(火)
3-4 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 7 　 嗅脳・ 辺縁系

嗅脳・ 辺縁系の構造を理解する。

1) 嗅脳の基本構造と 機能を理解し， 説明できる。

2) 辺縁系の基本構造と 機能を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

16

－ 56 －



講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

62
6 月 25 日

(火)
5-10 時限 実習

テーマ： 83.舌口蓋， 84.副鼻腔， 49.十二指腸・ 膵臓・

脾臓

舌口蓋・ 副鼻腔を剖出し， 観察を行う 。 十二指腸・ 膵

臓・ 脾臓を剖出し， 観察を行う 。

1) 舌口蓋・ 副鼻腔の基本構造を理解し，説明できる。

2) 味覚の受容のしく みを理解し， 説明できる。

3) 各消化器官の位置、 形態と 関係する血管を理解し，

図示できる。

4) 腹膜と 臓器の関係を理解し， 説明できる。

5) 膵外分泌系の構造と 膵液の作用を理解し ， 説明で

きる。

6) 膵島から分泌されるホルモンの作用を理解し ， 説

明できる。

7) 脾臓の構造と 機能を理解し， 説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第1 実習室

63
6 月 26 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 8 　 大脳核と 終脳

大脳核と 終脳の構造を理解する。

1) 大脳核の基本構造と 機能を理解し， 説明できる。

2) 終脳の基本構造と 機能を理解し， 説明できる。

3) 随意運動の発現機構を錐体路を中心と して理解し，

概説できる。

4) 大脳基底核 (線条体， 淡蒼球， 黒質) の線維結合と

機能を理解し， 概説できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

64
6 月 26 日

(水)
3-4 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 9 　 網様体・ 脳幹

網様体と 脳幹の構造を理解する。

1) 網様体の基本構造と 機能を理解し， 概説できる。

2) 脳幹の構造と 伝導路を理解し， 説明できる。

3) 脳神経の名称， 核の局在，走行・ 分布と 機能を理解

し， 概説できる。

4) 脳幹の機能を理解し， 概説できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

65
6 月 26 日

(水)
5-10 時限 実習

テーマ： 85.目， 86.眼窩， 50.腎・ 副腎， 51.血管・ 神

経

目・ 眼窩を剖出し，観察を行う 。腎・ 副腎を剖出し ,観
察を行う 。 胸腹部の血管・ 神経の走行や特徴を復習す

る。

1) 眼球と 付属器の構造と 機能を理解し，説明できる。

2) 眼球運動のしく みを理解し， 説明できる。

3) 腎・ 尿路系の位置・ 形態と 血管分布・ 神経支配を理

解し， 説明できる。

4) 腎の機能の全体像やネフロン各部の構造と 機能を

理解し ， 概説できる。

5) 腎糸球体における濾過の機序を理解し， 説明でき

る。

6) 尿細管各部における再吸収・ 分泌機構と 尿の濃縮機

序を理解し， 説明できる。

7) 水電解質， 酸・ 塩基平衡の調節機構を理解し， 概説

できる。

8) 腎で産生さ れる又は腎に作用するホルモン・ 血管

作動性物質 (エリ スロポエチン， ビタミ ン D， レニン，

アンギオテンシン II， アルド ステロン) の作用を理解

し， 説明できる。

9) 蓄排尿の機序を理解し， 説明できる。

10) 副腎の構造と 分泌されるホルモンの作用と 分泌調

節機構を説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第1 実習室

17

－ 57 －



講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

66
6 月 28 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 10 　 伝導路 (1)
主要な下行性神経伝導路を理解する。

1) 随意運動の発現機構を錐体路を中心と して理解し，

概説できる。 　

2) 脳神経の名称， 核の局在，走行・ 分布と 機能を理解

し， 概説できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

67
6 月 28 日

(金)
3-4 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 11 　 伝導路 (2)
主要な上行性神経伝導路を理解する。

1) 痛覚，温度覚，触覚と 深部感覚の受容機序と 伝導路

を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

68
6 月 28 日

(金)
5-10 時限 実習

テーマ： 86.眼窩， 52.横隔膜・ 腰神経叢

眼窩を剖出し， 観察を行う 。 横隔膜・ 腰神経叢を剖出

し， 観察を行う 。

1) 眼球と 付属器の構造と 機能を理解し，説明できる。

2) 視覚情報の受容のしく みと 伝導路を理解し， 説明

できる。

3) 眼球運動のしく みを理解し， 説明できる。

4) 対光反射，輻輳反射，角膜反射の機能を理解し，説

明できる。

5) 呼吸筋と 呼吸運動の機序を理解し， 説明できる。

6) 脊髄神経と 腰神経叢の構成及び主な骨格筋支配と

皮膚分布 (デルマト ーム) を理解し， 概説できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第1 実習室

69
7 月 1 日

(月)
1-2 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 12 　 伝導路 (3)
主要な神経伝導路を理解する。

1) 脳幹の構造と 伝導路を理解し， 説明できる。

2) 脳神経の名称， 核の局在，走行・ 分布と 機能を理解

し， 概説できる。

3) 視覚， 聴覚，平衡覚，嗅覚， 味覚の受容機序と 伝導

路を理解し， 概説できる。

4) 平衡感覚機構を眼球運動， 姿勢制御と 関連さ せて

理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

70
7 月 1 日

(月)
3-4 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 13 　 視床・ 視床下部

視床・ 視床下部の構造を理解する。

1) 視床の構造と 機能を理解し， 説明できる。

2) 視床下部の構造と 機能を内分泌及び自律機能と 関

連付けて理解し， 概説できる。

3) 視床下部ホルモン・ 下垂体ホルモンの名称， 作用と

相互関係を理解し， 説明できる。

4) スト レス反応と 本能・ 情動行動の発現機序を理解

し， 概説できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

71
7 月 1 日

(月)
5-10 時限 実習

テーマ： 87.眼球， 64.膀胱， 65.外陰部

眼球を剖出し， 観察を行う 。 膀胱・ 外陰部を剖出し，

観察を行う 。

1) 眼球と 付属器の構造と 機能を説明できる。

2) 視覚情報の受容のしく みと 伝導路を理解し， 説明

できる。

3) 眼球運動のしく みを理解し， 説明できる。

4) 対光反射，輻輳反射，角膜反射の機能を理解し，説

明できる。

5) 男性生殖器の形態と 機能を理解し， 説明できる。

6) 陰茎の組織構造と 勃起・ 射精の機序を理解し， 説明

できる。

7) 女性生殖器の形態と 機能を理解し， 説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第1 実習室

18

－ 58 －



講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

72
7 月 2 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 14 　 小脳

小脳の構造を理解する。

1) 小脳の構造と 機能を理解し， 概説できる。

2) 小脳が関与する伝導路を理解し， 説明できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

73
7 月 2 日

(火)
3-4 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 15 　 脳神経 (1)
脳神経の構造を理解する。

1) 脳神経の局在、走行、機能と 障害部位による症状の

差異について理解し， 概説できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

74
7 月 2 日

(火)
5-10 時限 実習

テーマ： 88.舌下神経管， 65.外陰部， 66.会陰部

舌下神経管を剖出し， 観察を行う 。 外陰部・ 会陰部を

剖出し， 観察を行う 。

1) 舌下神経管と 舌下神経の走行を理解し， 説明でき

る。

2) 外陰部・ 会陰部の基本構造と 機能を理解し， 説明で

きる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第1 実習室

75
7 月 3 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 16 　 脳神経 (2)
脳神経の構造を理解する。

1) 脳神経の局在、走行、機能と 障害部位による症状の

差異について理解し， 概説できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

76
7 月 3 日

(水)
3-4 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 17 　 脳神経 (3)
脳神経の構造を理解する。

1) 脳神経の局在、走行、機能と 障害部位による症状の

差異について理解し， 概説できる。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

77
7 月 3 日

(水)
5-10 時限 実習

テーマ： 89.外耳と 中耳， 67.骨盤切半， 68.骨盤内臓

外耳と 中耳を剖出し， 観察を行う 。 骨盤切半を行い，

骨盤内臓を剖出し， 観察を行う 。

1) 外耳・ 中耳・ 内耳の構造を理解し， 図示できる。

2) 聴覚・ 平衡覚の受容のしく みと 伝導路を理解し，説

明できる。

3) 腰神経叢， 仙骨神経叢の構成を理解し， 概説でき

る。

4) 骨盤の構成と 性差を理解し， 説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第1 実習室

78
7 月 5 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 神経解剖学講義 18 　 自律神経系

自律神経の構造を理解する。

1) 交感神経系と 副交感神経系の中枢内局在,末梢分布,
機能と 伝達物質を理解し， 概説できる。

板東良雄 第1 実習室

79
7 月 5 日

(金)
3-4 時限 講義

テーマ： 予備

講義・ 実習の進捗により ， 調整する。
板東良雄

基礎棟第 2
講義室

80
7 月 5 日

(金)
5-10 時限 実習

テーマ： 90.内耳， 91.翼突管， 69.骨盤神経・ 血管， 70.
骨盤内臓

内耳・ 翼突管を剖出し，観察を行う 。骨盤内臓・ 神経・

血管を剖出し， 観察を行う 。

1) 内耳の構造と 機能を理解し， 説明できる。

2) 骨盤内臓の基本構造と 機能を理解し， 説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第1 実習室

19

－ 59 －



講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

81
7 月 8 日

(月)
1-10 時限 実習

テーマ： 101.大脳の切半と 第 3 脳室， 102.大脳皮質，

103.嗅脳と その付近， 96.脳幹の外面， 97.小脳

ご遺体は観察しない場合でも実習のある日は必ず毎日

フェノ ール液を充分にかけておく こ と 。

大脳の切半を行い, 第 3 脳室を剖出し， 観察を行う 。

嗅脳およびその付近を剖出し，観察を行う 。小脳を剖

出し， 観察を行う 。 脳幹の観察を行う 。

1) 大脳の構造を理解し， 説明できる。

2) 大脳皮質の機能局在 (運動野・ 感覚野・ 言語野) を
理解し， 説明できる。

3) 辺縁系と 脳幹の構造を理解し， 説明できる。

4) 大脳基底核 (線条体、 淡蒼球、 黒質) の線維結合と

機能を理解し， 概説できる。

5) 小脳の構造を理解し， 説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第 1実習室

82
7 月 9 日

(火)
1-10 時限 実習

テーマ： 104.大脳の連合線維と レンズ核， 105.側脳室

と 尾状核， 106.間脳， 98.第 4 脳室， 99. 延髄

大脳の連合線維・ レンズ核・ 側脳室・ 尾状核・ 間脳を

剖出し， 観察を行う 。 第 4脳室と 延髄の剖出し， 観察

を行う 。

1) 大脳の連合線維の構造を理解し， 説明できる。

2) レンズ核・ 側脳室・ 尾状核・ 間脳の構造と それらの

機能を理解し， 説明できる。

3) 脳脊髄液の産生と 循環を理解し， 説明できる。

4) 延髄の構造と 機能を理解し， 説明できる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第 1実習室

83
7 月 10 日

(水)
1-4 時限 実習

テーマ： 107.大脳と 間脳の断面， 100.脳幹と 小脳の横

断面

断面を作成し，どの断面でどのよう な構造が見られる

のかを観察する。 大脳および小脳断面のスケッチを行

い， 提出する。

1) 大脳と 間脳の断面における構造を理解し ， 説明で

きる。

2) 小脳と 脳幹の断面における構造を理解し ， 説明で

きる。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第 1実習室

84
7 月 10 日

(水)
5-8 時限 実習

テーマ： 71.骨盤壁・ 股関節

骨盤壁・ 股関節を剖出し， 観察する。 神経解剖実習に

引き続いて行う 。

1) 骨盤壁の基本構造を理解し， 説明できる。

2) 股関節の基本構造を理解し， 説明できる。

15 時頃を目安に実習を終了する。

板東良雄
鈴木良地
明石英雄

第 1実習室

85
7 月 10 日

(水)
9-10 時限 講義

テーマ： 納棺・ 実習室清掃と 火葬についての諸注意

納棺・ 実習室清掃，火葬についての諸注意を概説する。 　
基礎棟第 2
講義室

86
7 月 11 日

(木)
1-2 時限

テーマ： 予備

講義・ 実習の進捗により ， 調整する。
板東良雄

87
7 月 11 日

(木)
3-4 時限

テーマ： 予備

講義・ 実習の進捗状況により ， 調整する。
板東良雄

20

－ 60 －



講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

88
7 月 11 日

(木)
5-6 時限 試験

テーマ： 試験

解剖実習（ 神経解剖を含む） に対する試験を行う 。

試験範囲等は後日， 改めて通知する。

原則と して， 再・ 追試験は行わない。

板東良雄
基礎棟第 2
講義室

89
7 月 11 日

(木)
7-10 時限 講義

テーマ： 神経組織学　 特別講義（ 予定）

外部講師による特別講義を行う 。

水平統合型カリ キュラム

鵜川眞也
基礎棟第 2
講義室

90
7 月 12 日

(金)
1-10 時限 その他

テーマ： 納棺・ 実習室清掃

各班毎に決められたスケジュールに従い，納棺および

実習室の清掃を行う 。

　 第 1実習室

91
7 月 16 日

(火)
1-10 時限 その他

テーマ： 火葬

各班毎に決められたスケジュールに従い，火葬に参列

する。 日程はあく までも予定のため， 確定した段階で

改めて通知する。欠席および遅刻は原則認めないので

留意するこ と 。 また、 ご遺族が参列されたり ， 同会場

では一般の方々の火葬も行われているため，相応しい

服装・ 態度で参列するこ と 。

1) 故人やご遺族に対する崇拝の念を持ち， 自分の言

葉で適切に感謝の意を述べるこ と ができる。

2) ご遺族と 真摯に向き合い， ご遺族の話に耳を傾け，

ご遺族の想いを汲んでご遺族と 適切なコ ミ ュニケー

ショ ンがと れる。

3) 人の死や悲しみを真摯に受け止め， それら に対し

てしっかり と 向き合い，適切な行動をと ること ができ

る。

4) 斎場/慰霊式における TPOをわきまえ， 適切に行動

できる。

5) 高齢者に対する配慮や適切なサポート ができる。

6) 医師と なる自覚を再認識し， 日頃から 責任ある行

動をと るこ と ができる。

以下， 1)-6) の記載は省略する。

　

92
7 月 17 日

(水)
1-10 時限 その他

テーマ： 火葬

各班毎に決められたスケジュールに従い，火葬に参列

する。

　

93
7 月 18 日

(木)
1-10 時限 その他

テーマ： 火葬

各班毎に決められたスケジュールに従い，火葬に参列

する。

　

94
7 月 19 日

(金)
1-10 時限 その他

テーマ： 火葬

各班毎に決められたスケジュールに従い，火葬に参列

する。

　

95
7 月 22 日

(月)
1-10 時限 その他

テーマ： 火葬

各班毎に決められたスケジュールに従い，火葬に参列

する。

　

96
7 月 23 日

(火)
1-10 時限 その他

テーマ： 火葬

各班毎に決められたスケジュールに従い，火葬に参列

する。

　

21

－ 61 －



講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

97
7 月 24 日

(水)
1-10 時限 その他

テーマ： 火葬

各班毎に決められたスケジュールに従い， 火葬に参列

する。

　

98
7 月 25 日

(木)
1-10 時限 その他

テーマ： 火葬（ 予備日）

　
　

99
8 月 23 日

(金)
5-8 時限 その他

テーマ： 慰霊式

決められたスケジュールに従い，慰霊式に参列する。

ご遺族や白菊会会員など， 学外関係者も多く 参加する

ため， 相応しい服装・ 髪型で参加するこ と 。

日程はあく までも目安であり ，確定しているものでは

ない。

開催の有無や日程が決まり 次第， 改めて通知する。

　

22
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学 III

授 業科目 名： 組織学， 組織学実習 （ Histology）

対 象 学 年： 2 年次必修

時間割コード ： 71563011

開 設学期 等： 第 1 週 ～第 13 週 （ 毎週木曜日 1-10 時限）

単 位 数： 1+ 2

1. 主任教員

八月朔日泰和 (教授、 大学院医学系研究科細胞生物学講座、 6056)

2. 担当教員

八月朔日泰和 (教授、 大学院医学系研究科細胞生物学講座、 6056)

鮎 川 友 紀 (講師、 大学院医学系研究科細胞生物学講座、 6237)

吉 川 　 究 (助教、 大学院医学系研究科細胞生物学講座、 6058)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

授業のねらい及び概要

解剖学（ 肉眼解剖学および顕微解剖学） は構造・ 形態の観点から人体の機能を理解すること を目的と すると 同時に、 基礎・

臨床を含めた医学全体を習得するためのイント ロダクショ ンである、 と いう 考えに基づき授業を進めたい。 医学を含む生

命科学は実在する生命体の上に構築されているので、 解剖学教育では、“ 実在と しての形態” と“ これを理解する手段と し

ての言語” を結びつけるために、 実在から言語（ 専門用語）、 そして言語から実在（ 形態） への、 双方向性の思考回路ト

レーニングを目標と する。

学修目標

・ 人体を構築する様々な器官・ 組織について顕微鏡を用いた観察を行い、 正常な組織構造を理解する。（ 3-1～3-2）

・ 組織スライド 観察により 、 構造と 機能と の相関関係について考える。（ 3-1～3-2）

・ 観察結果の詳細なスケッ チおよび記述を行う こ と により 、 物事の全体像を捉えて分析し、 そしてそれを文章化する能力

を養う 。（ 2-4,3-1～3-2,5-1～5-3）

・ 他者と の議論などを通じて協調性を養う 。（ 2-1～2-6）

・ 授業中に得た研究のト ピッ クや臨床的知識に興味を抱いて自己学習し、 学んだ成果を取り 入れるこ と ができる。（ 5-1～

5-4,6-1～6-2）

・ 顕微鏡の原理および取り 扱いについて理解する。（ 3-2）

・ 細胞の微細構造と 機能を理解する。（ 3-1～3-2）

・ 細胞集団と しての組織の構造と 機能を理解する。（ 3-1～3-2）

・ 血液・ 造血器・ リ ンパ系の構造と 機能を理解する。（ 3-1～3-2）

・ 皮膚の構造と 機能を理解する。（ 3-1～3-2）

・ 運動器系の正常構造と 機能を理解する。（ 3-1～3-2）

・ 循環器（ 心血管） 系の構造と 機能を理解する。（ 3-1～3-2）

・ 呼吸器系の構造と 機能を理解する。（ 3-1～3-2）

・ 消化器系の正常構造と 機能を理解する。（ 3-1～3-2）

・ 腎・ 尿路系の構造と 機能を理解する。（ 3-1～3-2）

・ 生殖系の構造と 機能を理解する。（ 3-1～3-2）

・ 乳房（ 乳腺） の構造を理解する。（ 3-1～3-2）

・ 内分泌・ 代謝系の構成と 機能を理解する。（ 3-1～3-2）

・ 免疫系器官の構造と 機能を理解する。（ 3-1～3-2）

・ 眼・ 視覚系の構造と 機能を理解する。（ 3-1～3-2）

・ 耳鼻・ 咽喉・ 口腔の構造と 機能を理解する。（ 3-1～3-2）

1
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4. 教科書・ 参考書

組織学各論

1) 標準組織学各論第 6 版 (藤田尚男， 藤田恒夫) 医学書院　 （ 書籍版のみ）

2) ウィ ーター図説で学ぶ機能組織学原著第 6 版 (著： Young ら ， 監訳： 後藤薫， 和栗聡) Elsevier（ 書籍版を購入すると 電

子書籍も閲覧可能）

参考書

1) 組織学改訂 20 版 (阿部和厚， 牛木辰男) 南山堂

2) Histology: A Text and Atlas, 8th edition (Ross, Paw lina) Wolters Kluwer

3) Ross 組織学第 7 版 (内山安男ら訳) 南江堂 (上記Histology 7th edition の訳本)

5. 成績評価の方法

統一試験， 形成評価， 小テスト ， 出席状況， 提出レポート 等により 行う 。

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

教科書は必ず自分で購入するこ と 。

指定教科書に沿って講義および実習を進める。

組織学各論の教科書について 1) および 2) は指定教科書である。

学習意欲なしでは知識や技術の修得は困難と 考える。 知識の獲得は自らの学習や観察に基づく ものでなければならない。

よって、 シラバスを参考にした予習および復習は必須である。

授業（ 講義および実習） において電子書籍や講義レジメ を閲覧するための電子機器類（ タブレッ ト の使用を推奨） の使用

は許可するが、 授業に関係のないインターネッ ト 等への接続・ 閲覧が確認された場合は授業態度不良と みなす。

2
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
4 月 11 日

(木)
1-6 時限 講義

テーマ： オリ エンテーショ ン/皮膚・ 口腔・ 泌尿器

味覚の受容機序を概説できる。

皮膚の組織構造を図示して説明できる。

皮膚の免疫防御能を説明できる。

刺激に対する感覚受容の機序を説明できる。

口腔の構造を図示できる。

歯、 舌の構造と 機能を説明できる。

皮膚と 口腔の構造と 機能を説明できる。

乳房（ 乳腺） の構造を理解する。

泌尿器系全体の構造と 機能を説明できる。

腎の機能の全体像やネフロン各部の構造と 機能を概説

できる。

腎糸球体における濾過の機序を説明できる。

尿細管各部における再吸収・ 分泌機構と 尿の濃縮機序

を説明できる。

八月朔日
泰和

基礎棟第 2
講義室

2
4 月 11 日

(木)
7-10 時限 講義

テーマ： 脈管・ 血液・ 造血

血管と リ ンパ管の微細構造と 機能を説明できる。

血液細胞の構造と 機能を説明できる。

骨髄の構造を説明できる。

造血幹細胞から各血球への分化と 成熟の過程を説明で

きる。

鮎川友紀
基礎棟第 2
講義室

3
4 月 18 日

(木)
1-10 時限 実習

テーマ： 顕微鏡実習オリ エンテーショ ン/上皮組織・ 結

合組織・ 皮膚　 組織観察実習

顕微鏡の原理および使用法を理解し説明できる。

上皮組織の構造を理解する。

結合組織の構造を理解する。

皮膚の構造を理解する。

八月朔日
泰和

鮎川友紀
吉川　 究

5A 実習室

4
4 月 25 日

(木)
1-2 時限 講義

テーマ： 消化器 I : 全体像・ 食道　 　 　

消化器系全体・ 食道の構造と 機能を説明できる。
鮎川友紀

基礎棟第 2
講義室

5
4 月 25 日

(木)
3-10 時限 実習

テーマ： 神経組織・ 筋組織・ 血液・ 造血・ 脈管　 組織

観察実習

神経組織および筋組織の構造を理解する。

血液の構成細胞と その構造を理解する。

造血に関与する細胞の形態について理解する。

脈管の構造を理解する。

八月朔日
泰和

鮎川友紀
吉川　 究

5B 実習室

6
5 月 2 日

(木)
1-2 時限 講義

テーマ： 消化器 II : 胃・ 小腸・ 大腸　 　 　

食道・ 胃・ 小腸・ 大腸の基本構造と 部位による違いを

説明できる。

胃液の作用と 分泌機序を説明できる。

鮎川友紀
基礎棟第 2
講義室

7
5 月 2 日

(木)
3-10 時限 実習

テーマ： 食道・ 胃・ 小腸・ 大腸　 組織観察実習

食道・ 胃・ 小腸・ 大腸の構造を理解する。

八月朔日
泰和

鮎川友紀
吉川　 究

5A 実習室

8
5 月 9 日

(木)
1-2 時限 講義

テーマ： 消化器 III : 膵臓・ 唾液腺

膵臓の構造と 機能を説明できる。

膵外分泌系の構造を説明できる。

膵島から分泌されるホルモンの作用を説明できる。

唾液腺の構造と 機能を説明できる。

吉川　 究
基礎棟第 2
講義室

3
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

9
5 月 9 日

(木)
3-10 時限 実習

テーマ： 軟骨組織・ 骨組織・ 口腔組織・ 泌尿器　 組織

観察実習

軟骨・ 骨の構造を理解する。

口腔組織の構造を理解する。

泌尿器の構造を理解する。

八月朔日
泰和

鮎川友紀
吉川　 究

5B 実習室

10
5 月 16 日

(木)
1-2 時限 講義

テーマ： 消化器 IV : 肝臓・ 胆嚢

肝臓の構造と 機能を説明できる。

胆嚢の構造と 機能を説明できる。

吉川　 究
基礎棟第 2
講義室

11
5 月 16 日

(木)
3-10 時限 実習

テーマ： 膵臓・ 唾液腺・ 肝臓・ 胆嚢　 組織観察実習

膵臓・ 唾液腺・ 肝臓・ 胆嚢の構造を理解する。

八月朔日
泰和

鮎川友紀
吉川　 究

5A 実習室

12
5 月 23 日

(木)
1-4 時限 形成評価

テーマ： 形成評価 1
組織学各論 (1) の形成評価。

八月朔日
泰和

鮎川友紀
吉川　 究

基礎棟第 2
講義室

13
5 月 23 日

(木)
5-10 時限 その他

テーマ： 予備

予備

八月朔日
泰和

鮎川友紀
吉川　 究

5A 実習室

14
5 月 30 日

(木)
1-6 時限 講義

テーマ： 女性生殖器・ 男性生殖器

女性生殖器の形態と 機能を説明できる。

性周期発現と 排卵の機序を説明できる。

男性生殖器の形態と 機能を説明できる。

精巣の組織構造と 精子形成の過程を説明できる。

陰茎の組織構造と 勃起・ 射精の機序を説明できる。

八月朔日
泰和

基礎棟第 2
講義室

15
5 月 30 日

(木)
7-8 時限 講義

テーマ： 免疫系器官

脾臓， 胸腺， リ ンパ節， 扁桃およびPeyer 板の構造と

機能を説明できる。

吉川　 究
基礎棟第 2
講義室

16
5 月 30 日

(木)
9-10 時限 講義

テーマ： 呼吸器

呼吸器系の構造と 機能を説明できる。
吉川　 究

基礎棟第 2
講義室

17
6 月 6 日

(木)
1-2 時限 講義

テーマ： 神経組織学

形態解析学・ 器官構造学講座担当の神経解剖学のう ち、

細胞生物学講座が神経組織学の講義および実習を担当

する。

神経器官の組織学的構造と 機能を説明できる。

八月朔日
泰和

基礎棟第 2
講義室

18
6 月 6 日

(木)
3-10 時限 実習

テーマ： 女性生殖器・ 男性生殖器・ 免疫系器官　 組織

観察実習

女性生殖器・ 男性生殖器の構造を理解する。

免疫系器官の構造を理解する。

八月朔日
泰和

鮎川友紀
吉川　 究

5B 実習室

19
6 月 13 日

(木)
1-2 時限 講義

テーマ： 内分泌系 I : 下垂体

下垂体の構造と 機能を説明できる。

視床下部ホルモン・ 下垂体ホルモンの名称、 作用と 相

互関係を説明できる。

鮎川友紀
基礎棟第 2
講義室

20
6 月 13 日

(木)
3-4 時限 講義

テーマ： 内分泌系 II : 甲状腺・ 副甲状腺・ 副腎

甲状腺・ 副甲状腺（ 上皮小体）・ 副腎の構造と 機能を

説明できる。

甲状腺・ 副甲状腺（ 上皮小体）・ 副腎から分泌される

ホルモンの作用と 分泌調節機構を説明できる。

鮎川友紀
基礎棟第 2
講義室

4
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

21
6 月 13 日

(木)
5-10 時限 実習

テーマ： 下垂体・ 甲状腺・ 副甲状腺・ 副腎・ 呼吸器　

組織観察実習

下垂体・ 甲状腺・ 副甲状腺・ 副腎・ 呼吸器の構造を理

解する。

八月朔日
泰和

鮎川友紀
吉川　 究

5A 実習室

22
6 月 20 日

(木)
1-4 時限 講義

テーマ： 視覚器・ 平衡聴覚器

視覚器の構造と 機能を説明できる。

視覚の受容機序を概説できる。

眼球と 付属器の構造と 機能を説明できる。

平衡聴覚器の構造と 機能を説明できる。

聴覚・ 平衡覚の受容のしく みと 伝導路を説明できる。

八月朔日
泰和

基礎棟第 2
講義室

23
6 月 20 日

(木)
5-10 時限 実習

テーマ： 視覚器・ 平衡聴覚器　 組織観察実習

視覚器・ 平衡聴覚器の構造を理解する。

八月朔日
泰和

鮎川友紀
吉川　 究

5B 実習室

24
6 月 27 日

(木)
1-4 時限 講義

テーマ： 神経組織学

形態解析学・ 器官構造学講座担当の神経解剖学のう ち、

細胞生物学講座が神経組織学の講義および実習を担当

する。

神経器官の組織学的構造と 機能を説明できる。

八月朔日
泰和

基礎棟第 2
講義室

25
6 月 27 日

(木)
5-10 時限 実習

テーマ： 神経組織学　 組織観察実習

神経器官の組織学的構造を理解する。

八月朔日
泰和

鮎川友紀
吉川　 究

5A 実習室

26
7 月 4 日

(木)
1-4 時限 形成評価

テーマ： 形成評価 2
組織学各論 (2) の形成評価。

八月朔日
泰和

鮎川友紀
吉川　 究

基礎棟第 2
講義室

27
7 月 4 日

(木)
5-10 時限 その他

テーマ： 予備

予備

八月朔日
泰和

鮎川友紀
吉川　 究

5A 実習室

5

－ 67 －



令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学 III

授業 科目 名： 臓器の機能 I （ Neuroscinece and Organ Function） －神経科学・ 各臓器の機能・ 運動生理学・ 感覚生理学－

対 象 学 年： 2 年次必修

時間割コード ： 71563012

開設 学期 等： 第 1 週～ 第 12 週

単 位 数： 4

1. 主任教員

三木崇史 (教授、 細胞生理学講座、 6069、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

沼田朋大 (教授、 器官・ 統合生理学講座、 6272、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

2. 担当教員

三木崇史 (教授、 細胞生理学講座、 6069、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

沼田朋大 (教授、 器官・ 統合生理学講座、 6272、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

岡本洋介 (講師、 細胞生理学講座、 6070)

谷村和哉 (非常勤講師、 奈良県立医科大学　 呼吸器内科学講座)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

臨床現場で遭遇する未知の病態に対処して治療法を考案するためには、 人体の機能に関する知識が欠かせない。 この知識

の取得は人体の機能について、 分子・ 細胞・ 組織・ 個体に至る各階層の生理機能を包括的に理解するこ と から始まる。 講

義で得た知識を診療に活かすためには、 各疾患の根本的なメ カニズムを ICT を駆使して検索し、 治療の可能性について主

体的に検討する。 これらの計画により 、 生涯を通じて学び続ける習慣の礎が築かれる。 EBM を実現するために国際的な文

献検索の方法の実践やデータを読み解く 体験を通じ、 科学的探究心を養う 。 また自らの発見した知識や技術を理解し、 他

者に分り やすく 説明するための表現力やその作成過程で生じるコミ ュニケーショ ン能力を養う 。 これらの学習を通じて、

生涯学習に加えてリ サーチマインド の基礎を身につける。 また、 プロフェッショ ナリ ズム（ 信頼、 誠実、 思いやり 、 省察、

倫理） 医療行動科学、 医療安全、 医療法（ 制度）、 EBM を活用した総合的に理解するための学習も含め、 ICT の適切な活

用に焦点を当てて包括的な知識を築き上げる。

ねらい

（ 1） 神経系について、 分子・ 細胞から臓器・ 個体の階層にわたり 、 神経系の生理機能から病態まで含めて概説すること が

できる。 (1-1～1-2、 2-1～2-6、 2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-7、 5-1～5-4、 6-1～6-2）

（ 2） 神経系の基礎と なる神経の構造と 機能を理解し、 これを基盤にして人体の各階層における生理機能から病態まで含め

て包括的に概説するこ と ができる。 (1-1～1-2、 2-1～2-6、 2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-7、 5-1～5-4、 6-1～6-2）

（ 3） 中枢神経の正常な機能と その病態を理解し、 関連する疾患やその原因について説明すること ができる。 (1-1～1-2、 2-1

～2-6、 2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-7、 5-1～5-4、 6-1～6-2）

（ 4） 末梢神経の正常な機能と その病態を理解し、 関連する疾患やその原因について説明すること ができる。 (1-1～1-2、 2-1

～2-6、 2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-7、 5-1～5-4、 6-1～6-2）

（ 5） 自律神経の正常な機能と その病態を理解し、 関連する疾患やその原因について説明すること ができる。 (1-1～1-2、 2-1

～2-6、 2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-7、 5-1～5-4、 6-1～6-2）

（ 6） 運動神経の正常な機能と その病態を理解し、 関連する疾患やその原因について説明すること ができる。 (1-1～1-2、 2-1

～2-6、 2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-7、 5-1～5-4、 6-1～6-2）

（ 7） 感覚神経の正常な機能と その病態を理解し、 関連する疾患やその原因について説明すること ができる。 (1-1～1-2、 2-1

～2-6、 2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-7、 5-1～5-4、 6-1～6-2）

（ 8） 環境生理の正常な機能と その病態を理解し、 関連する疾患やその原因について説明すること ができる。 (1-1～1-2、 2-1

～2-6、 2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-7、 5-1～5-4、 6-1～6-2）

（ 9） 骨格筋の正常な機能と その病態を理解し、 関連する疾患やその原因について説明すること ができる。 (1-1～1-2、 2-1

～2-6、 2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-7、 5-1～5-4、 6-1～6-2）
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（ 10） 心筋の正常な機能と その病態を理解し、 関連する疾患やその原因について説明すること ができる。 (1-1～1-2、 2-1～

2-6、 2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-7、 5-1～5-4、 6-1～6-2）

（ 11） 平滑筋の正常な機能と その病態を理解し、 関連する疾患やその原因について説明するこ と ができる。 (1-1～1-2、 2-1

～2-6、 2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-7、 5-1～5-4、 6-1～6-2）

（ 12） 心臓・ 循環の正常な機能と その病態を理解し、 関連する疾患やその原因について説明すること ができる。 (1-1～1-2、

2-1～2-6、 2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-7、 5-1～5-4、 6-1～6-2）

（ 13） 呼吸の正常な機能と その病態を理解し、 関連する疾患やその原因について説明すること ができる。 (1-1～1-2、 2-1～

2-6、 2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-7、 5-1～5-4、 6-1～6-2）

（ 14） 関連するプロフェッショ ナリ ズム（ 信頼、 誠実、 思いやり 、 省察、 倫理） 医療行動科学、 医療安全、 医療法（ 制度）、

ENM を活用した総合的な判断、 ICT の適切な活用について学ぶ。 (1-1～1-2、 3-3、 3-5、 3-7、 4-4）

4. 教科書・ 参考書

（ 教科書）

「 人体の正常構造と 機能」 日本医事新報社

（ 参考書）

「 標準生理学」 医学書院

「 カンデル神経科学」 メ ディ カルサイエンス・ インターナショ ナル

5. 成績評価の方法

統一試験、 形成試験、 レポート 、 出席

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

・ 指定教科書及び配布資料に沿って講義を進める。

・ 指定教科書は事前に指示するので、 講義初日までに用意し、 予習して受講するこ と 。

・ 担当教員の予定により 、 若干変更する場合がある。

2
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
4 月 8 日

(月)
1-2 時限 講義

テーマ： オリ エンテーショ ン　 生理学のイント ロダク

ショ ン

（ 1） 生理学の概要を理解し、 概説できる。

沼田朋大 第２ 講義室

2
4 月 8 日

(月)
3-4 時限 講義

テーマ： 神経系総論（ １ ） 神経系の概観

（ １ ） 中枢神経系と 末梢神経系の構成を概説できる。

（ ２ ） 中枢神経系の構成を説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

3
4 月 8 日

(月)
5-6 時限 講義

テーマ： 神経系総論（ ２ ） 生体膜の膜電位 1
（ １ ） 細胞内液・ 外液のイオン組成、浸透圧と 静止(膜)
電位を説明できる。（ ２ ） 膜電位発生機構について説

明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

4
4 月 8 日

(月)
7-8 時限 講義

テーマ： 神経系総論（ ３ ） 生体膜の膜電位 2
（ １ ） 細胞内液・ 外液のイオン組成、浸透圧と 静止(膜)
電位を説明できる。（ ２ ） 膜電位発生機構について説

明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

5
4 月 8 日

(月)
9-10 時限 講義

テーマ： 神経系総論（ ４ ） 活動電位 1
（ １ ） 活動電位発生と 伝導機構について説明できる。

（ ２ ） 膜のイオンチャネル、 ポンプ、 受容体、 酵素の

機能を概説できる。

沼田朋大 第２ 講義室

6
4 月 9 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 神経系総論（ ５ ） 活動電位 2
（ １ ） 活動電位発生と 伝導機構について説明できる。

（ ２ ） 膜のイオンチャネル、 ポンプ、 受容体、 酵素の

機能を概説できる。

沼田朋大 第２ 講義室

7
4 月 9 日

(火)
3-4 時限 講義

テーマ： 神経系総論（ ６ ） 興奮と 伝導

（ １ ） 情報伝達の種類と 機能を説明できる。（ ２ ） 受

容体による情報伝達の機序を説明できる。（ ３ ） シナ

プス（ 神経筋接合部を含む） の形態と シナプス伝達の

機能（ 興奮性、 抑制性） を説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

8
4 月 9 日

(火)
5-6 時限 講義

テーマ： 筋概論、 骨格筋（ １ ）

(1)3 種類の筋肉（ 骨格筋、 心筋、 平滑筋） の主な特徴

について学ぶ。 (2) 骨格筋の構造と 収縮について概説

できる。

三木崇史 第２ 講義室

9
4 月 9 日

(火)
7-8 時限 講義

テーマ： 骨格筋（ ２ ）

(1) 骨格筋の興奮収縮関連について説明できる。 (2) 骨
格筋の収縮力調節の仕組みを説明できる。

三木崇史 第２ 講義室

10
4 月 9 日

(火)
9-10 時限 講義

テーマ： 骨格筋（ ３ ）

神経筋伝達の仕組みについて説明できる。
三木崇史 第２ 講義室

11
4 月 10 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 骨格筋（ ４ ）

骨格筋及び神経筋伝達に関連する代表的な疾患につい

て学ぶ。

三木崇史 第２ 講義室

12
4 月 10 日

(水)
3-4 時限 講義

テーマ： 心筋（ １ ）

心筋の構造と 収縮について説明できる。
三木崇史 第２ 講義室

13
4 月 10 日

(水)
5-6 時限 講義

テーマ： 神経系総論（ ７ ） イオンチャネルと 疾患

（ １ ） イオンチャネルの構造と 機能、 遺伝子と その異

常が起こす病態について説明できる。（ ２ ） シナプス

と 可塑性について説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

14
4 月 10 日

(水)
7-8 時限 講義

テーマ： 神経系総論（ ８ ） 脳内の伝達物質と 神経伝達

機構

（ １ ） 主な脳内神経伝達物質と その作用を説明でき

る。（ ２ ） 神経筋伝達機構について説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

3
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

15
4 月 10 日

(水)
9-10 時限 講義

テーマ： 中枢神経（ １ ） 大脳皮質の構造と 機能

（ １ ） 大脳の皮質区分と 構造機能局在について説明で

きる。

沼田朋大 第２ 講義室

16
4 月 12 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 中枢神経（ ２ ） 大脳皮質の構造と 機能

（ １ ） 大脳皮質の構造と機能について説明できる。（ ２ ）

大脳皮質の言語、 性差などの機能差について説明で

きる。

沼田朋大 第２ 講義室

17
4 月 12 日

(金)
3-4 時限 講義

テーマ： 中枢神経（ ３ ） 脳幹

（ １ ） 脳幹の構造と 伝導路、機能について説明できる。 沼田朋大 第２ 講義室

18
4 月 12 日

(金)
5-6 時限 講義

テーマ： 心筋（ ２ ）

心筋の興奮収縮連関について説明できる。
三木崇史 第２ 講義室

19
4 月 12 日

(金)
7-8 時限 講義

テーマ： 心筋（ ３ ）

心筋の収縮力調節について学ぶ。
三木崇史 第２ 講義室

20
4 月 12 日

(金)
9-10 時限 講義

テーマ： 心筋（ ４ ）

心筋の電気活動について説明できる。
三木崇史 第２ 講義室

21
4 月 15 日

(月)
1-2 時限 講義

テーマ： 平滑筋（ １ ）

平滑筋の構造と 収縮の仕組みを学ぶ。
三木崇史 第２ 講義室

22
4 月 15 日

(月)
3-4 時限 講義

テーマ： 平滑筋（ ２ ）

(1) 生理活性物質による平滑筋収縮調節について学ぶ。

(2) 骨格筋、 心筋、 平滑筋の構造と 機能を対比して説

明できる。

三木崇史 第２ 講義室

23
4 月 15 日

(月)
5-6 時限 講義

テーマ： 中枢神経（ ４ ） 小脳

（ １ ） 小脳の構造と 機能について説明できる。
沼田朋大 第２ 講義室

24
4 月 15 日

(月)
7-8 時限 講義

テーマ： 中枢神経（ ５ ） 伝導路

（ １ ） 小脳の構造と 機能について説明できる。
沼田朋大 第２ 講義室

25
4 月 15 日

(月)
9-10 時限 講義

テーマ： 中枢神経（ ６ ） 睡眠・ 覚醒

（ １ ） 脳波と 睡眠・ 覚醒の機構について説明できる。
沼田朋大 第２ 講義室

26
4 月 16 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 中枢神経（ ７ ） 記憶・ 学習

（ １ ） 記憶と 学習の機構を辺縁系の構成と 関連させて

説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

27
4 月 16 日

(火)
3-4 時限 講義

テーマ： 中枢神経（ ８ ） てんかん・ 認知症

（ １ ） てんかんや認知症の機序について説明できる。 沼田朋大 第２ 講義室

28
4 月 16 日

(火)
5-6 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環（ １ ） ～心臓・ 循環系の構造～

(1) 心臓の構造と 分布する血管・ 神経、 冠動脈の特長

と その分布域を説明できる。 (2) 心筋細胞の電気現象

と 心臓の興奮(刺激) 伝導系を説明できる。 (3) 体循環、

肺循環と 胎児・ 胎盤循環を説明できる。 (4) 大動脈と

主な分枝 (頭頸部、 上肢、 胸部、 腹部、 下肢) を図示

し、 分布域を概説できる。

三木崇史 第２ 講義室

29
4 月 16 日

(火)
7-8 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環（ ２ ） ～循環生理学の物理～

(1) オームの法則やポアズイユの法則等、 循環生理学

の基本事項について説明できる。 (2) 興奮収縮連関を

概説できる。

三木崇史 第２ 講義室

30
4 月 16 日

(火)
9-10 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環（ ３ ） ～心筋の電気活動～

(1) 心筋の電気活動について説明できる。 (2) 心筋の活

動電位及び自動能について説明できる。

三木崇史 第２ 講義室
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

31
4 月 17 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環（ ４ ） ～心臓の電気活動～

(1) 体表面心電図の各波形の生理的意義を説明できる。

(2) 体表面心電図と 活動電位と の関係について説明で

きる。 (3) 体表面心電図から 、 心拍数及びリ ズム異常

を読み取るこ と ができる。

三木崇史 第２ 講義室

32
4 月 17 日

(水)
3-4 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環（ ５ ） ～心電図演習～

実際の心電図から、心拍数、 房室伝導時間、 心室内伝

導時間、 心臓電気軸等を読み取るこ と ができる。

三木崇史 第２ 講義室

33
4 月 17 日

(水)
5-6 時限 講義

テーマ： 中枢神経（ ９ ） 大脳辺縁系

（ １ ） 大脳辺縁系の情動、 動機付けの機序について説

明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

34
4 月 17 日

(水)
7-8 時限 講義

テーマ： 中枢神経（ １ ０ ） 視床下部

（ １ ） 視床下部に関連する体性運動、自律機能、内分

泌反応について説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

35
4 月 17 日

(水)
9-10 時限 講義

テーマ： 中枢神経の病態（ １ ） アルツハイマー、 神経

変性疾患

（ １ ） アルツハイマー、 神経変性疾患の発生機序につ

いて説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

36
4 月 19 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 中枢神経の病態（ ２ ） アルツハイマー、 神経

変性疾患 2
（ １ ） アルツハイマー、 神経変性疾患の発生機序につ

いて説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

37
4 月 19 日

(金)
3-4 時限 講義

テーマ： 末梢神経系　 脊髄神経と 神経叢の構成

（ １ ） 脊髄神経と 神経叢の構成と 皮膚分節（ デルマ

ト ーム） について説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

38
4 月 19 日

(金)
5-6 時限 講義

テーマ： 呼吸概論

（ １ ） 呼吸器疾患の病態評価、診断、 治療効果判定に

おける生理学的アプローチを概説できる。

谷村和哉 第２ 講義室

39
4 月 19 日

(金)
7-8 時限 講義

テーマ： 呼吸概論

続き
谷村和哉 第２ 講義室

40
4 月 19 日

(金)
9-10 時限 講義

テーマ： 呼吸概論

続き
谷村和哉 第２ 講義室

41
4 月 22 日

(月)
1-2 時限 形成評価

テーマ： 形成評価

　
　 第２ 講義室

42
4 月 22 日

(月)
3-4 時限 形成評価

テーマ： 形成評価

　
　 第２ 講義室

43
4 月 22 日

(月)
5-6 時限 自主学習

テーマ： 　

　
　

44
4 月 22 日

(月)
7-8 時限 自主学習

テーマ： 　

　
　

45
4 月 22 日

(月)
9-10 時限 自主学習

テーマ： 　

　
　

46
4 月 23 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 呼吸（ １ ） ～呼吸器の構造～

(1) 気道の構造、 肺葉・ 肺区域と 肺門の構造を説明で

きる。 (2) 肺循環と 体循環の違いを説明できる。 (3) 縦
隔と 胸膜腔の構造を説明できる。

岡本洋介 第２ 講義室

5
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

47
4 月 23 日

(火)
3-4 時限 講義

テーマ： 呼吸（ ２ ） ～換気力学 ～

(1) 呼吸筋と 呼吸運動の機序を説明できる。 (2) 肺気

量分画、 換気、 死腔（ 換気力学（ 胸腔内圧、 肺コンプ

ライアンス、 抵抗、 ク ロージングボリ ューム (closing
volume) を説明できる。

岡本洋介 第２ 講義室

48
4 月 23 日

(火)
5-6 時限 講義

テーマ： 自律神経（ １ ） 自律神経の構成と 機能

（ １ ） 自律神経の構成と 機能について説明できる。
沼田朋大 第２ 講義室

49
4 月 23 日

(火)
7-8 時限 講義

テーマ： 自律神経（ ２ ） 自律神経の伝達機構と 作用

（ １ ） 自律神経の伝達機構と 臓器への作用について説

明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

50
4 月 23 日

(火)
9-10 時限 講義

テーマ： 運動神経（ １ ） 運動神経の構成と 機能 1
（ １ ） 脊髄の構造、 機能局在と 伝導路を説明できる。

（ ２ ） 脊髄反射と 筋の相反神経支配について説明でき

る。

沼田朋大 第２ 講義室

51
4 月 24 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 運動神経（ ２ ） 運動神経の構成と 機能 2
（ １ ） 運動神経の構成と 機能を説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

52
4 月 24 日

(水)
3-4 時限 講義

テーマ： 運動神経（ ３ ） 小脳と 大脳基底核

（ １ ） 小脳と 大脳基底核の機能について説明できる。 沼田朋大 第２ 講義室

53
4 月 24 日

(水)
5-6 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環（ ６ ） ～不整脈～

(1)不整脈について概説できる。 (2)異常心電図(洞性不

整脈、期外収縮、房室伝導障害)について概説できる。
三木崇史 第２ 講義室

54
4 月 24 日

(水)
7-8 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環（ ７ ） ～心周期～

心周期にと もなう 血行動態 (心房圧、 心房容量、 心室

圧、 心室容量、 大動脈圧、 大動脈血流、 毛細血管圧、

静脈圧、 等の変化) を説明できる。

三木崇史 第２ 講義室

55
4 月 24 日

(水)
9-10 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環（ ８ ） ～心臓のポンプ作用１ ～

(1) 心臓のポンプ作用について学ぶ。 (2) 心臓のスター

リ ングの法則について説明できる。

三木崇史 第２ 講義室

56
4 月 26 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 呼吸（ ３ ） ～ガス交換～

(1) 肺胞におけるガス交換と 血流の関係を説明できる。

(2) 肺の換気と 血流（ 換気血流比） が動脈血ガスにお

よぼす影響を説明できる。 (3) 肺胞気-動脈血酸素分圧

較差 （ A-aDO2） について説明できる。

岡本洋介 第２ 講義室

57
4 月 26 日

(金)
3-4 時限 講義

テーマ： 呼吸（ ３ ） ～ガス交換～

続き
岡本洋介 第２ 講義室

58
4 月 26 日

(金)
5-6 時限 講義

テーマ： 感覚神経（ １ ） 総論

（ １ ） 感覚神経の構成と 機能について説明できる。（ ２ ）

心理物理学の内容について説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

59
4 月 26 日

(金)
7-8 時限 講義

テーマ： 感覚神経（ ２ ） 体性感覚1 　 機械感覚、 温度

覚、 痛覚

（ １ ） 機械感覚、 温度感覚と 痛覚の受容機構と 伝導路

について説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

60
4 月 26 日

(金)
9-10 時限 講義

テーマ： 感覚神経（ ３ ） 体性感覚2 　 固有感覚　 伝導

路

（ １ ） 固有感覚と 伝導路、 脳の受容について説明で

きる。

沼田朋大 第２ 講義室

6
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

61
4 月 30 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 感覚神経（ ４ ） 視覚 1 　 総論

（ １ ） 眼球の構造と 機能を説明できる。
沼田朋大 第２ 講義室

62
4 月 30 日

(火)
3-4 時限 講義

テーマ： 感覚神経（ ５ ） 視覚 2 　 視覚の受容、 伝導路

（ １ ） 視覚の受容、 伝導路について説明できる。
沼田朋大 第２ 講義室

63
4 月 30 日

(火)
5-6 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環（ ９ ） ～心臓のポンプ作用２ ～

(1) 前負荷、後負荷について説明できる。 (2) 心拍出量

と 心拍数、 心収縮性、前負荷、 後負荷と の関係につい

て説明できる。 (3) 心臓収縮力の調節機構に ついて説

明できる。

三木崇史 第２ 講義室

64
4 月 30 日

(火)
7-8 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環（ １ ０ ） ～血圧と 血流～

(1) 動脈、 毛細血管、 静脈の血圧と 血流について説明

できる。 (2) 主な静脈を図示し、 門脈系と 上・ 下大静

脈系を説明できる。 (3) 毛細血管における物質・ 水分

交換を説明できる。

三木崇史 第２ 講義室

65
4 月 30 日

(火)
9-10 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環（ １ １ ） ～循環調節１ ～

(1) 血圧調節の機序を説明できる。 (2) 動脈圧受容器反

射について説明できる。 (3) 循環系の液性調節につい

て説明できる。

三木崇史 第２ 講義室

66
5 月 1 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 呼吸（ ４ ） ～血液ガス～

(1) 動静脈の酸素分圧と 二酸化炭素分圧について説明

できる。 (2) 動脈血 pH と 二酸化炭素分圧と の関係に

ついて説明できる。 (3) 血液ガスについて説明できる。

岡本洋介 第２ 講義室

67
5 月 1 日

(水)
3-4 時限 講義

テーマ： 呼吸（ ４ ） ～血液ガス～　

続き
岡本洋介 第２ 講義室

68
5 月 1 日

(水)
5-6 時限 講義

テーマ： 感覚神経（ ６ ） 視覚 3 　 眼球の機能

（ １ ） 眼球運動の仕組みを説明できる。（ ２ ） 対光反

射、 輻輳反射、 角膜反射について説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

69
5 月 1 日

(水)
7-8 時限 講義

テーマ： 感覚神経（ ７ ） 味覚・ 嗅覚 1
（ １ ） 味覚・ 嗅覚の受容機構と 伝導路について説明で

きる。

沼田朋大 第２ 講義室

70
5 月 1 日

(水)
9-10 時限 講義

テーマ： 感覚神経（ ８ ） 味覚・ 嗅覚 2
（ １ ） 味覚・ 嗅覚の受容機構と 伝導路について説明で

きる。

沼田朋大 第２ 講義室

71
5 月 7 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 感覚神経（ ９ ） 平衡感覚

（ １ ） 平衡覚の受容機構と 伝導路について説明できる。 沼田朋大 第２ 講義室

72
5 月 7 日

(火)
3-4 時限 講義

テーマ： 感覚神経（ １ ０ ） 聴覚 1 　 聴覚の受容機構

（ １ ） 聴覚の受容機構と 伝導路について説明できる。 沼田朋大 第２ 講義室

73
5 月 7 日

(火)
5-6 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環（ １ ２ ） ～循環調節２ ～

体位や運動に伴う 循環反応と その機序を説明できる。 三木崇史 第２ 講義室

74
5 月 7 日

(火)
7-8 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環（ １ ３ ） ～臓器循環と 微小循環～

主な臓器循環（ 冠循環、 脳循環、 肺循環、 門脈、 皮膚

循環、 骨格筋循環、 腎循環） の特徴を説明できる。

三木崇史 第２ 講義室

7
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

75
5 月 7 日

(火)
9-10 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環（ １ ４ ） ～リ ンパ循環・ 胎児循環

～

(1) 胸管を経由するリ ンパの流れを説明できる。 (2) リ
ンパ液の組成、 生理的意義について説明できる。 (3)
胎児循環について説明できる。 (4) 出生後の血液循環

の変化について説明できる。

三木崇史 第２ 講義室

76
5 月 8 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 呼吸（ ５ ） ～肺血流と シャント ～

血液による酸素と 二酸化炭素の運搬の仕組みを説明で

きる。

岡本洋介 第２ 講義室

77
5 月 8 日

(水)
3-4 時限 講義

テーマ： 呼吸（ ６ ） ～呼吸調節～

呼吸中枢を介する呼吸調節の機序を説明できる。
岡本洋介 第２ 講義室

78
5 月 8 日

(水)
5-6 時限 講義

テーマ： 感覚神経（ １ １ ） 聴覚 2 　 聴覚の伝導路

（ １ ） 聴覚の伝導路、 情報処理と その異常について説

明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

79
5 月 8 日

(水)
7-8 時限 講義

テーマ： 末梢神経の病態

（ １ ） 脱髄性疾患、神経変性疾患について説明できる。 沼田朋大 第２ 講義室

80
5 月 8 日

(水)
9-10 時限 講義

テーマ： 環境生理 1
（ １ ） 環境因子が生体の体温調節、 エネルギー代謝に

与える影響について説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

81
5 月 10 日

(金)
1-2 時限 形成評価

テーマ： 形成評価

　
　 第２ 講義室

82
5 月 10 日

(金)
3-4 時限 形成評価

テーマ： 形成評価

　
　 第２ 講義室

83
5 月 10 日

(金)
5-6 時限 自主学習

テーマ： 　

　
　

84
5 月 10 日

(金)
7-8 時限 自主学習

テーマ： 　

　
　

85
5 月 10 日

(金)
9-10 時限 自主学習

テーマ： 　

　
　

86
5 月 13 日

(月)
1-2 時限 講義

テーマ： 環境生理 2
（ １ ） 環境因子が生体の概日リ ズム、運動と 体力に与

える影響について説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

87
5 月 13 日

(月)
3-4 時限 講義

テーマ： 環境生理 3
（ ２ ） 環境因子が生体の概日リ ズム、運動と 体力に与

える影響について説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

88
5 月 20 日

(月)
1-2 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環（ １ ５ ） ～病態生理１ ～

心不全、 高血圧、 心筋虚血について概説できる。
三木崇史 第２ 講義室

89
5 月 20 日

(月)
3-4 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環（ １ ６ ） ～病態生理２ ～

心不全、 高血圧、 心筋虚血について概説できる。
三木崇史 第２ 講義室

90
5 月 27 日

(月)
1-2 時限 演習

テーマ： 中枢神経演習 1
(1) 中枢神経の講義内容を振り 返り 、 設問に回答する

こ と ができる。

沼田朋大 第２ 講義室

91
5 月 27 日

(月)
3-4 時限 演習

テーマ： 中枢神経演習 2
(1) 中枢神経の講義内容を振り 返り 、 設問に回答する

こ と ができる。

沼田朋大 第２ 講義室

8
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

92
6 月 3 日

(月)
1-2 時限 講義

テーマ： 骨格筋・ 心筋・ 平滑筋演習

(1) 骨格筋・ 心筋・ 平滑筋の講義内容を振り 返り 、 設

問に回答するこ と ができる。

三木崇史 第２ 講義室

93
6 月 3 日

(月)
3-4 時限 講義

テーマ： 心臓・ 循環演習

(1) 心臓・ 循環の講義内容を振り 返り 、 設問に回答す

るこ と ができる。

三木崇史 第２ 講義室

94
6 月 10 日

(月)
1-2 時限 演習

テーマ： 運動神経・ 自律神経演習

(1) 運動神経・ 自律神経の講義内容を振り 返り 、 設問

に回答するこ と ができる。

沼田朋大 第２ 講義室

95
6 月 10 日

(月)
3-4 時限 演習

テーマ： 感覚神経演習 1
(1) 感覚神経の講義内容を振り 返り 、 設問に回答する

こ と ができる。

沼田朋大 第２ 講義室

96
6 月 17 日

(月)
1-2 時限 講義

テーマ： 呼吸（ ７ ） ～病態生理１ ～

呼吸疾患（ 閉塞性疾患、 拘束性疾患） の病態生理につ

いて概説できる。

岡本洋介 第２ 講義室

97
6 月 17 日

(月)
3-4 時限 講義

テーマ： 呼吸（ 8） ～病態生理２ ～

呼吸疾患（ 閉塞性疾患、 拘束性疾患） の病態生理につ

いて概説できる。

岡本洋介 第２ 講義室

98
6 月 24 日

(月)
1-2 時限 演習

テーマ： 感覚神経演習 2
(1) 感覚神経の講義内容を振り 返り 、 設問に回答する

こ と ができる。

沼田朋大 第２ 講義室

99
6 月 24 日

(月)
3-4 時限 演習

テーマ： 末梢神経、 環境生理演習

(1) 末梢神経、 環境生理の講義内容を振り 返り 、 設問

に回答するこ と ができる。

沼田朋大 第２ 講義室

9
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学 IV

授業科 目名： 臓器の機能 II （ Organ Function II）

対 象 学 年： 2 年次 必修

時間割コード ： 71563015

開設学 期等： 第 17 週～第 17 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

三木崇史 (教授、 細胞生理学講座、 6069、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

沼田朋大 (教授、 器官・ 統合生理学講座、 6272、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

2. 担当教員

三木崇史 (教授、 細胞生理学講座、 6069、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

沼田朋大 (教授、 器官・ 統合生理学講座、 6272、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

岡本洋介 (講師、 細胞生理学講座、 6070)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

臨床現場で未知の病態に対処して治療法を考案するためには、 人体の機能に関する知識の習得が不可欠である。 この知識

の獲得は人体の機能について、 分子・ 細胞・ 組織・ 個体に至る各階層の生理機能を包括的に理解するこ と から始まる。 講

義で得た知識を診療に活かすためには、 各疾患の根本的なメ カニズムを ICT を駆使して検索し、 治療の可能性について主

体的に検討する。 これらの計画に基づいた主体的な学びや知識の確認のための定期的な試験、 不足した領域の再確認を通

じて、 生涯学習を実現する学びの循環の習慣を身につける。 また、 EBM を実現するために国際的な文献検索の方法の実践

やデータを読み解く 体験を通じ、 科学的探究心を養う 。 同時に、 自身の発見した知識や技術を理解し、 他者に分り やすく

説明するための表現力やその作成過程で生じるコミ ュニケーショ ン能力を養う 。 これらの学習を通じて、 生涯学習に加え

てリ サーチマインド の基礎を身につける。 また、 信頼、 誠実、 思いやり 、 省察、 倫理のプロフェッ ショ ナリ ズムや医療行

動科学、 医療安全、 医療法（ 制度）、 EBM を活用した総合的に理解するための学習も含み、 ICT の適切な活用を通じて包

括的な知識を築き上げる。

ねらい

（ 1） 腎・ 泌尿器系、 消化器系、 造血系について、 基礎から病態まで細胞及び臓器機能を中心に概説すること ができる。 (1-1

～1-2、 2-1～2-6、 2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-7、 5-1～5-4、 6-1～6-2）

（ 2） 生体の恒常性、 体温、 体液量と 体液電解質維持のための仕組みについて構造と 機能を理解し、 これを基盤にして人体

の各階層における生理機能から病態まで含めて包括的に概説するこ と ができる。 (1-1～1-2、 2-1～2-6、 2-8、 3-1～3-7、 4-1

～4-7、 5-1～5-4、 6-1～6-2）

（ 3） 関連するプロフェッ ショ ナリ ズム（ 信頼、 誠実、 思いやり 、 省察、 倫理） 医療行動科学、 医療安全、 医療法（ 制度）、

ENM を活用した総合的な判断、 ICT の適切な活用について学ぶ。 (1-1～1-2、 3-3、 3-5、 3-7、 4-4）

4. 教科書・ 参考書

人体の正常構造と 機能（ 日本医事新報社）

（ 参考図書）

標準生理学（ 医学書院）

5. 成績評価の方法

統一試験、 レポート 、 出席

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

・ 指定教科書及び配布資料に沿って講義を進める。

・ 指定教科書は事前に指示するので、 講義初日までに用意し、 予習して受講するこ と 。

・ 担当教員の予定により 、 若干変更する場合がある。

1
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
8 月 26 日

(月)
1-2 時限 講義

テーマ： 血液（ １ ） ～造血器総論～

脾臓、 胸腺、 リ ンパ節、 扁桃と Peyer 板の構造と 機能

を説明できる。

岡本洋介 第２ 講義室

2
8月 26 日

(月)
3-4 時限 講義

テーマ： 血液（ ２ ） ～赤血球～

赤血球と ヘモグロビンの構造と 機能を説明できる。
岡本洋介 第２ 講義室

3
8月 26 日

(月)
5-6 時限 講義

テーマ： 腎機能（ １ ） 腎機能総論

（ １ ） 体液の組成を説明できる。（ ２ ） 腎・ 尿路系の

位置、 制御を説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

4
8月 26 日

(月)
7-8 時限 講義

テーマ： 腎機能（ ２ ） 腎臓の電解質組成、 水バランス

の調節

（ １ ） 腎機能の機能を説明できる。（ ２ ） 水電解質の

調節機構を説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

5
8月 26 日

(月)
9-10 時限 講義

テーマ： 腎機能（ ３ ） 腎臓と ホルモン、 再吸収と 分泌

（ １ ） 腎機能のホルモン調節について説明できる。
沼田朋大 第２ 講義室

6
8月 28 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 腎機能（ ４ ） 腎臓の病態生理、 排尿

（ １ ） 尿の再吸収・ 分泌と 病態について説明できる。

（ ２ ） アシド ーシス・ アルカローシスの定義、 腎血管

性高血圧、 腎障害について説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

7
8月 28 日

(水)
3-4 時限 演習

テーマ： 腎機能演習

（ １ ） 腎臓の講義を振り 返り 、 設問に回答できる。
沼田朋大 第２ 講義室

8
8月 28 日

(水)
5-6 時限 講義

テーマ： 血液（ ３ ） ～白血球～

白血球の種類と 機能を説明できる。
岡本洋介 第２ 講義室

9
8月 28 日

(水)
7-8 時限 講義

テーマ： 血液（ ４ ） ～血小板～

血小板の機能と 止血や凝固・ 線溶の機序を説明できる。 岡本洋介 第２ 講義室

10
8 月 28 日

(水)
9-10 時限 講義

テーマ： 血液（ ５ ） ～血漿～

血漿タンパク質の種類と 機能を説明できる。
岡本洋介 第２ 講義室

11
8 月 29 日

(木)
1-2 時限 講義

テーマ： ホメ オスタシス（ １ ） ～概論～

（ １ ） 生体の恒常性維持と 適応を説明できる。（ ２ ） 恒

常性維持のための調節機構（ ネガティ ブフィ ード バッ

ク調節） を説明できる。

三木崇史 第２ 講義室

12
8 月 29 日

(木)
3-4 時限 講義

テーマ： ホメ オスタシス（ ２ ） ～体液調節～

（ １ ） 体液組成と 区画について説明できる。（ ２ ） 体

液の調節機構について説明できる。（ ３ ） 体液のイオ

ン組成と その調節機構を説明できる。

三木崇史 第２ 講義室

13
8 月 29 日

(木)
5-6 時限 講義

テーマ： 消化・ 吸収（ １ ） 消化と 吸収

（ １ ） 消化器の各部位の構造と 機能を説明できる。
沼田朋大 第２ 講義室

14
8 月 29 日

(木)
7-8 時限 講義

テーマ： 消化・ 吸収（ ２ ） 食物の摂取と 輸送

（ １ ） 消化管の運動と 制御機構について説明できる。

（ ２ ） 大腸における糞便形成と 排便の仕組みを説明で

きる。（ ３ ） 消化器官に対する自律神経の作用を説明

できる。

沼田朋大 第２ 講義室

15
8 月 29 日

(木)
9-10 時限 講義

テーマ： 消化・ 吸収（ ３ ） 消化液の分泌

（ １ ） 消化に係る外分泌（ 唾液、 胃液、 膵液など） の

分泌と 制御機構について説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

2
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

16
8 月 30 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 消化・ 吸収（ ４ ） 栄養素の消化と 吸収

（ １ ） 糖質、 脂質、 蛋白質などの消化と 吸収の仕組み

を説明できる。（ ２ ） 小腸における消化・ 吸収の仕組

みを説明できる。（ ３ ） 消化管の正常細菌叢（ 腸内細

菌叢） の役割を説明できる。（ ４ ） 消化器官に対する

自律神経の作用を説明できる。

沼田朋大 第２ 講義室

17
8 月 30 日

(金)
3-4 時限 講義

テーマ： 消化・ 吸収演習

（ １ ） 消化・ 吸収の講義内容を振り 返り 、 設問に回答

するこ と ができる。

沼田朋大 第２ 講義室

18
8 月 30 日

(金)
5-6 時限 講義

テーマ： ホメ オスタシス（ ３ ） ～酸塩基平衡１ ～

（ 1） 体液 pH の調節機構を 概説でき る 。（ ２ ）

Hendersen-Hasselbalch の式について、 その生理的意

味を説明できる。

三木崇史 第２ 講義室

19
8 月 30 日

(金)
7-8 時限 講義

テーマ： ホメ オスタシス（ ４ ） ～酸塩基平衡２ ～

体液pH調節における呼吸及び腎臓の役割について説

明できる。

三木崇史 第２ 講義室

20
8 月 30 日

(金)
9-10 時限 講義

テーマ： ホメ オスタシス（ ５ ） ～生体のリ ズム性変化

～

生体機能や体内環境のリ ズム性変化を説明できる。

三木崇史 第２ 講義室

3
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学 IV

授 業 科 目 名： 生体と 微生物 （ Interplay between host and microbes）

対 象 学 年： 2 年次 必修

時間割コード ： 71563016

開 設 学 期 等： 第 18 週 ～ 第 25 週 （ 毎週月曜日 1-10 時限）

単 位 数： 1

1. 主任教員

海 老 原 敬 (教授、 微生物学講座、 6080、 オフィ スアワー： 8:30-17:00)

2. 担当教員

海 老 原 敬 (教授、 微生物学講座、 6080、 オフィ スアワー： 8:30-17:00)

高須賀俊輔 (助教、 微生物学講座、 6079、 オフィ スアワー： 8:30-17:00)

立 松 恵 (助教、 微生物学講座、 6079、 オフィ スアワー： 8:30-17:00)

嵯 峨 知 生 (准教授、 秋田大学医学部付属病院　 感染症制御部、 6248、 オフィ スアワ ー： 8:30-17:00)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

ねら い

臨床現場で必要と なる 微生物感染症と その生態応答を習得し よ り よ い診療を実践し ていく ために、 各種微生物の基本的性

状、 病原性と それによ って生じ る 病態を理解する 。

また、 関連する プロ フェッ ショ ナリ ズム、 医の倫理、 医療安全、 医療法（ 制度）、 EBM について学ぶ。 (1-1～1-2, 2-1～2-6,

2-8, 3-1～3-7, 4-1～4-7, 5-1～5-4, 6-1～6-2)

授業の概要

１ ． ウ イ ルスの基本的性状と 病原性を説明でき る

２ ． ウ イ ルス感染に対する 生体反応・ 予防法について説明できる 。

３ ． 各種のウイ ルスの特徴と 病原性について説明できる 。

４ ． 細菌・ 真菌の特徴と 病原性に関し て説明でき る 。

５ ． 関連するプロ フェッ ショ ナリ ズム、 医の倫理、 医療安全、 医療法、 EBM について説明でき る 。

なお、 寄生虫学に関し ては、「 免疫と 生体防御」 にて講義する 。

4. 教科書・ 参考書

標準微生物学　 第 13 版も し く は第 14 版　 （ 医学書院）

5. 成績評価の方法

統一試験、 形成試験、 レポート 、 出席によ り 評価する 。

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

予習： 教科書の該当部分を熟読する 。

復習： 教科書の key pointsを理解し 、 授業スラ イ ド の重要部分を覚える 。
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
9 月 2 日

(月)
1-2時限 講義

テーマ： 微生物学総論１ （ 微生物の種類）

学習目標

・ 各種微生物の基本的性状を理解する 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

2
9 月 2 日

(月)
3-4時限 講義

テーマ： 微生物学総論２ （ 病原体と 免疫応答）

学習目標

・ 微生物感染症（ 細菌感染症、 真菌感染症、 寄生虫感

染症、 ウイ ルス感染症） によ り 誘導さ れる典型的な免

疫応答を説明できる 。

・ ウ イ ルス に対する 中和反応と 細胞性免疫を説明で

き る

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

3
9 月 2 日

(月)
5-6時限 講義

テーマ： 細菌学総論１ （ 細菌学、 抗菌薬、ワク チン学）

学習目標

・ 細菌の構造を図示し 、 形態と 染色性によ り 分類でき

る 。

・ 細菌によ る 抗生剤耐性獲得機序を説明でき る 。

・ ワ ク チンによるウイ ルス感染症予防の原理を説明で

き る 。

・ ワ ク チンの種類と 問題点を説明でき る 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

4
9 月 2 日

(月)
7-8時限 講義

テーマ： 細菌学総論２ 、 細菌学各論１ （ グラ ム陽性球

菌）

学習目標

・ 細菌の感染経路を分類し 、 説明でき る 。

・ 細菌が疾病を引き 起こ す機序を説明でき る 。

・ Gram 陽性球菌（ ブド ウ球菌、 連鎖球菌） の細菌学

的特徴と それが引き 起こ す疾患を列挙でき る 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

5
9 月 2 日

(月)
9-10時限 講義

テーマ： 細菌学各論２ （ グラ ム陽性桿菌）

学習目標
・ Gram 陽性桿菌（ 破傷風菌、 ガス壊疽菌、 ボツリ ヌ

ス菌、 ジフテリ ア菌）、 抗酸菌（ 結核菌、 非結核性（ 非

定型） 抗酸菌） の細菌学的特徴と それが引き起こ す疾

患を列挙でき る 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

6
9 月 9 日

(月)
1-4時限 講義

テーマ： 細菌学各論３ （ グラ ム陰性桿菌）

学習目標

・ Gram 陰性桿菌（ 大腸菌、 赤痢菌、 サルモネラ 菌、

チフス菌、 ペス ト 菌、 コレラ 菌、 百日咳菌、 腸炎ビブ

リ オ菌、 緑膿菌、 ブルセラ 菌、 レジオネラ 菌、 イ ンフ

ルエンザ (桿) 菌） の細菌学的特徴と それが引き 起こ

す疾患を列挙できる 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

7
9 月 9 日

(月)
5-6時限 講義

テーマ： 細菌学各論４ （ グラ ム陰性球、 ら せん菌）

学習目標

・ Gram 陰性球菌（ 淋菌、 髄膜炎菌） 、 Gram 陰性ス

ピリ ルム属病原菌 (Helicobacter pylori)、 カンピロバク

ター属菌、 レスト スピラ属菌、 スピロヘータ科菌の細

菌学的特徴と それが引き 起こ す疾患を列挙でき る 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

8
9 月 9 日

(月)
7-8時限 講義

テーマ： 細菌学各論５ （ マイ コプラズマ、 リ ケッ チア、

ク ラ ミ ジア）

学習目標

・ マイ コプラ ズマ、 リ ケッ チア、 ク ラ ミ ジアの微生物

学的特徴と それが引き 起こ す疾患を列挙でき る 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

9
9 月 9 日

(月)
9-10時限 講義

テーマ： 臨床微生物学

学習目標

・ 院内で行われている 微生物感染症の診断法、 感染症

のマネジメ ント 、 薬物耐性菌のマネジメ ント について

説明できる 。

嵯峨知生
基礎棟第 2
講義室

10
9 月 30 日

(月)
1-2時限 講義

テーマ： 真菌感染症

学習目標

・ 真菌（ アスペルギルス、 ク リ プト コ ッ ク ス 、 カンジ

ダ、 ムーコ ル（ ムコ ール）） の微生物学的特徴と それ

が引き 起こ す疾患を列挙でき る 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

11
9 月 30 日

(月)
3-4時限 形成評価

テーマ： 形成試験１ （ 細菌、 真菌）

学習目標

・ 病原細菌の種類、 感染症状、 第一選択の抗生剤を列

挙でき る 。

・ 真菌の種類、 感染症状、 第一選択の抗真菌薬を列挙

でき る 。

海老原敬
高須賀俊輔

立松恵

基礎棟第 2
講義室

12
9 月 30 日

(月)
5-6時限 講義

テーマ： ウ イ ルス学総論・ 診断法

学習目標

・ ウイ ルス粒子の構造を図示し 、 各部の機能を説明で

き る 。

・ 構造と 性状によ り ウ イ ルスを分類でき る 。

・ デオキシリ ボ核酸 DNA ゲノ ムと リ ボ核酸 RNA ゲ

ノ ムの複製・ 転写を一般化し 、 説明でき る 。

・ ウイ ルスの吸着、 侵入、 複製、 成熟と 放出の各過程

を説明でき る 。

・ 主な感染様式の具体例を説明でき る 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

13
9 月 30 日

(月)
7-8時限 講義

テーマ： 抗ウ イ ルス薬と 薬剤耐性ウイ ルス
学習目標

・ ウ イ ルス感染細胞に起こ る 変化を説明でき る 。

・ ウ イ ルス感染の種特異性、 組織特異性と 病原性を説

明でき る 。

・ 抗ウ イ ルス薬と その耐性機序を説明でき る 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

14
9 月 30 日

(月)
9-10時限 講義

テーマ： ウ イ ルス学各論１ （ レ ト ロ ウ イ ルス ）

学習目標

・ レト ロ ウ イ ルス (ヒ ト 免疫不全ウイ ルス (human im-
munodeficiency virus HIV、 ヒ ト T 細胞白血病ウイ ル

ス 1型 HTLV-1)の特性と 一般ゲノ ム構造を説明し 、分

類でき る 。

高須賀俊輔
基礎棟第 2
講義室

15
10 月 7 日

(月)
1-2時限 講義

テーマ： ウ イ ルス学各論２ ー１ （ DNA ウ イ ルス １ ）

学習目標

・ デオキシリ ボ核酸 DNA ウイ ルス （ ポッ ク スウ イ ル

ス 、 ヘルペスウ イ ルス 、 サイ ト メ ガロ ウ イ ルス (cy-
tomegalovirus CMV)、 Epstein-Barr EB ウ イ ルス ） が

引き 起こ す疾患名を列挙でき る 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

16
10 月 7 日

(月)
3-4時限 講義

テーマ： ウ イ ルス学各論２ ー２ （ DNA ウ イ ルス ２ ）

学習目標

・ デオキシリ ボ核酸 DNA ウイ ルス（ アデノ ウイルス、

パルボウイルス B19、 ヒ ト パピローマウイ ルス ） が引

き 起こ す疾患名を列挙できる 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

3



講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

17
10 月 7 日

(月)
5-6時限 講義

テーマ： ウイ ルス学各論３ ー１ （ ＋鎖 RNA ウイ ルス

１ ）

学習目標

・ リ ボ核酸 RNA ウ イ ルス （ ピコ ルナウイ ルス、 コ ロ

ナウ イ ルス ） が引き 起こ す疾患名を列挙でき る 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

18
10 月 7 日

(月)
7-8時限 講義

テーマ： ウイ ルス学各論３ ー２ （ ＋鎖 RNA ウイ ルス

２ ） COVID-19
学習目標

・ SARS-COV-2の潜伏期、 症状、 検査法、 治療法、 お

よ び COVID-19 ワ ク チンの有効性を列挙でき る 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

19
10 月 7 日

(月)
9-10時限 講義

テーマ： ウイ ルス学各論３ ー３ （ ＋鎖 RNA ウイ ルス

３ 、 2 重鎖 RNA ウ イ ルス ）

学習目標

・ リ ボ核酸 RNA ウ イ ルス （ カリ シウイ ルス 、 アス ト

ロ ウイ ルス、 ト ガウイ ルス、 フラ ビウイ ルス、 ロ タ ウ

イ ルス ） が引き 起こ す疾患名を列挙でき る 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

20
10 月
21 日
(月)

1-2時限 講義

テーマ： ウイ ルス学各論４ －１ （ －鎖 RNA ウイ ルス

１ ） イ ンフルエンザ

学習目標

・ リ ボ核酸 RNA ウイ ルス（ イ ンフルエンザウイ ルス）

が引き 起こ す疾患名を列挙でき る 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

21
10 月
21 日
(月)

3-4時限 講義

テーマ： ウイ ルス学各論４ ー２ （ －鎖 RNA ウイ ルス

２ ）

・ リ ボ核酸 RNA ウイ ルス（ 麻疹ウイ ルス、 ムンプスウ

イ ルス 、 ヒ ト レスピロ ウ イ ルス、 ニュ ーモウイ ルス ）

が引き 起こ す疾患名を列挙でき る 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

22
10 月
21 日
(月)

5-6時限 講義

テーマ： ウイ ルス学各論４ －３ （ －鎖 RNA ウイ ルス

３ ）

学習目標

・ リ ボ核酸 RNA ウイ ルス （ フィ ロ ウイ ルス、 ブニヤ

ウイ ルス ） が引き起こ す疾患名を列挙でき る 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

23
10 月
21 日
(月)

7-8時限 講義

テーマ： ウ イ ルス学各論５ （ 肝炎ウイ ルス ）

学習目標

・ A 型／ B 型／ C型／ D 型／ E 型肝炎ウイ ルスの性

状の違い、 それぞれの肝炎ウイ ルスが引き起こ す疾患

を列挙でき る 。

海老原敬
基礎棟第 2
講義室

24
10 月
21 日
(月)

9-10時限 形成評価

テーマ： 形成試験２ （ ウ イ ルス学）

学習目標

・ ウイ ルスの種類、 感染症状、 抗ウイ ルス薬を列挙で

き る 。

海老原敬
高須賀俊輔

立松恵

基礎棟第 2
講義室
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学 IV

授 業科目 名： 免疫と 生体防御 （ Immunity and host defense）

対 象 学 年： 2 年次必修

時間割コード ： 71563017

開 設学期 等： 第 17 週～第 26 週 （ 毎週火曜日 1-10 時限）

単 位 数： 1

1. 主任教員

石井　 聡 (教授、 生体防御学講座、 6089)

2. 担当教員

石井　 聡 (教授、 生体防御学講座、 6089)

植木重治 (教授、 総合診療・ 検査診断学講座、 6209)

安田大恭 (講師、 生体防御学講座、 6090)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

ねらい

臨床現場で必要と なる各疾患の病態を修得して診療を実践してく ために、 免疫学の基礎概念を理解する。

また、 関連するプロフェッショ ナリ ズム（ 信頼、 誠実、 思いやり 、 省察、 倫理）、 医療行動科学、 医療安全、 医療法（ 制度）

EBM を活用した総合的な判断、 ICTの適切な活用について学ぶ。 (1-1～1-2, 2-1～2-6, 2-8, 3-1～3-7, 4-1～4-7, 5-1～5-4, 6-1

～6-2)

概要

1. 免疫系の機構を分子レベルで理解し、 病原体に対する免疫反応、 アレルギー、 自己免疫疾患、 先天性免疫不全症と 癌細

胞と 移植片に対する免疫系の反応について説明できる。

2. 寄生虫の基本的性状、 病原性と それによって生じる病態について説明できる。

3. 関連するプロフェッショ ナリ ズム（ 信頼、誠実、 思いやり 、省察、倫理）、医療行動科学、医療安全、医療法（ 制度） EBM

を活用した総合的な判断、 ICT の適切な活用について説明できる。

4. 教科書・ 参考書

「 エッセンシャル免疫学第4版、 笹月健彦監訳、 メ ディ カル・ サイエンス・ インターナショ ナル: ” The Immune System 5th

Edition (by Peter Parham) ” の日本語訳」 に沿って行う 。 講義の内容を良く 理解するために各自必ず準備するこ と 。（ 昨年

度は第 3 版でしたが今年度は第 4 版を使用するので注意するこ と ）

また,「 Janeway ’s 免疫生物学原書第9版、 笹月健彦監訳、 南江堂: ” Janeway ’s Immunobiology 9th Edition ” の日本語訳」

を副教材と するこ と がある。

5. 成績評価の方法

統一試験、 出席により 行う 。

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

指定した教科書に沿って講義を行う 。

講義初日までに指定した教科書を購入し、 予習をするこ と 。

講義後は復習を行う こ と 。

1
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
8 月 27 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 免疫系の構成要素と 生体防御における役割

生体防御機構における免疫系の特徴（ 特異性、 多様

性、 寛容、 記憶） を説明できる。

免疫反応に関わる組織と 細胞を説明できる。

免疫学的自己の確立と 破綻を説明できる。

自然免疫と 獲得免疫の違いを説明できる。

石井　 聡
基礎棟第 2
講義室

2
8 月 27 日

(火)
3-10 時限 講義

テーマ： 自然免疫

自然免疫による生体防御機構を説明できる。
石井　 聡

基礎棟第 2
講義室

3
9 月 3 日

(火)
1-4 時限 講義

テーマ： 抗原の構造と B 細胞の多様性

免疫グロブリ ンの構造と 反応様式を説明できる。

免疫グロブリ ン遺伝子の構造と 遺伝子再構成に基づ

き、 多様性獲得の機構を説明できる。

石井　 聡
基礎棟第 2
講義室

4
9 月 3 日

(火)
5-8 時限 講義

テーマ： T 細胞による抗原の認識

主要組織適合遺伝子複合体 (major histocompatibility
complex (MHC)) ク ラ ス I と ク ラ ス II の基本構造、 抗

原提示経路の違いを説明できる。

T 細胞抗原レセプターの構造と 反応様式を説明でき

る。

T細胞抗原レセプター遺伝子の構造と 遺伝子再構成に

基づき、 多様性獲得の機構を説明できる。

ウイルス、細菌、 真菌と 寄生虫に対する免疫応答の特

徴を説明できる。

石井　 聡
基礎棟第 2
講義室

5
9 月 3 日

(火)
9-10 時限 講義

テーマ： B 細胞の分化

免疫グロブリ ン遺伝子の構造と 遺伝子再構成に基づ

き、 多様性獲得の機構を説明できる。

自己と 非自己の識別機構の確立と 免疫学的寛容を概説

できる。

石井　 聡
基礎棟第 2
講義室

6
9 月 10 日

(火)
1-4 時限 講義

テーマ： B 細胞の分化

免疫グロブリ ン遺伝子の構造と 遺伝子再構成に基づ

き、 多様性獲得の機構を説明できる。

自己と 非自己の識別機構の確立と 免疫学的寛容を概説

できる。

石井　 聡
基礎棟第 2
講義室

7
9 月 10 日

(火)
5-10 時限 講義

テーマ： T 細胞の分化

T細胞抗原レセプター遺伝子の構造と 遺伝子再構成に

基づき、 多様性獲得の機構を説明できる。

自己と 非自己の識別機構の確立と 免疫学的寛容を概説

できる。

石井　 聡
基礎棟第 2
講義室

8
9 月 17 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： T 細胞を介する免疫系

抗原レセプターからのシグナルを増強あるいは減弱す

る調節機構を概説できる。

代表的なサイト カイン・ ケモカインの特徴を説明でき

る。

ヘルパーT細胞(Th1 cell、 Th2 cell、 Th17 cell)、 細胞

傷害性T細胞(cytotoxic T lymphocyte (CTL))、 制御性

T細胞 (regulatory T cell (Treg)) それぞれが担当する生

体防御反応を説明できる。

ウイルス、細菌、 真菌と 寄生虫に対する免疫応答の特

徴を説明できる。

安田大恭
基礎棟第 2
講義室

2
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

9
9 月 17 日

(火)
3-6 時限 講義

テーマ： B 細胞と 抗体による免疫応答

抗原レセプターからのシグナルを増強あるいは減弱す

る調節機構を概説できる。

代表的なサイト カイン・ ケモカインの特徴を説明でき

る。

ウイルス、 細菌、真菌と 寄生虫に対する免疫応答の特

徴を説明できる。

安田大恭
基礎棟第 2
講義室

10
9 月 17 日

(火)
7-10 時限 講義

テーマ： 免疫記憶と ワク チン

生体防御機構における免疫記憶を説明できる。
安田大恭

基礎棟第 2
講義室

11
9 月 24 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： IgE 介在性免疫と アレルギー

アレルギー発症の機序（ Coombs分類） を概説できる。 植木重治
基礎棟第 2
講義室

12
9 月 24 日

(火)
3-4 時限 講義

テーマ： 形成評価

復習と 解説

石井　 聡
安田大恭

基礎棟第 2
講義室

13
9 月 24 日

(火)
5-6 時限 講義

テーマ： 生体防御機構の破綻

原発性免疫不全症を概説できる。
石井　 聡

基礎棟第 2
講義室

14
9 月 24 日

(火)
7-10 時限 講義

テーマ： 組織と 臓器の移植

臓器移植後の拒絶反応、移植片対宿主病の病態生理を

説明できる。

免疫制御薬の種類と 作用機序を説明できる。

石井　 聡
基礎棟第 2
講義室

15
10 月
28 日
(月)

1-2 時限 講義

テーマ： 免疫応答による正常組織の破綻

免疫寛容の維持機構と その破綻による自己免疫疾患の

発症を概説できる。

石井　 聡
基礎棟第 2
講義室

16
10 月
28 日
(月)

3-10 時限 講義

テーマ： 寄生虫学

原虫類・ 蠕虫類の分類及び形態学的特徴を説明でき

る。

寄生虫の生活史、感染経路と 感染疫学的意義を説明で

きる。

寄生虫感染宿主の生体防御の特徴を説明できる。

各臓器・ 器官の主な寄生虫症を説明できる。

寄生虫症の診断、 治療と 予防の概要を説明できる。

石井　 聡
基礎棟第 2
講義室

3
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学 IV

授 業科目 名： 生体と 薬物 （ Basic Pharmacology）

対 象 学 年： 2 年次必修

時間割コード ： 71563018

開 設学期 等： 第 18 週～第 23 週 （ 毎週水曜日 1-10 時限）

単 位 数： 2

1. 主任教員

齋藤康太 (教授、 情報制御学・ 実験治療学、 6065)

2. 担当教員

齋藤康太 (教授、 情報制御学・ 実験治療学、 6065)

前田深春 (助教、 情報制御学・ 実験治療学、 6067)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

薬物・ 毒物の生体への作用について、 個体・ 細胞・ 分子のレベルにおける作用機序と 、 生体と 薬物分子と の相互作用を理

解し、 的確な薬物療法を行う ための基本的な考え方を学ぶ。

(1) 薬理作用の基本 (3-1 3-7,5-1 5-4,6-1 6-2)

１ . 薬物・ 毒物の濃度反応曲線を描き、 その決定因子を説明できる。

２ . 薬物の受容体結合と 薬理作用と の定量的関連性及び活性薬・ 拮抗薬と 分子標的薬を説明できる。

３ . 薬物・ 毒物の用量反応曲線を描き、 有効量・ 中毒量・ 致死量の関係を説明できる。

(2) 薬物の動態 (3-1 3-7,5-1 5-4,6-1 6-2)

１ . 薬物・ 毒物の吸収、 分布、 代謝と 排泄を説明できる。

２ . 薬物の生体膜通過に影響する因子を説明できる。

３ . 薬物投与方法（ 経口、 舌下、 皮膚、 粘膜、 直腸、 注射、 吸入、 点眼、 点鼻等） を列挙し、 それぞれの薬物動態を 説明

できる。

(3) 薬物の評価 (3-1 3-7,4-1 4-7,6-1 6-2)

１ . 薬物の評価におけるプラセボ効果の意義を説明できる。

２ . 薬剤の有効性や安全性と ゲノ ムの多様性と の関係を概説できる。

(4) 薬物治療の基本原理 (1-1,1-2,2-1 2-6,2-8,4-1 4-7,6-1 6-2)

１ . 各臓器系統（ 中枢・ 末梢神経、 循環器、 呼吸器、 消化器、 腎泌尿器、 血液、 内分泌等） に作用する薬の薬理作用、 適

応、 有害事象、 投与時の注意事項を説明できる。

２ . 抗微生物薬の薬理作用、 適応、 有害事象、 投与時の注意事項を説明できる。

(5) イ ンフォームド ・ コンセント (1-1,1-2,4-1 4-7,6-1 6-2)

１ . インフォームド ・ コンセント と インフォームド ・ アセント の意義と 必要性を説明できる。

4. 教科書・ 参考書

「 カッ ツング薬理学　 エッ センシャル」 　 丸善出版

「 イラスト レイテッ ド 薬理学」 丸善出版

「 新しい薬理学」 　 西村書店

「 FLASH 薬理学」 　 羊土社

1
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5. 成績評価の方法

統一試験、 形成試験、 レポート 、 出席

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

講義前日までに、 各項目の薬物について、 教科書等を参考に予習するこ と

講義後は、 ポイント を復習するこ と

2
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
9 月 4 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 薬理学序論

１ . 薬物・ 毒物の濃度反応曲線を描き、 その決定因子

を説明できる。

２ . 薬物の受容体結合と 薬理作用と の定量的関連性及

び活性薬・ 拮抗薬と 分子標的薬を説明できる。

３ . 薬物・ 毒物の用量反応曲線を描き、 有効量・ 中毒

量・ 致死量の関係を説明できる。

４ . インフォームド ・ コンセント と インフォームド ・

アセント の意義と 必要性を説明できる。

５ . 薬物の評価におけるプラセボ効果の意義を説明で

きる。

齋藤康太
基礎棟第２
講義室

2
9 月 4 日

(水)
3-4 時限 講義

テーマ： 薬物動態・ 創薬

１ . 薬物・ 毒物の吸収、 分布、 代謝と 排泄を説明でき

る。

２ . 薬物の生体膜通過に影響する因子を説明できる。

３ . 薬物投与方法（ 経口、 舌下、 皮膚、 粘膜、 直腸、

注射、 吸入、 点眼、 点鼻等） を列挙し、 それぞれの薬

物動態を 説明できる。

４ . 　 薬剤の有効性や安全性と ゲノ ムの多様性と の関

係を概説できる。

齋藤康太
前田深春

基礎棟第２
講義室

3
9 月 4 日

(水)
5-6 時限 講義

テーマ： 自律神経系

自律神経系に作用する薬物の薬理作用、 適応、有害事

象、 投与時の注意事項を説明できる。

齋藤康太
基礎棟第２
講義室

4
9 月 4 日

(水)
7-10 時限 講義

テーマ： コリ ン作動薬、 抗コリ ン薬

コリ ン作動薬、抗コリ ン薬の薬理作用、 適応、有害事

象、 投与時の注意事項を説明できる。

齋藤康太
基礎棟第２
講義室

5
9 月 11 日

(水)
1-4 時限 講義

テーマ： アド レナリ ン作動薬、 抗アド レナリ ン薬

アド レナリ ン作動薬、 抗アド レナリ ン薬の薬理作用、

適応、 有害事象、 投与時の注意事項を説明できる。

齋藤康太
基礎棟第２
講義室

6
9 月 11 日

(水)
5-6 時限 講義

テーマ： ステロイド、 NSAIDs
ステロイ ド、 NSAIDs の薬理作用、 適応、 有害事象、

投与時の注意事項を説明できる。

前田深春
基礎棟第２
講義室

7
9 月 11 日

(水)
7-8 時限 講義

テーマ： リ ウマチ、 痛風、 オピオイド

リ ウマチ薬、 痛風治療薬、オピオイド の薬理作用、 適

応、 有害事象、 投与時の注意事項を説明できる。

前田深春
基礎棟第２
講義室

8
9 月 11 日

(水)
9-10 時限 講義

テーマ： 催眠薬、 統合失調症、 抗う つ薬

催眠薬、統合失調症治療薬、抗う つ薬の薬理作用、 適

応、 有害事象、 投与時の注意事項を説明できる。

前田深春
基礎棟第２
講義室

9
9 月 18 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： パーキンソン病、 てんかん、 アルツハイマー

病

パーキンソン病治療薬、てんかん治療薬、アルツハイ

マー病治療薬の薬理作用、適応、有害事象、投与時の

注意事項を説明できる。

齋藤康太
基礎棟第２
講義室

10
9 月 18 日

(水)
3-4 時限 講義

テーマ： 筋弛緩薬、 局所麻酔、 全身麻酔

筋弛緩薬、局所麻酔薬、全身麻酔薬の薬理作用、適応、

有害事象、 投与時の注意事項を説明できる。

齋藤康太
基礎棟第２
講義室

11
9 月 18 日

(水)
5-6 時限 講義

テーマ： 視床下部下垂体、 甲状腺、 性ホルモン

視床下部下垂体、 甲状腺、性ホルモン関連薬の薬理作

用、適応、有害事象、投与時の注意事項を説明できる。
前田深春

基礎棟第２
講義室

3
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

12
9 月 18 日

(水)
7-8 時限 講義

テーマ： 降圧薬、 利尿薬

降圧薬、 利尿薬の薬理作用、 適応、 有害事象、 投与時

の注意事項を説明できる。

齋藤康太
前田深春

基礎棟第２
講義室

13
9 月 18 日

(水)
9-10 時限 講義

テーマ： 狭心症、 心不全、 不整脈

狭心症治療薬、心不全治療薬、 不整脈治療薬の薬理作

用、適応、有害事象、投与時の注意事項を説明できる。

齋藤康太
前田深春

基礎棟第２
講義室

14
9 月 25 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 止血薬、 抗凝固薬

止血薬、 抗凝固薬の薬理作用、適応、 有害事象、投与

時の注意事項を説明できる。

前田深春
基礎棟第２
講義室

15
9 月 25 日

(水)
3-4 時限 講義

テーマ： 貧血治療薬

貧血治療薬の薬理作用、 適応、有害事象、 投与時の注

意事項を説明できる。

前田深春
基礎棟第２
講義室

16
9 月 25 日

(水)
5-6 時限 講義

テーマ： 糖尿病

糖尿病治療薬の薬理作用、 適応、有害事象、投与時の

注意事項を説明できる。

齋藤康太
前田深春

基礎棟第２
講義室

17
9 月 25 日

(水)
7-8 時限 講義

テーマ： 脂質代謝異常症、 骨代謝

脂質代謝異常症治療薬、 骨代謝関連薬の薬理作用、 適

応、 有害事象、 投与時の注意事項を説明できる。

齋藤康太
前田深春

基礎棟第２
講義室

18
9 月 25 日

(水)
9-10 時限 講義

テーマ： 消化管潰瘍、 緩下剤、 制吐薬

消化管潰瘍治療薬、緩下剤、制吐薬の薬理作用、適応、

有害事象、 投与時の注意事項を説明できる。

齋藤康太
前田深春

基礎棟第２
講義室

19
10 月 2 日

(水)
1-2 時限 講義

テーマ： 化学療法１

化学療法薬の薬理作用、 適応、有害事象、 投与時の注

意事項を説明できる。

齋藤康太
前田深春

基礎棟第２
講義室

20
10 月 2 日

(水)
3-4 時限 講義

テーマ： 化学療法２ 、 分子標的薬

化学療法薬、分子標的薬の薬理作用、適応、有害事象、

投与時の注意事項を説明できる。

齋藤康太
前田深春

基礎棟第２
講義室

21
10 月 2 日

(水)
5-6 時限 講義

テーマ： 抗菌薬、 抗結核薬

抗菌薬、 抗結核薬の薬理作用、適応、 有害事象、投与

時の注意事項を説明できる。

齋藤康太
前田深春

基礎棟第２
講義室

22
10 月 2 日

(水)
7-8 時限 講義

テーマ： 抗ウイルス薬、 抗真菌薬

抗ウイルス薬、抗真菌薬の薬理作用、適応、有害事象、

投与時の注意事項を説明できる。

齋藤康太
前田深春

基礎棟第２
講義室

23
10 月 2 日

(水)
9-10 時限 講義

テーマ： アレルギー、 免疫抑制薬

アレルギー治療薬、免疫抑制薬の薬理作用、適応、 有

害事象、 投与時の注意事項を説明できる。

齋藤康太
前田深春

基礎棟第２
講義室

4
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

24
10 月 9 日

(水)
1-10 時限 形成評価

テーマ： 形成評価

(1) 薬理作用の基本

１ . 薬物・ 毒物の濃度反応曲線を描き、 その決定因子

を説明できる。

２ . 薬物の受容体結合と 薬理作用と の定量的関連性及

び活性薬・ 拮抗薬と 分子標的薬を説明できる。

３ . 薬物・ 毒物の用量反応曲線を描き、 有効量・ 中毒

量・ 致死量の関係を説明できる。

(2) 薬物の動態

１ . 薬物・ 毒物の吸収、 分布、 代謝と 排泄を説明でき

る。

２ . 薬物の生体膜通過に影響する因子を説明できる。

３ . 薬物投与方法（ 経口、 舌下、 皮膚、 粘膜、 直腸、

注射、 吸入、 点眼、 点鼻等） を列挙し、 それぞれの薬

物動態を 説明できる。

(3) 薬物の評価

１ . 薬物の評価におけるプラセボ効果の意義を説明で

きる。

２ . 　 薬剤の有効性や安全性と ゲノ ムの多様性と の関

係を概説できる。

(4) 薬物治療の基本原理

１ . 各臓器系統（ 中枢・ 末梢神経、 循環器、 呼吸器、

消化器、腎泌尿器、 血液、 内分泌等） に作用する薬の

薬理作用、 適応、 有害事象、投与時の注意事項を説明

できる。

２ . 抗微生物薬の薬理作用、 適応、 有害事象、 投与時

の注意事項を説明できる。

(5) インフォームド ・ コンセント

１ . インフォームド ・ コンセント と インフォームド ・

アセント の意義と 必要性を説明できる。

齋藤康太
前田深春

基礎棟第２
講義室

5
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学 IV

授業 科目名： 生体と 放射線・ 電磁波・ 超音波 （ Radiation Biology and Physics）

対 象 学 年： 2 年次 必修

時間割コード ： 71563019

開設 学期等： 第 24 週～第 25 週 （ 毎週水曜日 1-10 時限）

単 位 数： 0.5

1. 主任教員

森　 菜緒子 (教授、 北臨床棟1 階放射線医学、 6179、 オフィ スアワー： 北臨床棟 1階放射線科カンファレンスルーム、 12
時～13 時)

2. 担当教員

森　 菜緒子 (教授、 北臨床棟1 階放射線医学、 6179、 オフィ スアワー： 北臨床棟 1階放射線科カンファレンスルーム、 12
時～13 時)

和田　 優貴 (講師、 北臨床棟 1 階放射線医学、 6179)

大谷　 隆浩 (助教、 北臨床棟 1 階放射線医学、 6179)

戸沢　 智樹 (助教、 北臨床棟 1 階放射線医学、 6179)

熊 谷 　 聡 (助教、 北臨床棟 1 階放射線医学、 6179)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

授業の概要

放射線の医学応用の基礎と 生体への影響を理解する

1) 核医学診療の基礎と 管理（ 3-3）

2)CT/MRI の原理と 撮像法（ 3-3）

3) 放射線生物学の基礎（ 3-3）

4) 放射線治療の基礎 (3-3)

5) 放射線の物理と 医学応用（ 3-3）

6)IVR の基礎 (3-3)

ねらい

患者・ 医療者に対し良質で安全な放射線診療を提供できる基礎的事柄を理解する

4. 教科書・ 参考書

標準放射線医学（ 医学書院）、 臨床放射線腫瘍学（ 南江堂）、 新臨床 X 線診断学（ 医学書院）

5. 成績評価の方法

統一試験、 授業への出席、 小テスト により 評価する

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

担当教員の予定により 、 変更する場合がある

指定教科書、 配布資料などで十分予習・ 復習するこ と

1
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
10 月
16 日
(水)

1-2 時限 講義

テーマ： 核医学診療の基礎と 管理

・ 放射性同位元素の種類や物理学的特徴を説明できる

・ 同位元素の管理の留意点を説明できる

大谷　 隆浩
基礎棟第 2
講義室

2
10 月
16 日
(水)

3-4 時限 講義

テーマ： CT/MR の原理と 撮像法

・ 各種撮像法を理解し、 説明できる

・ デジタル画像の基本を概説できる

森　 菜緒子
基礎棟第 2
講義室

3
10 月
16 日
(水)

5-6 時限 演習
テーマ： 小テスト 　 CT/MR,核医学

　

森　 菜緒子
大谷　 隆浩

基礎棟第 2
講義室

4
10 月
16 日
(水)

7-8 時限 講義

テーマ： 放射線生物学

・ 放射線生物の基本を説明できる

・ 放射線治療と の関連を説明できる

和田　 優貴
基礎棟第 2
講義室

5
10 月
16 日
(水)

9-10 時限 演習
テーマ： 小テスト （ 予習と 復習） 　 放射線物理・ 生物

　

和田　 優貴
熊谷　 聡

基礎棟第 2
講義室

6
10 月
23 日
(水)

1-2 時限 講義

テーマ： 放射線治療の基礎　 I
・ 日常臨床で行われる放射線治療の基礎を知り 説明で

きる

和田　 優貴
基礎棟第 2
講義室

7
10 月
23 日
(水)

3-4 時限 講義

テーマ： 放射線治療の基礎　 II 　 (障害含め)
・ 日常臨床で行われる放射線治療の基礎を知り 説明で

きる

熊谷　 聡
基礎棟第 2
講義室

8
10 月
23 日
(水)

5-6 時限 演習

テーマ： 小テスト （ 予習と 復習） 　 放射線治療の基礎、

IVR
　

和田　 優貴
戸沢　 智樹
熊谷　 聡

基礎棟第 2
講義室

9
10 月
23 日
(水)

7-8 時限 講義

テーマ： 放射線の物理と 医学応用

・ 放射線の社会・ 医学での活用を説明できる

・ 放射線の物理学的性質を概説できる

熊谷　 聡
基礎棟第 2
講義室

10
10 月
23 日
(水)

9-10 時限 講義
テーマ： IVR の基礎

・ IVR の基本を説明できる
戸沢　 智樹

基礎棟第 2
講義室

2
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学 IV

授業 科目名： 原因と 病態， 病理学実習 （ pathology） －原因と 病態－

対 象 学 年： 2 年次必修

時間割コード ： 71563020

開設 学期等： 第 18 週 ～第 25 週

単 位 数： 3+1

1. 主任教員

大森　 泰文 (教授、 分子病態学・ 腫瘍病態学講座、 6059、 オフィ スアワー： 9:00～19:00)

後藤　 明輝 (教授、 器官病態学講座、 6062、 オフィ スアワー： 木曜日午前中)

2. 担当教員

大森　 泰文 (教授、 分子病態学・ 腫瘍病態学講座、 6059、 オフィ スアワー： 9:00～19:00)

後藤　 明輝 (教授、 器官病態学講座、 6062、 オフィ スアワー： 木曜日午前中)

高橋　 　 勉 (教授、 小児科学講座、 6157)

柴田　 浩行 (教授、 臨床腫瘍学講座、 6262)

吉田　 　 誠 (講師、 器官病態学講座、 6064、 オフィ スアワー： 9:00～18:00)

鈴木　 麻弥 (助教、 分子病態学・ 腫瘍病態学講座、 6061、 オフィ スアワー： 9:00～19:00)

小山　 　 慧 (助教、 器官病態学講座、 6064、 オフィ スアワー： 9:00～18:00)

大橋　 健一 (非常勤講師、 東京医科歯科大学医歯学総合研究科人体病理学分野教授)

前田　 大地 (非常勤講師、 金沢大学医薬保健研究域医学系分子細胞病理学教授)

宮田　 　 元 (非常勤講師、 秋田県立循環器・ 脳脊髄センター臨床病理部部長)

大田　 泰徳 (非常勤講師、 東京大学医科学研究所附属病院病理診断科准教授)

杉山　 達朗 (非常勤講師、 雄勝中央病院臨床検査科科長)

高橋　 正人 (非常勤講師、 秋田厚生医療センター病理診断科診療科部長)

山本　 洋平 (非常勤講師、 中通総合病院病理診断科科長)

伊藤　 行信 (非常勤講師、 金沢大学医薬保健研究域医学系分子細胞病理学助教)

馬越　 通信 (非常勤講師、 市立秋田総合病院病理診断科)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

病理学はヒ ト 疾病の学問である。 本講義では疾病の病因、 成立機転、 病態、 分類、 病理学的変化について学び、 疾患の本

質について理解する。

１ ） 遺伝子・ 染色体異常と 発生発達異常と 疾患の発生について概説できる。 1-1), 3-3)5), 5-1)2)3)

２ ） 細胞傷害と 細胞死の病因と 細胞・ 組織の形態学的変化を概説できる。 3-1)2), 5-1)2)3)4)

３ ） 糖・ 蛋白・ 脂質などの代謝異常によって生じる多様な疾患について概説できる。 3-2), 5-1)2)3)4)

４ ） 炎症の概念と 感染症と の関係、 組織の治癒過程を概説できる。 3-2), 5-1)2)3)4)

５ ） 細胞の増殖・ 分化の機構と その異常、 腫瘍の定義、 発がん機構と その病態について概説できる。 3-2)3), 5-1)2)3)4)

６ ） 新計疾患の病理・ 病態について概説できる。 3-1)2), 5-1)2)3)4)

７ ） 正常組織と 病変組織の違いについて理解し、 病理組織学的変化について説明するこ と ができ、 基本的病変については

病理学的診断をつけるこ と ができる。 3-1)2)3)

８ ） 循環障害の成因と 病態について概説できる。 3-1)2), 5-1)2)

９ ） 肺病変、 真菌感染症、 腎病変について概説できる。 3-1)2)3), 5-1)2)

１ ０ ） 電顕顕微鏡像による病変像を概説できる。 3-1)2)3)

4. 教科書・ 参考書

教科書： 入門書もしく は標準的教科書から 1 冊と 、 図譜を 1 冊持つこと を勧める。
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参考書等：

－入門書（ 平易な順） －

「 病理組織マッ プ＆ガイド 」（ 文光堂）

「 はじめの一歩の病理学」（ 羊土社）

－標準的教科書－

「 解明病理学」（ 医歯薬出版）

「 標準病理学」（ 医学書院）

「 ロビンス基礎病理学」（ 丸善）

「 ルービン カラー基本病理学」（ 西村書店）

－参考図書－

「 Essential 細胞生物学」（ 南江堂）

「 Janeway’s 免疫生物学」（ 南江堂）

「 ヒ ト の分子遺伝学」（ メ ディ カル・ サイエンス・ インターナショ ナル）

－図譜－

「 病理組織の見方と 鑑別診断」（ 医歯薬出版）

「 組織病理カラーアト ラス」（ 医学書院）

「 組織病理アト ラス」（ 文光堂）

「 ネッ ター 解剖学アト ラス」（ 南江堂）

－WEB サイ ト －

「 病理コア画像」 (http://pathology.or.jp/corepictures2010)

5. 成績評価の方法

成績評価

統一試験により 、 成績を評価する。 ただし、 統一試験の受験資格の認定は以下の条件をすべて満たすこ と と する。

１ ） 講義に２ ／３ 以上出席するこ と 。

２ ） 実習にすべて出席するこ と 。 ２ ０ 分以上の遅刻は欠席と みなす。

３ ） 実習の課題（ スケッ チやレポート 等） をすべて提出するこ と 。

実習の成績評価

１ ０ ０ 点を満点と し、 各実習課題の提出物（ スケッ チやレポート 等） の内容を以て評価する。

２ ０ 分以上の遅刻は欠席と みなす。 欠席した回の実習評価点は課題を提出したと しても ０ 点と する。 １ 回でも実習に出席

し課題を提出すれば、 何らかの実習評価点は付く が、 １ 回の欠席でも 統一試験の受験資格を失う ので注意するこ と 。

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

１ ） シラバスの内容はあく までも計画であり 、 実際の進行と は異なるので注意するこ と 。

２ ） 教員に積極的に質問し、 問題解決を図るよう 心掛けるこ と 。

３ ） 教科書の指定は行わないが、 上記のよう に参考書等を推薦している。 これらはすべて図書館に備えてあるので、 内容

を確認し必要に応じて購入するこ と 。

４ ） 講義内で供覧される画像、 WebClass 上や印刷物と して配布された画像の中には、 社会一般への公開に適さないものが

含まれているので、 SNS 等へのアッ プは厳禁と する。
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
9 月 5 日

(木)
1-2 時限 講義

テーマ： 病理解剖について

病理解剖、 法医解剖（ 司法解剖、 行政解剖、 死因・ 身

元調査法解剖、 承諾解剖） を説明できる。

病理解剖の医療における位置づけと 法的事項、手続き

を説明できる。

医学における病理解剖の学術的重要性を理解する。

病理解剖の歴史を概説できる。

後藤　 明輝
基礎棟第 2
講義室

2
9 月 5 日

(木)
3-6 時限 講義

テーマ： 病理学の基本コンセプト

病理学を学習するにあたって望まれる基本的姿勢を理

解する。

分類学、形態学、疾患の定義、病因病態学を概説でき

る。

外科病理学の歴史を概説できる。

後藤　 明輝
基礎棟第 2
講義室

3
9 月 5 日

(木)
7-10 時限 講義

テーマ： 循環障害

血行障害（ 阻血、 虚血、 充血、 う っ血、 出血） の違い

と それぞれの病因と 病態を説明できる。

梗塞（ 血栓、 塞栓） の種類と 病態を説明できる。

深部静脈血栓症、血栓性静脈炎の病因、病態を説明で

きる。

ショッ ク を説明できる。

血圧異常（ 高血圧、 低血圧） を説明できる。

心不全の定義と 原因、病態生理（ 収縮不全、拡張不全）

を説明できる。

吉田　 　 誠
基礎棟第 2
講義室

4
9 月 6 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 乳腺の病理

乳房の構造と 内分泌依存性の機能を理解し、主な乳房

疾患の症候、 診断を学ぶ。

乳房の構造と 機能を説明できる。

乳癌の危険因子、 症候、 病理所見、 診断、 治療と 予後

を説明できる。

その他の乳腺疾患について説明できる。

馬越　 通信
基礎棟第 2
講義室

5
9 月 6 日

(金)
3-4 時限 実習

テーマ： 乳腺の病理

乳癌の病理所見を説明できる。

その他、 乳腺疾患の病理所見を説明できる。

後藤　 明輝
吉田　 　 誠
小山　 　 慧

5A・ 5B 実
習室

6
9 月 6 日

(金)
5-8 時限 講義

テーマ： 産婦人科の病理

子宮頸癌・ 子宮体癌（ 子宮内膜癌） の予防、 病理所見

を説明できる。

子宮の悪性腫瘍と 良性腫瘍の分類を概説できる。

卵巣腫瘍（ 卵巣癌、卵巣嚢腫） の分類を概説できる。

絨毛性疾患（ 胞状奇胎、 絨毛癌） を分類し て説明で

きる。

前田　 大地
基礎棟第 2
講義室

7
9 月 6 日

(金)
9-10 時限 実習

テーマ： 産婦人科の病理

卵巣明細胞腺癌、子宮内膜症、類内膜腺癌、平滑筋腫、

腺筋症、子宮頸部異形成、 子宮頸部扁平上皮癌の病理

所見を理解する。

後藤　 明輝
吉田　 　 誠
小山　 　 慧

5A・ 5B 実
習室

8
9月 12 日

(木)
1-2 時限 講義

テーマ： 病理学序論， 症例から学ぶ細胞傷害と 細胞

死 1
細胞傷害・ 変性と 細胞死の病因と 細胞・ 組織の形態的

変化を理解する。

大森　 泰文
基礎棟第 2
講義室

9
9月 12 日

(木)
3-4 時限 講義

テーマ： 症例から学ぶ細胞傷害と 細胞死 2
細胞傷害・ 変性と 細胞死の病因と 細胞・ 組織の形態的

変化を理解する。

大森　 泰文
基礎棟第 2
講義室
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

10
9 月 12 日

(木)
5-6 時限 講義

テーマ： 細胞接着

細胞膜の構造と 機能、細胞同士の接着と 結合様式を説

明できる。

大森　 泰文
基礎棟第 2
講義室

11
9 月 12 日

(木)
7-10 時限 実習

テーマ： 細胞傷害と 細胞死

病理所見、 組織学的特徴を理解する。
大森　 泰文
鈴木　 麻弥

5B 実習室

12
9 月 13 日

(金)
1-4 時限 講義

テーマ： 症例から学ぶ炎症性疾患 1, 2
炎症の概念と 感染症と の関係、またそれらの治癒過程

を理解する。

大森　 泰文
基礎棟第 2
講義室

13
9 月 13 日

(金)
5-8 時限 講義

テーマ： 腫瘍総論 1, 2
発癌のメ カニズムと 、 病態を理解する。

大森　 泰文
基礎棟第 2
講義室

14
9 月 13 日

(金)
9-10 時限 実習

テーマ： 炎症性疾患

病理所見、 組織学的特徴を理解する。

大森　 泰文
鈴木　 麻弥

5B 実習室

15
9 月 19 日

(木)
1-4 時限 講義

テーマ： 心血管の病理

心血管系の形成過程を説明できる。

心臓の構造と 分布する血管・ 神経、冠動脈の特長と そ

の分布域を説明できる。

心タンポナーデの病態を説明できる。

虚血性心疾患の病態を説明できる。

急性心膜炎、 収縮性心膜炎の病態を説明できる。

主な弁膜症の病因、 病態生理を説明できる。

急性心筋炎の病態を説明できる。

特発性心筋症（ 肥大型心筋症、拡張型心筋症） の定義・

概念と 病態生理を説明できる。

急性大動脈解離・ 大動脈瘤の病態を説明できる。

吉田　 　 誠
基礎棟第 2
講義室

16
9 月 19 日

(木)
5-6 時限 講義

テーマ： 泌尿器の病理

尿路の炎症（ 膀胱炎・ 前立腺炎・ 尿道炎） の病因・ 病

態を説明できる。

尿路腫瘍（ 腎癌、 尿管癌、 膀胱癌、 前立腺癌） の分類

を説明できる。

精巣腫瘍の病理所見を説明できる。

小山　 　 慧
基礎棟第 2
講義室

17
9 月 19 日

(木)
7-8 時限 実習

テーマ： 心血管の病理

心筋梗塞、 動脈硬化、 心筋症、 心筋炎、 感染性心内膜

炎の病理所見、 組織学的特徴を理解する。

後藤　 明輝
吉田　 　 誠
小山　 　 慧

5A・ 5B 実
習室

18
9 月 19 日

(木)
9-10 時限 実習

テーマ： 循環障害

う っ血、 血栓、 梗塞、 血栓塞栓の病理所見、 組織学的

特徴を理解する。

後藤　 明輝
吉田　 　 誠
小山　 　 慧

5A・ 5B 実
習室

19
9 月 20 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 細胞診

細胞の観察法を説明できる。

組織診と 細胞診の違いを理解し、それぞれの特徴を説

明できる。

細胞診断に用いる染色方法を理解する。

細胞診断が有効な部位を理解する。

健診などのスク リ ーニングと 確定診断の違いを理解

する。

高橋　 正人
基礎棟第 2
講義室
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

20
9 月 20 日

(金)
3-4 時限 講義

テーマ： 骨軟部の病理

骨・ 軟骨・ 関節・ 靱帯の構成と その組織像を説明でき

る。

原発性骨腫瘍（ 骨肉腫、 Ew ing 肉腫） の特徴を説明で

きる。

悪性軟部腫瘍（ 脂肪肉腫、悪性線維性組織球腫、横紋

筋肉腫） の特徴を説明できる。

小山　 　 慧
基礎棟第 2
講義室

21
9 月 20 日

(金)
5-6 時限 講義

テーマ： 全身性疾患の病理

サルコイド ーシスの病態を説明できる。

全身性エリ テマト ーデス SLE の病態生理、 症候を説

明できる。

全身性血管炎を分類/列挙し、 その病態生理を説明で

きる。

Kawasaki 病（ 急性熱性皮膚粘膜リ ンパ節症候群） の

病態生理、 症候を説明できる。

悪性リ ンパ腫の病理像を概説できる。

癌の多発転移の病理像を概説できる。

吉田　 　 誠
基礎棟第 2
講義室

22
9 月 20 日

(金)
7-10 時限 講義

テーマ： 腎臓の病理

急性腎不全（ 急性腎障害） の病因、 病態を説明でき

る。

慢性腎不全（ 慢性腎臓病(CKD:chronic kidney disease)）
の病因、 分類、 病態を説明できる。

ネフローゼ症候群の分類、 症候、 診断と 治療を説明で

きる。

急速進行性糸球体腎炎を概説できる。

糖尿病腎症、 ループス腎炎、 アミ ロイド 腎症の症候、

病理を説明できる。

大橋　 健一
基礎棟第 2
講義室

23
9 月 26 日

(木)
1-4 時限 講義

テーマ： 症例から学ぶ組織傷害と 修復 1, 2
細胞集団と しての組織・ 臓器の構成、 機能分化と 方向

用語を理解する。

大森　 泰文
基礎棟第 2
講義室

24
9 月 26 日

(木)
5-8 時限 講義

テーマ： 症例から学ぶ血液疾患 1, 2
血液・ 造血器・ リ ンパ系の構造と 機能を理解し、 主な

疾患の病因、 病態生理、 症候、 診断と 治療を学ぶ。

大森　 泰文
基礎棟第 2
講義室

25
9 月 26 日

(木)
9-10 時限 講義

テーマ： 腫瘍総論 3
発癌のメ カニズムと 、 病態を理解する。

柴田　 浩行
基礎棟第 2
講義室

26
9 月 27 日

(金)
1-4 時限 講義

テーマ： 遺伝子異常と 疾患 2, 3
ゲノ ム・ 染色体・ 遺伝子の多様性と 疾患と の関連を理

解する。

高橋　 　 勉
基礎棟第 2
講義室

27
9 月 27 日

(金)
5-8 時限 講義

テーマ： 内分泌病理総論 1, 2
内分泌・ 代謝系の構造と 機能を理解し、 主な内分泌・

代謝疾患の病因、病態生理、症候、診断と 治療を学ぶ。
山本　 洋平

基礎棟第 2
講義室

28
9 月 27 日

(金)
9-10 時限 実習

テーマ： 内分泌病理総論

病理所見、 組織学的特徴を理解する。

大森　 泰文
鈴木　 麻弥
山本　 洋平

5B 実習室
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

29
10 月 3 日

(木)
1-4 時限 講義

テーマ： 呼吸器縦隔の病理

呼吸器系の構造を理解し、 主な呼吸器疾患の病因、 診

断を学ぶ。

気管支炎・ 細気管支炎・ 肺炎（ 定型肺炎、非定型肺炎）

の主な病原体を列挙し、 病理所見を説明できる。

肺結核症と 肺真菌症の病理像を説明できる。

びまん性汎細気管支炎を概説できる。

急性呼吸促 (窮) 迫症候群 (ARDS:acute respiratory dis-
tress syndrome) の病態を説明できる。

気管支喘息（ 小児喘息を含む） の病態生理、 診断と 治

療を説明できる。

肺高血圧症を概説できる。

過敏性肺炎の病因、 病態を説明できる。

気管支拡張症の病態を説明できる。

縦隔と 胸膜腔の構造を説明できる。

胸膜炎の病因、 病態を説明できる。

肺癌の組織型、 病期分類、 病理所見を説明できる。

縦隔腫瘍の種類を列挙し、 病理を説明できる。

胸膜中皮腫の病因、 病理を概説できる。

後藤　 明輝
基礎棟第 2
講義室

30
10 月 3 日

(木)
5-6 時限 実習

テーマ： 呼吸器縦隔の病理

肺癌（ 扁平上皮癌、 腺癌、 小細胞癌）、 胸腺腫の病理

所見を説明できる。

肺気腫、気管支肺炎、びまん性肺胞障害、 大葉性肺炎

の病理所見を説明できる。

肺血栓塞栓症の病理所見を説明できる。

後藤　 明輝
吉田　 　 誠
小山　 　 慧

5A・ 5B 実
習室

31
10 月 3 日

(木)
7-8 時限 実習

テーマ： 泌尿器の病理

前立腺癌、 尿路上皮癌、 血管筋脂肪腫、 セミ ノ ーマ、

腎臓淡明細胞癌の病理所見を理解する。

後藤　 明輝
吉田　 　 誠
小山　 　 慧

5A・ 5B 実
習室

32
10 月 3 日

(木)
9-10 時限 実習

テーマ： 腎臓の病理

慢性糸球体腎炎（ 微小変化型、膜性増殖性腎炎、巣状

糸球体硬化症、膜性腎炎、 メ サンギウム増殖性糸球体

腎炎、半月体形成性腎炎、 管内増殖性腎炎） の病理所

見を理解する。

後藤　 明輝

吉田　 　 誠
小山　 　 慧

5A・ 5B 実
習室

33
10 月 4 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 感染症の病理

炎症の定義を説明できる。

炎症の分類、 組織形態学的変化と 経時的変化（ 局所的

変化と 全身的変化） を説明できる。

感染症による炎症性変化を説明できる。

生体防御機構における免疫系の特徴（ 特異性、 多様

性、 寛容、 記憶） を説明できる。

ウイルス、 細菌、真菌と 寄生虫に対する免疫応答の特

徴を説明できる。

細菌の感染経路を分類し、 説明できる。

真菌（ アスペルギルス、ク リ プト コックス、カンジダ、

ムーコル（ ムコール）） の病理学的特徴と それが引き

起こす疾患を列挙できる。

肺結核症と 肺真菌症の診断を説明できる。

後藤　 明輝
基礎棟第２
講義室

6
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

34
10 月 4 日

(金)
3-4 時限 講義

テーマ： 環境因子による疾患

癌の原因や遺伝子変化を説明できる。

じん肺症（ 珪肺 (silicosis)、 石綿肺 (asbestosis)） を概

説できる。

放射線及び電磁波の人体（ 胎児を含む） への影響（ 急

性影響と 晩発影響） を説明できる。

慢性閉塞性肺疾患(COPD) の病因、病態を説明できる。

後藤　 明輝
基礎棟第２
講義室

35
10 月 4 日

(金)
5-6 時限 実習

テーマ： 感染症の病理

真菌症、細菌感染、寄生虫疾患の組織の障害、病理所

見を説明できる。

膿瘍、炎症細胞浸潤、急性炎症、 慢性炎症の病理所見

を説明できる。

後藤　 明輝
吉田　 　 誠
小山　 　 慧

5A・ 5B 実
習室

36
10 月 4 日

(金)
7-10 時限 講義

テーマ： 血液リ ンパ系病理

正常リ ンパ節の構造と 組織所見を理解する。

血管と リ ンパ管の微細構造と 機能を説明できる。

脾臓、 胸腺、 リ ンパ節、 扁桃と peyer板の構造と 機能

を説明できる。

悪性リ ンパ腫腫の分類と 病理所見を理解する。

大田　 泰徳
基礎棟第２
講義室

37
10 月
10 日
(木)

1-4 時限 実習
テーマ： 上皮性腫瘍

病理所見、 組織学的特徴を理解する。

大森　 泰文
鈴木　 麻弥

5B 実習室

38
10 月
10 日
(木)

5-10 時限 講義

テーマ： 神経病理 1, 2, 3
神経系の正常構造と 機能を理解し、主な神経系疾患の

病因、 病態生理、 症候、 診断と 治療を学ぶ。

宮田　 　 元
基礎棟第２
講義室

39
10 月
11 日
(金)

1-4 時限 講義

テーマ： 代謝障害 1, 2
糖・ タンパク質・ 脂質等の代謝異常によって生じる多

様な疾患を理解する。

鈴木　 麻弥
基礎棟第２
講義室

40
10 月
11 日
(金)

5-8 時限 実習
テーマ： 代謝障害

病理所見、 組織学的特徴を理解する。

大森　 泰文
鈴木　 麻弥

5B 実習室

41
10 月
11 日
(金)

9-10 時限 実習
テーマ： 組織傷害と 修復

病理所見、 組織学的特徴を理解する。

大森　 泰文
鈴木　 麻弥

5B 実習室

42
10 月
17 日
(木)

1-2 時限 講義

テーマ： 熱帯病の病理

原虫類・ 蠕虫類の分類及び形態学的特徴を説明でき

る。

スピロヘータ、 マイコプラズマ、 リ ケッチア、 クラ ミ

ジアの微生物学的特徴と それが引き起こす疾患を列挙

できる。

寄生虫の生活史、 感染経路と 感染疫学的意義を説明で

きる。

抗酸菌（ 結核菌、 非結核性（ 非定型） 抗酸菌） の細菌

学的特徴と それが引き起こす疾患を列挙できる。

保健、医療に関する国際的課題を理解し、説明できる。

杉山　 達朗
基礎棟第２
講義室

43
10 月
17 日
(木)

3-4 時限 講義

テーマ： 病院における病理

医療における病理学の位置付け（ 病理診断科・ 病理診

断学） を理解する。

外科病理学の歴史を概説できる。

病院内の一部門と しての病理診断業務を理解する。

生検診断と 手術材料診断の違いと 特徴を理解する。

杉山　 達朗
基礎棟第２
講義室

7
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

44
10 月
17 日
(木)

5-6 時限 講義

テーマ： 頭頚部感覚器の病理

口腔・ 鼻腔・ 咽頭・ 喉頭の構造を概説できる。

唾液腺疾患を列挙できる。

口腔・ 咽頭癌・ 喉頭癌について病因、 病期分類、 検査

所見、 画像所見、 病理所見、 治療法を説明できる。

その他の頭頚部感覚器の疾患について説明できる。

小山　 　 慧
基礎棟第２
講義室

45
10 月
17 日
(木)

7-8 時限 実習

テーマ： 全身性疾患の病理

サルコイド ーシス、結節性多発血管炎、 川崎病、 悪性

リ ンパ腫の病理所見を説明できる。

後藤　 明輝
吉田　 　 誠
小山　 　 慧

5A・ 5B 実
習室

46
10 月
17 日
(木)

9-10 時限 実習

テーマ： リ ンパ節の病理

正常リ ンパ節の構造と 組織所見を理解する。

悪性リ ンパ腫（ びまん性大細胞型 B 細胞リ ンパ腫、

バーキッ ト リ ンパ腫、 T細胞リ ンパ腫、 濾胞性リ ンパ

腫、 ホジキンリ ンパ腫の分類と 病理所見を理解する。

後藤　 明輝
吉田　 　 誠
小山　 　 慧

5A・ 5B 実
習室

47
10 月
18 日
(金)

1-2 時限 講義

テーマ： 皮膚の病理

皮膚の組織構造を説明できる。

皮膚の良性腫瘍と 悪性腫瘍の分類と 特徴を説明でき

る。

尋常性乾癬、 扁平苔癬、水疱症、 母斑症の組織像と 主

な分類を説明できる。

悪性黒色腫、扁平上皮癌、日光角化症、Bowen 病の病

理所見を説明できる。

伊藤　 行信
基礎棟第 2
講義室

48
10 月
18 日
(金)

3-4 時限 実習

テーマ： 頭頚部感覚器の病理

口腔・ 咽頭癌・ 喉頭癌について病理所見を説明できる。

その他、 頭頚部感覚器の病理所見を説明できる。

後藤　 明輝
吉田　 　 誠
小山　 　 慧

5A・ 5B 実
習室

49
10 月
18 日
(金)

5-6 時限 実習

テーマ： 皮膚の病理

母班、 悪性黒色腫、 乾癬、 類天疱瘡、 Paget病の病理

所見を理解する。

後藤　 明輝
吉田　 　 誠
小山　 　 慧

5A・ 5B 実
習室

50
10 月
18 日
(金)

7-8 時限 実習

テーマ： 骨軟部の病理

原発性骨腫瘍（ 骨肉腫、 Ew ing 肉腫） と 悪性軟部腫瘍

（ 脂肪肉腫、 悪性線維性組織球腫、 横紋筋肉腫） の病

理所見を説明できる。

後藤　 明輝
吉田　 　 誠
小山　 　 慧

5A・ 5B 実
習室

51
10 月
18 日
(金)

9-10 時限 形成評価
テーマ： 形成試験

　
後藤　 明輝

基礎棟第 2
講義室

52
10 月
24 日
(木)

1-4 時限 講義

テーマ： 症例から学ぶ消化管疾患 1, 2
消化器系の正常構造と 機能を理解し、 主な消化器系疾

患の病因、 病態生理、 症候、 診断と 治療を学ぶ。

大森　 泰文
基礎棟第 2
講義室

53
10 月
24 日
(木)

5-6 時限 講義

テーマ： 遺伝子異常と 疾患 1
ゲノ ム・ 染色体・ 遺伝子の多様性と 疾患と の関連を理

解する。

大森　 泰文
基礎棟第 2
講義室

54
10 月
24 日
(木)

7-10 時限 実習
テーマ： 非上皮性腫瘍

病理所見、 組織学的特徴を理解する。

大森　 泰文
鈴木　 麻弥

5B 実習室

55
10 月
25 日
(金)

1-4 時限 講義

テーマ： 症例から学ぶ肝・ 胆道・ 膵疾患 1, 2
消化器系の正常構造と 機能を理解し、 主な消化器系疾

患の病因、 病態生理、 症候、 診断と 治療を学ぶ。

大森　 泰文
基礎棟第 2
講義室

56
10 月
25 日
(金)

5-6 時限 実習
テーマ： 消化管疾患

病理所見、 組織学的特徴を理解する。

大森　 泰文
鈴木　 麻弥

5B 実習室
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

57
10 月
25 日
(金)

7-8 時限 実習
テーマ： 肝・ 胆道・ 膵疾患

病理所見、 組織学的特徴を理解する。

大森　 泰文
鈴木　 麻弥

5B 実習室

58
10 月
25 日
(金)

9-10 時限 形成評価
テーマ： 形成試験

　
大森　 泰文

基礎棟第 2
講義室

9
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学 IV

授業 科 目名： 生体機能学実習 （ Physiology and Pharmacology lab） －生理学実習・ 生体機能実習・ 薬理学実習－

対 象 学 年： 2 年次必修

時間割コード ： 71563021

開設 学 期等： 第 28 週 ～第 29 週

単 位 数： 2

1. 主任教員

齋藤康太 (教授、 情報制御学・ 実験治療学講座、 6065)

2. 担当教員

齋藤康太 (教授、 情報制御学・ 実験治療学講座、 6065)

沼田朋大 (教授、 器官・ 統合生理学講座、 6272)

三木崇史 (教授、 細胞生理学講座、 6069)

関 信 輔 (非常勤講師、 秋田大学バイオサイエンス教育研究サポート センター　 動物実験部門准教授)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

生体の機能について理解を深めるため、神経・ 膜・ 筋肉からの電気現象の測定、生体からの情報収集について実習する。 実

習は、 以下の６ 項目からなる （ 1-1～1-2, 2-1～2-6, 2-8, 3-1～3-7, 4-1～4-7, 5-1～5-4, 6-1～6-2）。

１ . カエル坐骨神経の神経活動電位記録　 ２ .カエル骨格筋収縮力記録実習　

３ . インフォームド コンセント 実習　 ４ .マウスの薬物作用機構実習　

５ .表在感覚と 深部感覚の実習　 ６ .中枢神経興奮作用の判定実習

学生全員を 6 つの班に分け、 班ごと に 1 日 1 テーマずつ、 2 週間で合計 6 テーマ全てを実習する。

4. 教科書・ 参考書

スタンフォード 神経生物学、 カンデル神経科学、 人体の正常構造と 機能の３ 冊が学習の基礎知識と なるのでコース開始前

に学習しておく こ と が望ましい。

5. 成績評価の方法

態度、 レポート 、 出席

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

自主学習の時間に多く の学習をしてく ださい。
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
11 月
11 日
(月)

1-10 時限 実習

テーマ： オリ エンテーショ ン

初日は班分けと 実習内容や諸注意について説明する。

また実験に関して講義を行う 。 さ ら に実習テーマに

関するデモンスト レーショ ンをおこなう 。デモンスト

レーショ ンにおいては、各班から代表者を募り 、実際

の実習プロト コールにしたがってデータ収集をおこな

う 。 実習の手技、 機器の取り 扱い、 データ解析につい

て指導教員より 詳しい説明と 実技指導があるので十分

習得すること 。実習当日はこれら代表者が中心と なっ

て実習をおこなう 。

齋藤康太
沼田朋大
三木崇史

第２ 講義室

2
11 月
12 日
(火)

1-10 時限 実習

テーマ： 生体機能学実習

各班ごと に、 最初のテーマについて実習をおこなう 。

テーマごと に実習場所が異なるので注意するこ と 。

カエル坐骨神経の神経活動電位記録： 第 2 実習室　

カエル骨格筋収縮力記録実習　 　 　 ： 第 2 実習室

インフォームド コンセント 実習　 　 ： 第 4 実習室

マウスの薬物作用機構実習　 　 　 　 ： 第 4 実習室

表在感覚と 深部感覚の実習　 　 　 　 ： 第 2 実習室

中枢神経興奮作用の判定実習　 　 　 ： 第 2 講義室

齋藤康太
沼田朋大
三木崇史

テーマごと
指定された
場所へ

3
11 月

13 日
(水)

1-10 時限 実習

テーマ： 生体機能学実習

各班ごと に、 2つめのテーマについて実習をおこなう 。

テーマごと に実習場所が異なるので注意すること 。 　

齋藤康太
沼田朋大
三木崇史

テーマごと
指定された
場所へ

4
11 月
14 日
(木)

1-10 時限 実習

テーマ： 生体機能学実習

各班ごと に、 3つめのテーマについて実習をおこなう 。

テーマごと に実習場所が異なるので注意するこ と 。

齋藤康太
沼田朋大
三木崇史

テーマごと
指定された
場所へ

5
11 月
15 日
(金)

1-10 時限 自主学習
テーマ： 生体機能学実習

実験結果及び考察をまと めてレポート を作成する。
　

6
11 月
18 日
(月)

1-10 時限 自主学習
テーマ： 生体機能学実習

実験結果及び考察をまと めてレポート を作成する。
　

7
11 月
19 日
(火)

1-10 時限 実習

テーマ： 生体機能学実習

各班ごと に、 4つめのテーマについて実習をおこなう 。

テーマごと に実習場所が異なるので注意するこ と 。

齋藤康太
沼田朋大
三木崇史

テーマごと
指定された
場所へ

8
11 月
20 日
(水)

1-10 時限 実習

テーマ： 生体機能学実習

各班ごと に、 5つめのテーマについて実習をおこなう 。

テーマごと に実習場所が異なるので注意するこ と 。

齋藤康太
沼田朋大
三木崇史

テーマごと
指定された
場所へ

9
11 月
21 日
(木)

1-10 時限 実習

テーマ： 生体機能学実習

各班ごと に、 6つめのテーマについて実習をおこなう 。

テーマごと に実習場所が異なるので注意するこ と 。

齋藤康太
沼田朋大
三木崇史

テーマごと
指定された
場所へ

10
11 月
22 日
(金)

1-10 時限 自主学習
テーマ： 生体機能学実習

実験結果及び考察をまと めてレポート を作成する。
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学 IV

授業 科目名： 感染症・ 生体防御学実習 （ Student Practice for ”Infectious disease and Host defense”）

対 象 学 年： 2 年次必修

時間割コード ： 71563022

開設 学期等： 第 26 週 ～第 27 週

単 位 数： 2

1. 主任教員

石 井 　 聡 (教授、 生体防御学講座、 6089)

海 老 原 敬 (教授、 微生物学講座、 6080)

2. 担当教員

石 井 　 聡 (教授、 生体防御学講座、 6089)

海 老 原 敬 (教授、 微生物学講座、 6080)

安 田 大 恭 (講師、 生体防御学講座、 6090)

高須賀俊輔 (助教、 微生物学講座、 6079)

立 松 恵 (助教、 微生物学講座、 6079)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

ねらい

臨床現場で必要と なる感染症、 自己免疫疾患、 移植療法等の各種病態を修得して診療を実践していく ために、 病原細菌の

同定・ 定量・ 抗生剤感受性、 ウイルスの基本性状、 免疫応答の基礎を理解する。

また、 関連するプロフェッショ ナリ ズム（ 信頼、 誠実、 思いやり 、 省察、 倫理）、 医療行動科学、 医療安全、 医療法（ 制度）

EBM を活用した総合的な判断、 ICTの適切な活用について学ぶ。 (1-1～1-2, 2-1～2-6, 2-8, 3-1～3-7, 4-1～4-7, 5-1～5-4, 6-1

～6-2)

概要

1. 代表的な細菌および自身の口腔内細菌を用いて、 観察、 培養、 定量、 Gram 染色、 抗生物質感受性試験を行う こと で、 細

菌の性質、 形態、 染色性について体得する。

2. 大腸菌ファージを用いて、 観察、 培養、 定量を行う こ と で、 ウイルスの基本的性状について学ぶ。

3. 病原体と しての寄生虫を形態学的に認識し、 寄生による病理組織学的な変化を観察し、 臨床で実践できる検査能力の習

得をめざす。

4. フローサイ ト メ ト リ ー法によって、 リ ンパ球の細胞集団を細胞表面分子の違いからサブセッ ト に分類する方法を理解

する。

5. 抗体の多様性、 1 次応答と 2 次応答、 補体と 抗体の相互作用など液性免疫の基礎について理解する。

6． 関連するプロフェッ ショ ナリ ズム（ 信頼、 誠実、 思いやり 、 省察、 倫理）、 医療行動科学、 医療安全、 医療法（ 制度）

EBM を活用した総合的な判断、 ICT の適切な活用について説明できる。

4. 教科書・ 参考書

5. 成績評価の方法

態度、 レポート 、 出席などにより 行う 。

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

予習： 病原微生物の性状・ 診断法、 病原微生物に対する免疫応答を学ぶ。

復習： 微生物学的・ 免疫学的診断法を学ぶ。

休むと レポート が書けなく なるので、 実習はすべて出席するこ と 。 20 分以上の遅刻は欠席と 見なす。
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
10 月
29 日
(火)

1-2 時限 講義
テーマ： 免疫学実習

実習の説明
石井　 聡 第 2 講義室

2
10 月
29 日
(火)

3-10 時限 実習
テーマ： 免疫学実習

実験操作の習熟

石井　 聡
安田大恭

第 4 実習室

3
10 月

30 日
(水)

1-2 時限 講義
テーマ： 凝集反応・ 溶血反応

実習の説明
石井　 聡 第 2 講義室

4
10 月
30 日
(水)

3-10 時限 実習

テーマ： 凝集反応・ 溶血反応

凝集反応・ 溶血反応のしく みと 方法を説明できる。

結果の判定・ 解釈ができる。

石井　 聡
安田大恭

第 4 実習室

5
10 月
31 日
(木)

1-2 時限 講義

テーマ： フローサイ ト メ ト リ ーによる リ ンパ球サブ

セッ ト の解析

実習の説明

石井　 聡 第 2 講義室

6
10 月
31 日
(木)

3-10 時限 実習

テーマ： フローサイ ト メ ト リ ーによる リ ンパ球サブ

セッ ト の解析

フローサイ ト メ ト リ ーの原理を説明できる。

基本的実験器具・ 機材が使える。

実験動物 (マウス ) の取り 扱いができる。

コミ ュニケーショ ンを通じて、 班員と 友好的な関係性

を築く こ と ができる。

協力して実習を進めるこ と ができる。

石井　 聡
安田大恭

第 4 実習室

7
11 月 1 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 寄生虫学実習

実習の説明
石井　 聡 第 2 講義室

8
11 月 1 日

(金)
3-4 時限 実習

テーマ： 寄生虫学実習

蠕虫 (症) であるこ と を組織学的に認識できる。

蠕虫の構造を説明できる。

寄生虫感染における宿主の反応を組織学的に説明で

きる。

石井　 聡
安田大恭

第 5B 実
習室

9
11 月 1 日

(金)
5-6 時限 講義

テーマ： 寄生虫学実習

実習の説明
石井　 聡 第 2 講義室

10
11 月 1 日

(金)
7-10 時限 実習

テーマ： 寄生虫学実習

蠕虫 (症) であるこ と を組織学的に認識できる。

蠕虫の構造を説明できる。

寄生虫感染における宿主の反応を組織学的に説明で

きる

石井　 聡
安田大恭

第 5B 実
習室

11
11 月 5 日

(火)
1-10 時限 実習

テーマ： 細菌学・ ウイルス学実習

細菌の観察・ 培養・ 定量・ グラム染色

細菌数の定量

海老原敬
高須賀俊輔
立松恵

第 4 実習
室・ 第 5A
実習室

12
11 月 6 日

(水)
1-10 時限 実習

テーマ： 細菌学・ ウイルス学実習

細菌の観察・ 培養・ 定量・ グラム染色

細菌数の定量

海老原敬
高須賀俊輔
立松恵

第 4 実習
室・ 第 5A
実習室

13
11 月 7 日

(木)
1-10 時限 実習

テーマ： 細菌学・ ウイルス学実習

患者由来サンプルを用いた細菌の同定

細菌の抗菌薬感受性試験

細菌数の定量（ 口腔内細菌）

海老原敬
高須賀俊輔
立松恵

第 4 実習
室・ 第 5A
実習室

14
11 月 8 日

(金)
1-10 時限 実習

テーマ： 細菌学・ ウイルス学実習

細菌の抗菌薬感受性試験

細菌数の定量（ 口腔内細菌）

レポート 作成

海老原敬
高須賀俊輔
立松恵

第 4 実習
室・ 第 5A
実習室
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 医療・ 社会・ 行動科学 II

授業科 目名： 環境と 健康 （ Environment and Health）

対 象 学 年： 2 年次 必修

時間割コード ： 71583002

開設学 期等： 第 22 週～第 25 週 （ 毎週火曜日 1-10 時限）

単 位 数： 1

1. 主任教員

野村　 恭子 (教授、 衛生学・ 公衆衛生学講座、 6086)

2. 担当教員

野村　 恭子 (教授、 衛生学・ 公衆衛生学講座、 6086)

奥山　 　 学 (准教授、 救急・ 集中治療医学講座、 6185)

鄭　 　 松伊 (助教、 衛生学・ 公衆衛生学講座、 6088)

ロザリ ンＹ (助教、 衛生学・ 公衆衛生学講座、 6466)

山崎貞一郎 (助教、 衛生学・ 公衆衛生学講座、 3260)

岩倉　 正浩 (助教、 衛生学・ 公衆衛生学講座、 7032)

伊藤　 善信 (非常勤講師、 秋田市保健所)

永井　 伸彦 (非常勤講師、 秋田県健康福祉部)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

【 ねらい】

臨床現場で必要と なる各疾患の病態を習得して診療を実践していく ために、 社会と 健康・ 疾病と の関係を理解し、 個体及

び集団をと り まく 環境諸要因の変化による個人の健康と 社会生活への影響について学ぶ。 地域医療・ 地域保健の在り 方と

現状及び課題を理解し、 地域医療に貢献するための能力を獲得する。 国際保健の重要性について学ぶ。

また、 関連するプロフェッ ショ ナリ ズム、 倫理、 医療行動科学、 医療安全、 医療法（ 制度）、 EBM 等について学ぶ。

(3-3,3-4,3-6,3-7,5-5)

【 授業の概要】

社会と 健康・ 疾病と の関係や地域医療について理解し、 個体及び集団をと り まく 環境諸要因の変化による個人の健康と 社

会生活への影響について学ぶ。

関連するプロフェッ ショ ナリ ズム、 医の倫理、 医療安全、 医療法（ 制度）、 EBM について説明できる。

4. 教科書・ 参考書

NEW 予防医学・ 公衆衛生学（ 南江堂、 改訂版第４ 版 2018 年）

環境による健康リ スク （ 診断と 治療社、 2017 年）

国民衛生の動向（ 厚生統計協会、 2023/2024）

シンプル衛生公衆衛生学（ 南江堂、 2023 年度版）

がん情報サービス、 循環器病情報サービス等々

公衆衛生がみえる（ MEDIC MEDIA、 2022-2023）

5. 成績評価の方法

統一試験、 形成評価（ 60% 未達の場合は課題を課す）

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

最後の日に形成試験を行う ので、 教科書・ 配布資料を用いて予習・ 復習を行う こ と 。
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
10 月 1 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 公衆衛生学概論 (1)
1. 健康（ 健康の定義） 、 障害と 疾病の概念と 社会環

境（ 機能障害、 活動制限、 参加制約、 生活の質QOL、
ノ ーマライゼーショ ン、バリ アフリ ー、 ユニバーサル

デザイン等） を説明できる。

2. 社会構造（ 家族、コミ ュニティ 、地域社会、国際化）

と 健康・ 疾病と の関係（ 健康の社会的決定要因 (social
determinant of health)） を概説できる。

岩倉　 正浩
基礎棟第 2
講義室

2
10 月 1 日

(火)
3-4 時限 講義

テーマ： 公衆衛生学概論 (2)
疫学研究から考える卒後の医学教育と 女性医師問題。 野村　 恭子

基礎棟第 2
講義室

3
10 月 1 日

(火)
5-8 時限 講義

テーマ： 健康と 環境

仕事と 健康、環境と 適応、 生体環境系、病因と 保健行

動、 環境基準と 環境影響評価、 公害と 環境保全が健康

と 生活に与える影響を概説できる。

野村　 恭子
基礎棟第 2
講義室

4
10 月 1 日

(火)
9-10 時限 講義

テーマ： 国際保健

1.世界の保健・ 医療問題（ 母子保健、 感染症、 非感染

性疾患(non-communicable diseases NCD) 、UHC (Uni-
versal Health Coverage)、 保健システム（ 医療制度）、

保健関連SDG (Sustainable Development Goals)） を概

説できる。

2.国際保健・ 医療協力（ 国際連合(United Nations UN)、
世界保健機関(World Health Organization WHO)、国際

労働機関 (International Labour Organization ILO)、 国

連合同エイズ計画(The JointUnited Nations Programme
on HIV/AIDS UNAIDS)、世界エイズ・ 結核・ マラリ ア

対策基金(The Global Fund to Fight AIDS, Tuberculosis
and Malaria GF)、 GAVI アライアンス (The Global Al-
liance for Vaccines and Immunization GAVI)、国際協力

機構 (Japan International Cooperation Agency J ICA)、
政府開発援助 (Offi cial Development Assistance ODA)、
非政府組織 (Non-Governmental Organization NGO)）
を列挙し、 概説できる。

野村　 恭子
基礎棟第 2
講義室

5
10 月 8 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 疫学入門 (1)
根拠に基づいた医療EBM の５ つのステップを列挙で

きる。

研究デザイン（ 観察研究（ 記述研究、 横断研究、症例

対照研究、 コホート 研究）、 介入研究（ 臨床研究、 ラ

ンダム化比較試験）、 システマティッ ク レビュー、 メ

タ分析（ メ タアナリ シス） を概説できる。

岩倉　 正浩
基礎棟第 2
講義室

6
10 月 8 日

(火)
3-4 時限 講義

テーマ： 疫学入門 (2)
Patient, population, problem, intervention (exposure),
comparison, outcome PICO (PECO) を用いた問題の

定式化ができる。

データベースや二次文献からのエビデンス、診療ガイ

ド ラ インを検索するこ と ができる。

得られた情報の批判的吟味ができる。

岩倉　 正浩
基礎棟第 2
講義室

7
10 月 8 日

(火)
5-8 時限 講義

テーマ： 感染症予防

保健、 医療に関する国際的課題を理解し 、 説明でき

る。

感染症法・ 食品衛生法の概要と 届出義務を説明でき

る。

予防接種の意義と 現状を説明できる。

永井　 伸彦
基礎棟第 2
講義室

2
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

8
10 月 8 日

(火)
9-10 時限 講義

テーマ： 社会保障制度

日本における社会保障制度を説明できる。
山崎貞一郎

基礎棟第 2
講義室

9
10 月
15 日
(火)

1-4 時限 講義

テーマ： 災害医療

災害医療（ 災害時保健医療、医療救護班、災害派遣医

療チーム DMAT、災害派遣精神医療チーム DPAT、日

本医師会災害医療チーム JMAT、災害拠点病院、 ト リ

アージ等） を説明できる。

奥山　 　 学
基礎棟第 2
講義室

10
10 月
15 日
(火)

5-6 時限 講義

テーマ： 生活環境と 健康

仕事と 健康、 環境と 適応、生体環境系、病因と 保健行

動、環境基準と 環境影響評価、 公害と 環境保全が健康

と 生活に与える影響を概説できる。

山崎貞一郎
基礎棟第 2
講義室

11
10 月
15 日
(火)

7-8 時限 講義
テーマ： 保険診療について

日本における医療保険制度について説明できる。
山崎貞一郎

基礎棟第 2
講義室

12
10 月
15 日
(火)

9-10 時限 自主学習
テーマ： 環境と 健康

　

鄭　 　 松伊
ロザリ ンＹ
山崎貞一郎
岩倉　 正浩

基礎棟第 2
講義室

13
10 月
22 日
(火)

1-2 時限 講義

テーマ： 秋田県の地域保健行政

1.地域社会（ 離島・ へき地を含む） における医療の状

況、 医師の偏在（ 地域、 診療科及び臨床・ 非臨床） の

現状を概説できる。

2.地域における保健（ 母子保健、 学校保健、 成人・ 高

齢者保健、 地域保健、 精神保健）・ 医療・ 福祉・ 介護

の分野間及び多職種間（ 行政を含む） の連携の必要性

を説明できる。

伊藤　 善信
基礎棟第 2
講義室

14
10 月
22 日
(火)

3-6 時限 講義

テーマ： 生物統計入門

1.データの記述と 要約（ 記述統計を含む） ができる。

2.主要な確率分布を説明できる。

3.正規分布の母平均の信頼区間を計算できる。

4.基本的な仮説検定の構造を説明できる。

野村　 恭子
基礎棟第 2
講義室

15
10 月
22 日
(火)

7-8 時限 自主学習
テーマ： 環境と 健康

　

鄭　 　 松伊
ロザリ ンＹ
山崎貞一郎
岩倉　 正浩

基礎棟第 2
講義室

16
10 月
22 日
(火)

9-10 時限 形成評価
テーマ： 終了時客観試験

　

野村　 恭子
鄭　 　 松伊
ロザリ ンＹ
山崎貞一郎
岩倉　 正浩

3
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 医療・ 社会・ 行動科学 II

授 業科 目 名： 医の倫理と 原則 （ The ethics and the principle of the medical care）

対 象 学 年： 2 年次必修

時間割コード ： 71583003

開 設学 期 等： 第 34 週～第 34 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

長谷川　 仁志 (教授、 医学教育学講座、 6097)

2. 担当教員

長谷川　 仁志 (教授、 医学教育学講座、 6097)

安藤 　 秀明 (教授、 看護学講座、 6501、 オフィ スアワー： メ ールにて問い合わせ： andoh@ gipc.akita-ua.ac.jp)

及川　 沙耶佳 (特任教授、 先進デジタル医学・ 医療教育学講座、 7182)

浅 井 　 篤 (非常勤講師、 東北大学大学院医学系研究科　 教授)

及川　 正範 (非常勤講師、 東北大学大学院医学系研究科　 助教)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

医学と 医学研究における倫理の重要性を学び、 尊重するこ と ができる。

（ 1） 研究に対応した倫理指針と 法律を説明するこ と ができる。 　 （ 3-5～3-7、 5-1～5-5）

（ 2） 臨床研究、 臨床試験、 治療と 市販後臨床試験の違いを概説できる。（ 3-5～3-7、 5-1～5-5）

（ 3） 臨床試験・ 治験と 倫理性（ ヘルシンキ宣言、 第 I,II,II,IV 相試験、 医薬品の臨床試験の実施の基準、 治験審査委員会、

倫理審査委員会） を説明できる。（ 3-5～3-7、 5-1～5-5）

（ 4） 患者の基本的権利を熟知し、 これに関する現状を学ぶ。（ 1-1～1-2、 2-1～2-2、 2-5～2-8）

（ 5） 多様なニーズ・ 価値観を理解し、 対応するこ と ができる。（ 2-1～2-8、 4-1、 4-7）

（ 6） 医師に求められる義務と 裁量権、 習慣、 考え方と 知識を身につける。（ 1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～3-7）

（ 7） 患者本位の医療を実現できるよう に、 適切な説明を行った上で、 患者の選択に基づき、 主体的な同意を得るための、

対話・ コミ ュニケーショ ン能力と 必要な態度、 考え方を身につける。（ 2-1～2-8、 4-1～4-8）

(8) 医の倫理に深く 関連するプロフェッ ショ ナリ ズム、 医療安全、 医療行動科学、 EBM、 医療法について学ぶ。（ 6-1～6-2）

4. 教科書・ 参考書

「 人生の最終段階における医療の決定プロセスに関するガイド ライン」

https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000197665.html

5. 成績評価の方法

【 アセスメ ント ポリ シーに基づき、 知識と その応用力などについて評価する。】

出席状況、 グループ学習・ 発表内容、 レポート を総合的に評価し、 授業の参加状況が 3 分の 1 以下の場合は統一試験受験

資格を失う 。 最終評価は、 統一試験結果で判断する。

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

専門用語に関する知識については、 事前学習しているこ と を前提に講義を進める。

事例検討では、 事前にグループ毎に事例を割り 当てるので、 内容を検討して発表会の準備をして、 授業で発表する。

1
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
1 月 14 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 臨床倫理総論・ 各論

・ 臨床倫理や生と 死に関わる倫理的問題を概説でき

る。

・ ヒ ポク ラテスの誓い、 ジュネーブ宣言、 医師の職業

倫理指針、医師憲章等医療の倫理に関する規範を概説

できる。

・ 臨床倫理四原則を理解し、 これにもと づいて課題を

分析するこ と が出来る。

・ リ スボン宣言等に示された患者の基本的権利を説明

できる。

・ 以下の概念について概説する。

パターナリ ズム／倫理委員会／自己決定重視と 共同体

／功利主義と 義務主義／秘密保持／カルテ開示／優生

思想／クローン人間／生色操作／出生前診断／臓器移

植／安楽死／尊厳死／ LGBT／ SOGI ／

安藤　 秀明
基礎講義棟
２ 階第２ 講

義室

2
1 月 14 日

(火)
3-4 時限 講義

テーマ： エホバの証人

・ 患者やその家族のもつ価値観や社会的背景が多様で

あり 得ること を認識し、そのいずれにも柔軟に対応で

きる。

安藤　 秀明
基礎講義棟
２ 階第２ 講

義室

3
1 月 14 日

(火)
5-10 時限 講義

テーマ： インフォームド コンセント

・ 以下の概念について概説する。

インフォームド コンセント 、 共同意思決定、 患者医師

関係、 治療拒否・ 治療要求

浅井　 篤
基礎講義棟
２ 階第２ 講

義室

4
1 月 15 日

(水)
1-10 時限 講義

テーマ： 人生の最終段階の医療倫理

・ 以下の概念について概説する。

終末期医療全般・ ACP、 および医療幇助死、 臓器移植

（ 死の定義、 生体および脳死臓器移植含む）、 精神科・

小児科等専門科別の倫理、 患者安全と 倫理

浅井　 篤
基礎講義棟
２ 階第２ 講

義室

5
1 月 16 日

(木)
1-10 時限 講義

テーマ： 研究倫理

・ 以下の概念について概説する。

「 研究倫理」（ 研究倫理の歴史、原則、 ガイド ライン、

歴史的事例、臨床研究、疫学研究、バイオバンク倫理、

研究不正・ 利益相反管理）、 公衆衛生倫理（ 医療資源

配分含む）、 および「 高度先進医療」（ ゲノ ム医療・ プ

ライバシー、 再生医療、 生殖補助医療等）

及川　 正範
基礎講義棟
２ 階第２ 講

義室

6
1 月 17 日

(金)
1-2 時限 講義

テーマ： 死生学・ SOGI
・ 病気・ 健康・ 医療・ 死をめぐる文化的な多様性を説

明できる。

・ 自身が所属する文化を相対化するこ と ができる。

・ 人々の暮らしの現場において病気・ 健康がどのよう

にと らえられているかを説明できる。

・ 医師の法的義務を列挙し、 例示できる。

・ SOGI/LGBT について概説できる。

安藤　 秀明
基礎講義棟
２ 階第２ 講

義室

7
1 月 17 日

(金)
3-4 時限 演習

テーマ： 臨床倫理事例課題発表

パターナリ ズム／倫理委員会／自己決定重視と 共同

体／功利主義と 義務主義／秘密保持／カルテ開示／優

生思想／クローン人間／生色操作／出生前診断／臓器

移植／安楽死／尊厳死／アセント ／コンプライアンス

／カルテ開示などについて、事例をもと に課題発表を

行う 。

安藤　 秀明
基礎講義棟
２ 階第２ 講

義室

2
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

8
1 月 17 日

(金)
5-10 時限 演習

テーマ： シネメ デュケーショ ン

映画を用いて今までの講義で学んだエイジズムや精神

科患者に関する倫理等について、討議中心のグループ

演習を行う 。

及川　 沙
耶佳

基礎講義棟
２ 階第２ 講

義室

3
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 医療・ 社会・ 行動科学 I I

授 業 科 目 名： 地域医療・ コ ミ ュ ニケーショ ンと チーム医療 （ Community M edicine）

対 象 学 年： 2 年次 必修

時間割コード ： 71583004

開 設 学 期 等： 第 33 週 ～ 第 33 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

長谷川仁志 (教授、 医学教育学講座、 6097)

2. 担当教員

長谷川仁志 (教授、 医学教育学講座、 6097)

岡崎三枝子 (講師、 総合臨床教育研修センタ ー)

南園佐知子 (非常勤講師、 NTT 東日本健康管理センタ ー)

伊 藤 伸 一 (非常勤講師、 伊藤医院　 院長、 秋田県医師会副会長)

市 原 利 晃 (非常勤講師、 秋田往診ク リ ニッ ク 理事長)

蓮 沼 直 子 (非常勤講師、 広島大学医学部附属医学教育センタ ー教授)

赤 嶺 陽 子 (非常勤講師、 大阪市立総合医療センタ ー小児集中治療部)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

　 こ れから の高齢社会では、 患者さ んにと って心身と も に切れ目なく 安心し て医療を受けら れる よ う な地域医療連携が必

須である 。 本プロ グラ ムでは、 地域医療の意義と 魅力およ び現状と 課題を学ぶ。 その際にどのよ う な分野の医師にと って

も 、 大切な地域医療連携・ プラ イ マリ ケアを実践でき る 基本的診療能力と 、 地域包括ケア・ 地域医療連携の様々な課題を

解決し ていく 全人的医療実践能力、 各種チーム医療を向上する ためのチームビルディ ングのためのノ ンテク ニカルスキル

の重要性や医療行動科学について事例ベースで検討し 理解する 。 さ ら に、 医療充実に重要な医師のキャ リ ア形成について

考える 。

アク ティ ブラ ーニングの過程で、 プロ フェッ シナリ ズム、 コ ミ ュニケーショ ン力、 問題解決力、 医療行動科学、 医の倫理、

医療安全、 EBM、 医療制度についての実践的能力を高める 。

学修目標

１ . 地域社会（ へき 地・ 離島を含む） における医療の状況、 医師の偏在（ 地域、 診療科及び臨床・ 非臨床） の現状を概説で

き る 。（ 4-7～4-8、 3-7）

２ . 医療計画（ 医療圏、 基準病床数、 地域医療支援病院、 病診連携、 病病連携、 病院・ 診療所・ 薬局の連携等） 及び地域医

療構想を説明でき る 。（ 3-7、 4-7～4-8）

３ . 地域包括ケアシステムの概念を理解し 、 多職種連携の重要性を説明でき る 。（ 2-6、 3-7、 4-7～4-8）

４ . かかり つけ医等の役割や地域医療の基盤と なる プラ イ マリ ・ ケアの必要性を理解し 、 実践に必要な能力を獲得する 。

（ 1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～3-7、 4-7～4-8）

５ . 医師会の役割を説明でき る 。（ 1-1～1-2、 3-4～3-7、 4-7～4-8、 6-1～6-2）

６ ． 死生観と 診療について説明でき る 。（ 1-1～1-2、 2-1～2-8、 4-1～4-8）

７ ． ACP(Advanced Care Planning） について説明できる 。（ 1-1～1-2、 2-1～2-8、 4-1～4-8）

８ ． 主要 41 症候に対する プラ イ マリ ケア診療実践力修得のために、 医療面接に加えて心電図、 聴診によ る 臨床推論を説

明でき る 。（ 3-1～3-6、 4-1～4-6、 6-1～6-2、 5-1～5-5）

９ ． こ れから の医師のキャ リ ア・ 男女共同参画について説明でき る 。（ 3-7、 2-2、 4-7～4-8、 5-5）

１ ０ ． 本領域と 関連し たプロフェッ シナリ ズム、 コ ミ ュ ニケーショ ン力、 問題解決力、 医療行動科学、 医の倫理、 医療安

全、 EBM、 医療制度について理解し 、 今後の学修と 結びつけるこ と ができ る 。（ 1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-8、

5-1～5-5、 6-1～6-2）

1



4. 教科書・ 参考書

参考書

・ 地域医療学入門 　 （ 日本医学教育学会地域医療教育委員会）

5. 成績評価の方法

出席状況・ 態度、 グループ学習状況、 発表状況・ 態度、 レポート 提出、

統一試験

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

※本科目は「 秋田大学 COC キャ リ ア認証プロ グラ ム」 に定める 「 地域志向科目」 である 。
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
1 月 6 日

(月)
1-10時限

グループ
学習

テーマ： 医師のキャ リ ア形成・ 男女共同参画　 １

いく つかのロールモデルを参考に、 こ れから の医師の

キャ リ ア形成・ 男女共同参画について、 各種制度活用

も 含めて事例ベースの PBL 形式で学ぶ。

岡崎三枝子
蓮沼 直子

基礎講義棟
2 階　 第 2
講義室、

チュ ート リ
アル室

2
1 月 7 日

(火)
1-6時限

グループ
学習

テーマ： 医師のキャ リ ア形成・ 男女共同参画　 ２

キャ リ ア形成における ジェンダーバイ アスについて、

社会学の分野で研究・ 証明さ れている事象について解

説し 、 学生時代から 認識する こ と を目的と する 。 事例
ベースに PBL 形式で検討する 。

岡崎三枝子
赤嶺 陽子

基礎講義棟
2 階　 第 2
講義室、

チュ ート リ
アル室

3
1 月 7 日

(火)
7-10時限 講義

テーマ： 医師のキャ リ ア形成・ 男女共同参画　 ３

キャ リ ア形成における ジェンダーバイ アスについて、

社会学の分野で研究・ 証明さ れている事象について解

説し 、 学生時代から 認識する こ と を目的と する 。 事例

ベースに PBL 形式で検討する 。

岡崎三枝子
基礎講義棟
2 階　 第 2
講義室

4
1 月 8 日

(水)
1-2時限 講義

テーマ： 地域医療学・ 行動医療科学・ 地域医療と コ ミ ュ

ニケーショ ン

地域社会における医療の状況、 医師の偏在や、 医療計

画（ 医療圏、 基準病床数、 地域医療支援病院、 病診連

携、 病病連携、 病院・ 診療所・ 薬局の連携等） 及び地

域医療構想等について学ぶ。

南園佐知子
基礎講義棟
2 階　 第 2
講義室

5
1 月 8 日

(水)
3-4時限 講義

テーマ： 地域医療学・ 行動医療科学・ 地域医療と コ ミ ュ

ニケーショ ン

在宅医療の実際と 多職種連携に関する講義で、 医療や

介護に携わる 多職種が話し 合う 医療と 介護関係者の

顔の見える関係の構築によ り 、 療養者及びその家族の

QOL の向上につながる と 取り 組みについて学ぶ。

伊藤 伸一
基礎講義棟
2 階　 第 2
講義室

6
1 月 8 日

(水)
5-10時限

グループ
学習

テーマ： プラ イ マリ ケアの意義、 臨床推論の手法を修

得する 【 臨床推論２ 】

何科の医師にと っても 重要なプラ イマリ ケア心電図等

の判読と 臨床推論ポイ ント について学ぶ。

長谷川仁志
基礎講義棟
2 階　 第 2
講義室

7
1 月 9 日

(木)
1-4時限 講義

テーマ： プラ イ マリ ケアの意義、 臨床推論の手法を修

得する 【 臨床推論２ 】

何科の医師にと っても 重要なプラ イマリ ケア心電図等

の判読と 臨床推論ポイ ント について学ぶ。

長谷川仁志
基礎講義棟
2 階　 第 2
講義室

8
1 月 9 日

(木)
5-10時限

グループ
学習

テーマ： 地域医療学・ 行動医療科学・ 地域医療と コ ミ ュ

ニケーショ ン

在宅医療の際に生じ る 様々な課題と 解決策について、

症例ベースに PBL 形式でグループごと に検討・ 発表

後、 実際の在宅診療の医師、 薬剤師、 看護師、 ケアマ

ネージャーからの直接の意見をも らって実践的に学ぶ。

市原 利晃
基礎講義棟
2 階　 第 2
講義室

9
1 月 10 日

(金)
1-10時限 講義

テーマ： プラ イ マリ ケアの意義、 臨床推論の手法を修

得する 　 【 臨床推論２ 】

何科の医師にと っても 重要なプラ イマリ ケア聴診等の

身体診察と 臨床推論ポイ ント について学ぶ。

長谷川仁志
基礎講義棟
2 階　 第 2
講義室
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学アド バンスト コース

授 業科目 名： 細胞生物学 （ Cell biology）

対 象 学 年： 2 年次選択

時間割コード ： 71564001

開 設学期 等： 第 31 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

八月朔日泰和 (教授、 大学院医学系研究科細胞生物学講座、 6056)

2. 担当教員

八月朔日泰和 (教授、 大学院医学系研究科細胞生物学講座、 6056)

鮎 川 友 紀 (講師、 大学院医学系研究科細胞生物学講座、 6237)

吉 川 　 究 (助教、 大学院医学系研究科細胞生物学講座、 6058)

山 崎 正 和 (非常勤講師、 大学院理工学研究科生命科学コース )

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

授業のねらい及び概要

最新の研究について、 細胞の形態と 機能および組織構築を司る機構を分子レベルで学ぶ。

学修目標

・ 各種顕微鏡を駆使した研究方法を理解し、 脂質性二次伝達物質代謝酵素の神経細胞内局在に関する最新の研究について

学ぶ。（ 3-1～3-2）

・ 細胞極性を司る機構を分子レベルで理解する。（ 3-1～3-2）

・ 細胞外マト リ ッ ク スの構造と 機能を分子レベルで理解する。（ 3-1～3-2）

・ 組織構築を司る機構を分子レベルで理解する。（ 3-1 3-2）

・ 研究医について理解する。（ 1-1～1-2,6-1～6-2）

・ 研究の進め方について理解を深める。（ 5-1～5-4,6-1～6-2）

・ 他者と の議論などを通じて協調性を養う 。（ 2-1～2-6）

・ 授業中に得た研究のト ピッ クや臨床的知識に興味を抱いて自己学習し、 学んだ成果を取り 入れるこ と ができる。（ 5-1～

5-4,6-1～6-2）

4. 教科書・ 参考書

細胞の分子生物学第 6 版 ( Alberts ら ) New ton Press

5. 成績評価の方法

出席状況、 提出レポート 等により 行う 。

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

最新の基礎医学研究の重要性と 研究医についての理解を深めて欲しい。

本授業は研究についての講義を行う ので、 授業の予習と して１ 年次および２ 年次の授業内容を確認しておく こ と 。

授業で講義した内容についてレポート を課すので、 配布資料を中心に復習しておく こ と 。

受け入れ予定学生数： 20 名程度

1
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
12 月 2 日

(月)
1-10 時限 講義

テーマ： 形態学的研究手法

各種顕微鏡を駆使した研究方法を理解し、脂質性二次

伝達物質代謝酵素の神経細胞内局在に関する最新の研

究について学ぶ。

八月朔日
泰和

基礎棟第 2
講義室

2
12 月 3 日

(火)
1-10 時限 講義

テーマ： 細胞極性

細胞極性を司る機構を分子レベルで理解する。
山崎正和

基礎棟第 2
講義室

3
12 月 4 日

(水)
1-10 時限 講義

テーマ： 細胞外マト リ ッ ク ス

細胞外マト リ ックスの構造と 機能を分子レベルで理解

する。

吉川　 究
基礎棟第 2
講義室

4
12 月 5 日

(木)
1-10 時限 講義

テーマ： 組織構築

組織構築を司る機構を分子レベルで理解する。
鮎川友紀

基礎棟第 2
講義室

5
12 月 6 日

(金)
1-10 時限 講義

テーマ： 研究医について/レポート 作成

研究医について理解する。

レポート 作成を行う 。

八月朔日
泰和

鮎川友紀
吉川　 究

基礎棟第 2
講義室

2

－ 118 －



令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学アド バンスト コース

授業 科目名： 衛生学・ 公衆衛生学 （ Critical Reading） －文献検索－

対 象 学 年： 2 年次選択

時間割コード ： 71584005

開設 学期等： 第 30 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

野村　 恭子 (教授、 衛生学・ 公衆衛生学講座、 6086)

2. 担当教員

野村　 恭子 (教授、 衛生学・ 公衆衛生学講座、 6086)

鄭　 　 松伊 (助教、 衛生学・ 公衆衛生学講座、 6088)

ロザリ ンＹ (助教、 衛生学・ 公衆衛生学講座、 6466)

山崎貞一郎 (助教、 衛生学・ 公衆衛生学講座、 3260)

岩倉　 正浩 (助教、 衛生学・ 公衆衛生学講座、 7032)

片平　 昌幸 (准教授、 医療情報学講座、 6095)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

【 ねらい】

臨床現場で必要と なる各疾患の病態を習得して診療を実践していく ために、 臨床現場での意思決定において、 入手可能な

最善の医学知見を用い、 適切な意思決定を行う ための方法を身に付ける。 また、 関連するプロフェッショ ナリ ズム、 倫理、

医療行動科学、 医療安全、 医療法（ 制度）、 EBM 等について学ぶ。

5-1～5, 2-1～8

【 授業の概要】

PubMed を用いて医学情報の収集を行い、 必要なリ サーチクエスチョ ンをたてる。 (5W1H の応用、 PICO/PECOの抽出、 先

行研究において未解決と なっている課題を見つけ出す力を身につける。）

関連するプロフェッ ショ ナリ ズム、 医の倫理、 医療安全、 医療法（ 制度）、 EBM について説明できる。

4. 教科書・ 参考書

EBM の実践と 教育　 David L.Sackett〔 ほか〕 著

5. 成績評価の方法

態度、 レポート 、 出席、 その他（ 発表、 グループワーク ）

※　 全体討議へ積極的に参加し、 自分の考えを述べるこ と 。

※　 グループワークやディ スカッ ショ ンを重視する。

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

1.シラバスをよく 読んで参加するこ と 。

2.研究課題に関して、 自ら学び、 課題を見つけ、 問題を解く などの自主性が求められる。

3.PubMed を用いて文献検索や整理するため、 英語の理解力が必要と なる。

4.最大受け入れ人数は 16名と なり ます。

1
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
11 月
25 日
(月)

1-2 時限 全体討議

テーマ： オリ エンテーショ ン

１ ） 自己紹介1分ずつ（ 名前・ 出身地・ コースを選択

した理由・ 公衆衛生学で特に興味を持つ分野・ 研究し

たい課題）

２ ） 公衆衛生学のどのよう なこと を研究課題と したい

のか（ 目標と ゴールの設定）

鄭　 　 松伊
ロザリ ンＹ
山崎貞一郎
岩倉　 正浩
片平　 昌幸

医学系研究
棟 4 階 5 講
義室（ 総

5）

2
11 月
25 日
(月)

3-4 時限 講義

テーマ： 医学情報のエビデンスの 応用

研究は、医学・ 医療の発展や患者の利益を目的と して行

われること を説明出来る (5W1Hの応用、 PICO/PECO
の違い）

鄭　 　 松伊
ロザリ ンＹ
山崎貞一郎
岩倉　 正浩

医学系研究
棟 4 階 5 講
義室（ 総

5）

3
11 月
25 日
(月)

5-6 時限 演習
テーマ： PubMed の使い方

検索エンジン PubMed を用いて医学情報を収集

鄭　 　 松伊
ロザリ ンＹ
山崎貞一郎
岩倉　 正浩

5B 実習室

4
11 月
25 日
(月)

7-8 時限 演習

テーマ： 文献検索

課題の設定

検索エンジン PubMed を用いて医学情報を収集

収集した情報を整理する

鄭　 　 松伊
ロザリ ンＹ
山崎貞一郎
岩倉　 正浩

5B 実習室

5
11 月
25 日
(月)

9-10 時限 全体討議

テーマ： 個人発表

収集した医学情報の発表

１ ． 検索の手順

２ ． 文献の件数

３ ． 関心のある文献

４ ． その理由

鄭　 　 松伊
ロザリ ンＹ
山崎貞一郎
岩倉　 正浩

5B 実習室

6
11 月
26 日
(火)

1-4 時限 演習

テーマ： 演習と 実例講義 （ １ ）

１ ． 文献検索

２ ． 文献に関する PICO/PECO表を作成する

３ ． リ サーチクエスチョ ンをたてる

鄭　 　 松伊
ロザリ ンＹ
山崎貞一郎
岩倉　 正浩

5B 実習室

7
11 月
26 日
(火)

5-10 時限 演習

テーマ： 演習と 実例講義 （ 2）
１ ． 文献検索

２ ． 文献に関する PICO/PECO表を作成する

３ ． リ サーチクエスチョ ンをたてる

鄭　 　 松伊
ロザリ ンＹ
山崎貞一郎
岩倉　 正浩

5B 実習室

8
11 月
27 日
(水)

1-4 時限 演習

テーマ： 演習と 実例講義 （ 3）
１ ． 文献検索

２ ． 文献に関する PICO/PECO表を作成する

３ ． リ サーチクエスチョ ンをたてる

鄭　 　 松伊
ロザリ ンＹ
山崎貞一郎
岩倉　 正浩

5B 実習室

9
11 月
27 日
(水)

5-10 時限 演習

テーマ： 演習と 実例講義 （ 4）
１ ． 文献検索

２ ． 文献に関する PICO/PECO表を作成する

３ ． リ サーチクエスチョ ンをたてる

鄭　 　 松伊
ロザリ ンＹ
山崎貞一郎
岩倉　 正浩

5B 実習室

10
11 月
28 日
(木)

1-4 時限
グループ
学習

テーマ： 中間発表

文献発表（ 文献数は人数分と する）

１ ． 研究の目的

２ ． 研究デザイン

３ ． 結果

４ ． 考察（ 先行研究は研究課題と した疑問を解決でき

ていたかどう か）

グループの研究課題について（ 5W1H） を考え直す

野村　 恭子
鄭　 　 松伊
ロザリ ンＹ
山崎貞一郎
岩倉　 正浩

5B 実習室

2
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

11
11 月
28 日
(木)

5-10 時限 演習

テーマ： リ サーチク エスチョ ンの修正

１ ． 文献を検索し直す

２ ． 文献整理

３ ． PICO/PECO表を作成する

４ ． 考察

５ ． 今後の研究課題と しての PICO/PECOを作成する

鄭　 　 松伊
ロザリ ンＹ
山崎貞一郎
岩倉　 正浩

5B 実習室

12
11 月
29 日
(金)

1-6 時限 全体討議

テーマ： グループ発表（ 最終発表）

自己評価

ピア評価

教員評価

実習の内容を決めら れた様式に従って口頭で発表で

きる。

野村　 恭子
鄭　 　 松伊
ロザリ ンＹ
山崎貞一郎
岩倉　 正浩

医学系研究
棟4 階 5講
義室（ 総

5）

13
11 月
29 日
(金)

7-10 時限 自主学習

テーマ： レポート 提出

実習の内容を決めら れた様式に従って文書で発表で

きる。

鄭　 　 松伊
ロザリ ンＹ
山崎貞一郎
岩倉　 正浩

医学系研究
棟4 階 5講
義室（ 総

5）

3
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学アド バンスト コース

授業科 目名： 生体防御学 （ (Immunology)）

対 象 学 年： 2 年次 選択

時間割コード ： 71564002

開設学 期等： 第 31 週～ 第 31 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

石井　 聡 (教授、 生体防御学講座、 6089)

2. 担当教員

石井　 聡 (教授、 生体防御学講座、 6089)

安田大恭 (講師、 生体防御学講座、 6090)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

ねらい

コアカリ キュラムで修得した免疫学の知識を基本にして、 最近の免疫学研究のト ピッ ク ス を学習する。

生理活性脂質が関わる免疫研究についても学ぶ。

また、 関連するプロフェッショ ナリ ズム（ 信頼、 誠実、 思いやり 、 省察、 倫理）、 医療行動科学、 医療安全、 医療法（ 制度）

EBM を活用した総合的な判断、 ICT の適切な活用について学ぶ。 (1-1～1-2, 2-1～2-6, 2-8, 3-1～3-7, 4-1～4-7, 5-1～5-4, 6-1

～6-2)

概要

1. 免疫学研究の基礎について説明できる。

2. 最新の英語原著論文を読み、 適切に発表するこ と ができる。

3. 関連するプロフェッショ ナリ ズム（ 信頼、誠実、思いやり 、省察、 倫理）、 医療行動科学、医療安全、医療法（ 制度） EBM

を活用した総合的な判断、 ICT の適切な活用について説明できる。

4. 教科書・ 参考書

5. 成績評価の方法

出席、 課題の発表により 行う 。

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

受け入れ予定学生数： 20 名程度

1
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
12 月 2 日

(月)
3-8 時限 講義

テーマ： リ ンパ球のシグナル伝達

免疫学の講義では言及しなかった T 細胞受容体が活

性化された際の細胞内シグナル伝達を解説する。

石井　 聡

2
12 月 3 日

(火)
3-6 時限 講義

テーマ： 脂質の医学研究

脂質が関わる疾患に広く 注目して、発症機序と 治療薬

の作用機序などを解説する。

対象疾患は免疫系に限らない。

石井　 聡

3
12 月 4 日

(水)
3-4 時限 講義

テーマ： 基礎医学研究の仕事

基礎医学研究と いう 仕事について、動物実験や論文作

成過程を中心に説明する。

安田大恭

4
12 月 4 日

(水)
5-6 時限 講義

テーマ： G タンパク質共役受容体 (GPCR) と 基礎研究

GPCR と 創薬について簡単に説明し、脂質をリ ガンド

と する GPCR を例に基礎医学と の関わり を解説する。
安田大恭

5
12 月 4 日

(水)
7-8 時限 実習

テーマ： マウスの取り 扱い

免疫学的な実験手法、各種遺伝子改変マウスについて

説明ができる。

マウスの取り 扱いができる。

安田大恭

6
12 月 5 日

(木)
3-4 時限 講義

テーマ： 基礎医学研究の実験手法

基礎医学研究における代表的な実験の方法や原理、進

め方について説明する。

安田大恭

7
12 月 5 日

(木)
5-6 時限 講義

テーマ： 近年の免疫学研究

免疫に関連する医学研究について、近年に報告された

論文を幾つか取り 上げて説明する。

安田大恭

8
12 月 5 日

(木)
7-8 時限 実習

テーマ： マウスの解剖

免疫学的な実験手法、各種遺伝子改変マウスについて

説明ができる。

マウスの取り 扱いができる。

安田大恭

9
12 月 6 日

(金)
1-8 時限 講義

テーマ： 英語論文輪読

最新の英語原著論文を読解できる。

他の人の発表に対して質問や意見を行う ことができる。
石井　 聡

2
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令和 6年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学アド バンスコース

授業科 目名： 医学教育学 I （ (英語で医学・ 医療人類学) (Medical English /Medical Anthropology)） － Reading, Thinking, Speaking －

対 象 学 年： 2 年次 選択

時間割コード ： 71584002

開設学 期等： 第 31 週～第 31 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

ド ナルド ・ ウッ ド (准教授、 医学教育講座、 6244)

2. 担当教員

ド ナルド ・ ウッ ド (准教授、 医学教育講座、 6244)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

The main purpose of this course is to become more comfortable w ith English in a variety of health and medical situations, and to

think about health-related issues from a variety of perspectives. Basically, the course w ill be divided into three parts: (1) reading,

analyzing, and discussing articles on health and medicine, (2) watching and discussing an ethnographic film (in relation to disease

prevention and the provision of health care in other parts of the world), and (3) reading and reporting on articles chosen by the

students. The point of the course is to learn about health, disease, and treatment in a global context.（ ２ －８ 、 ５ －５ ）

4. 教科書・ 参考書

The instructor w ill prepare the materials. Students w ill also be required to find at least one article by themselves. We w ill discuss

this on the first day of class. For more information, knock on D. Wood ’ s office door, or e-mail at wood@ med.akita-u.ac.jp, or

call at 884-6244.

5. 成績評価の方法

Evaluation w ill depend on:

(1) Attendance

(2) Participation in discussions

(3) Individual article analysis and presentation

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

It might be beneficial for students to brush up on their English reading ability in advance. During the course, the main outside

assignment is to prepare for the presentation on Friday -hopefully by Thursday. This w ill probably require students to work for

6-9 hours outside of class meeting time during the first several days.

Number of students to be accepted: About 10

1
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
12 月 2 日

(月)
1-10 時限 全体討議

テーマ： reading & discussing health-related articles
Reading and discussing a variety of short articles relating
to health, healing, medicine, etc.

ド ナルド ・
ウッ ド

大学院遠隔
講義室

2
12 月 3 日

(火)
5-10 時限 全体討議

テーマ： reading & discussing health-related articles
Reading and discussing a variety of short articles relating
to health, healing, medicine, etc.

ド ナルド ・
ウッ ド

大学院遠隔
講義室

3
12 月 4 日

(水)
1-4 時限 全体討議

テーマ： watching & discussing an anthropological fi lm
We w ill w atch a short anthropological film and discuss its
contents, and its implications for providing health care in
different parts of the world, and in different cultures.

ド ナルド ・
ウッ ド

大学院遠隔
講義室

4
12 月 5 日

(木)
1-10 時限 全体討議

テーマ： reading & discussing health-related articles
Reading and discussing a variety of short articles relating
to health, healing, medicine, etc.

ド ナルド ・
ウッ ド

大学院遠隔
講義室

5
12 月 6 日

(金)
1-6 時限 全体討議

テーマ： student presentations
Students w ill make short presentations on health-related
articles they have chosen themselves, and we w ill discuss
them.

ド ナルド ・
ウッ ド

大学院遠隔
講義室

2
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学アド バンスト コース

授 業科目 名： 器官・ 統合生理学 （ Advance study in Integrative Physiology） －生体のイオン環境に関する最新の研究－

対 象 学 年： 2 年次選択

時間割コード ： 71564003

開 設学 期 等： 第 31 週～第 31 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

沼 田 朋 大 (教授、 器官・ 統合生理学講座、 6272、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

2. 担当教員

沼 田 朋 大 (教授、 器官・ 統合生理学講座、 6272、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

田 頭 秀 章 (准教授、 器官・ 統合生理学講座、 7013、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

佐藤かお理 (助教、 器官・ 統合生理学講座、 6072、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

五 十 嵐 勉 (非常勤講師、 日本医科大学　 病院教授)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

臨床現場で遭遇する未知の病態について積極的に解決する方法を切り 拓く 方策を考え、 身につけるため、 生体におけるイ

オン環境が原因と なる疾患の研究領域の国際雑誌から自ら興味を持つ内容の論文を検索し、 内容を理解する。 また、理解し

た内容を診療で実践していく ために、 各疾患の病態における根本と なる原因を自ら複数の検討案をプレゼンテーショ ン形

式で提示する。 文献検索の方法の実践やデータを読み解く 体験を通じ、 科学的探究心を養う 。 また自らの発見した知識や

技術を理解し、 相手に分り やすく 説明するためのプレゼンテーショ ン能力やその作成過程で生じるコミ ュニケーショ ン能

力を養う 。 これらの学習により 、 生涯学習に繋がるリ サーチマインド の基礎を身につける。 これらの関連して、 プロフェッ

ショ ナリ ズム（ 信頼、 誠実、 思いやり 、 省察、 倫理） 医療行動科学、 医療安全、 医療法（ 制度）、 EBM を活用した総合的

な判断、 ICT の適切な活用についても包括的に学ぶ。

概要

（ １ ） 論文検索方法について説明できる。 (1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-8、 5-1～5-5、 6-1～6-2）

（ ２ ） 論文の内容を理解する方法を説明できる。 (1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-8、 5-1～5-5、 6-1～6-2）

（ ３ ） 最近の研究論文を一人で検索できる。 (1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-8、 5-1～5-5、 6-1～6-2）

（ ４ ） 最近の研究論文の中から興味を持つ論文を精査し、 選ぶこと ができる。 (1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-8、

5-1～5-5、 6-1～6-2）

（ ５ ） 論文内容のプレゼンテーショ ン方法を理解し、 実践できる。 (1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-8、 5-1～5-5、

6-1～6-2）

（ ６ ） 選択したテーマの妥当性について討議を行う こ と ができる。 またその過程で学生や担当教官と 質問やコメ ント など

適切にコミ ュニケーショ ンを取るこ と ができる。 (1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-8、 5-1～5-5、 6-1～6-2）

（ ７ ） 論文のプレゼンテーショ ンのスライド 作成と 実践ができる。 (1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-8、 5-1～5-5、

6-1～6-2）

（ ８ ） 論文のプレゼンテーショ ン実践と 質疑応答ができる。 (1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-8、 5-1～5-5、 6-1～

6-2）

（ ９ ） プレゼンテーショ ンの実践後に質問やコメ ント に基づき、 内容について再検討ができる。 (1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1

～3-7、 4-1～4-8、 5-1～5-5、 6-1～6-2）

（ １ ０ ） プレゼンテーショ ンにおいて他の人の発表に対して質問や意見を行う こと ができる。 (1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～

3-7、 4-1～4-8、 5-1～5-5、 6-1～6-2）

（ １ １ ） 質問や意見に対する回答を参加者にフィ ードバックすること ができる。 (1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-8、

5-1～5-5、 6-1～6-2）

1
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（ １ ２ ） 臨床現場における課題や実践の内容のプレゼンテーショ ンを理解し、 質問ができる。 (1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～

3-7、 4-1～4-8、 5-1～5-5、 6-1～6-2）

（ １ ３ ） 関連するプロフェッ ショ ナリ ズム（ 信頼、 誠実、 思いやり 、 省察、 倫理） 医療行動科学、 医療安全、 医療法（ 制

度）、 ENM を活用した総合的な判断、 ICT の適切な活用について学ぶ。 (1-1～1-2、 3-3、 3-5、 3-7、 4-4）

4. 教科書・ 参考書

「 人体の正常構造と 機能」 日本医事新報社

「 標準生理学」 医学書院

「 ギャノ ング生理学」 丸善

5. 成績評価の方法

出席状況、 発表、 レポート

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

・ 当日に配布する資料や説明に沿って実習を行う 。

・ 自ら調べて考える能動的な学習スタイルを身につけてほしい。

受け入れ予定学生数： 20 名程度
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
12 月 2 日

(月)
1-2 時限 講義

テーマ： イント ロダクショ ン、 論文検索方法について

学ぶ

演習全体の予定と 方法、発表と レポート の評価につい

て説明する。

・ 論文検索方法について学ぶ

・ 論文の内容を理解する方法を学ぶ

沼田朋大 未定

2
12 月 2 日

(月)
3-10 時限 演習

テーマ： 生体のイオン環境に関する最近の研究の検索

論文の検索の実践

・ 自分一人で検索を行う こ と ができる。

・ 自分の興味を持つテーマを選ぶこと ができる。

沼田朋大 未定

3
12 月 3 日

(火)
1-2 時限 講義

テーマ： 生体のイオン環境に関する最近の研究の選択

と プレゼンテーショ ン方法の学習

・ 選択した論文についての検討方法について学ぶ

・ 論文内容のプレゼンテーショ ンの方法について学ぶ

沼田朋大 未定

4
12 月 3 日

(火)
3-10 時限 演習

テーマ： 生体のイオン環境に関する最近の研究の選択

と プレゼンテーショ ン方法

生体のイオン環境に関する論文の検討の実践

・ 選択したテーマの妥当性について討議を行う 。

・ 学生や担当教官と 質問やコメ ント など適切にコミ ュ

ニケーショ ンが取れる。

・ プレゼンテーショ ンスライド の作成ができる。

・ 論文の内容について理解できる。

沼田朋大 未定

5
12 月 4 日

(水)
1-10 時限 演習

テーマ： 論文内容のプレゼンテーショ ンの準備

・ 学生や担当教官と 質問やコメ ント など適切にコミ ュ

ニケーショ ンが取れる。

・ プレゼンテーショ ンの内容について再検討ができ

る。

・ プレゼンテーショ ンの内容の理解と と もに質疑応答

にむけた周辺情報について準備ができる。

沼田朋大 未定

6
12 月 5 日

(木)
1-4 時限 演習

テーマ： 論文内容のプレゼンテーショ ンの準備

・ 学生や担当教官と 質問やコメ ント など適切にコミ ュ

ニケーショ ンが取れる。

・ プレゼンテーショ ンの内容について再検討ができ

る。

・ プレゼンテーショ ンの内容の理解と と もに質疑応答

にむけた周辺情報について準備ができる。

沼田朋大 未定

7
12 月 5 日

(木)
5-10 時限 全体討議

テーマ： 最新の臨床と 基礎の橋渡し研究の講演会参加

と 質疑応答の実践

・ 講演内容について理解できる。

・ 講演の際のプレゼンテーショ ン方法について説明が

できる。

・ 講演内容に対する質問や意見を行う こ と ができる。

五十嵐勉 未定

8
12 月 6 日

(金)
1-8 時限

グループ
学習

テーマ： 論文内容のプレゼンテーショ ンの実践

・ 適切な時間で論文内容のプレゼンテーショ ンができ

る。

・ 自分の発表内容に対する質問や意見に答えること が

できる。

・ 他の人の発表に対して質問や意見を行う こ と がで

きる。

沼田朋大 未定

3
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

9
12 月 6 日

(金)
9-10 時限 演習

テーマ： 論文内容のプレゼンテーショ ンの改訂

・ 他の人の質問や意見について吟味する。

・ 他の人の質問や意見に応えられる様な資料を準備す

る。

・ 他の人の質問や意見を反映するよう に改訂を行う 。

・ 質問や意見に対する回答を参加者にフィ ード バッ ク

する。

沼田朋大 未定

4
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学アド バンスト コース

授 業科目 名： 微生物学 （ Microbiology and Immunology）

対 象 学 年： 2 年次選択

時間割コード ： 71564004

開 設学期 等： 第 30 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

海老原敬 (教授、 微生物学講座、 6080、 オフィ スアワー： 8:30-17:00)

2. 担当教員

海老原敬 (教授、 微生物学講座、 6080、 オフィ スアワー： 8:30-17:00)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

ねらい

「 抗菌薬処方塾」 限られた臨床情報から疾患と 原因菌をエヴィ デンスに基づいて推定し、 適切な抗菌薬を根拠をもって選

択する実習。 自分が調べたこ と を発表するこ と により 、 プレゼンテーショ ン能力を育む。

また、 関連するプロフェッ ショ ナリ ズム、 倫理、 医療行動学、 医療安全、 医療法（ 制度） EBM について学ぶ。 (1-1～1-2,

2-1～2-8, 3-1～3-7, 4-1～4-8, 5-1～5-5, 6-1～6-2)

概要

１ ． 感染症の原因菌に関する統計学的情報を調べるこ と ができる。

２ ． 各種抗菌薬の特徴を説明できる。

３ ． 適切な発表用スライド を作製できる。

４ ． 関連するプロフェッ ショ ナリ ズム、 倫理、 医療行動学、 医療安全、 医療法（ 制度） EBM について説明できる。

4. 教科書・ 参考書

JAID/JSC 感染症治療ガイド

サンフォード 感染症治療ガイド

抗菌薬の考え方・ 使い方

5. 成績評価の方法

態度、 出席、 プレゼンテーショ ンの内容によって評価する。

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

予習： 抗菌薬スペク ト ラム。

復習： 感染症と その原因菌に関する統計。

受け入れ予定学生数： 20 名程度

1
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
11 月
25 日
(月)

1-4 時限 講義

テーマ： 課題説明

抗菌薬の選び方について説明できる。

課題は６ 症例。

海老原敬
基礎棟第 2
会議室、

Zoom 講義

2
11 月
25 日
(月)

5-10 時限 自主学習

テーマ： 自習

感染症の原因菌を調べ、症例に対して抗菌薬を一つ選

ぶこ と ができる。

海老原敬
基礎棟第 2
会議室、

Zoom 講義

3
11 月
26 日
(火)

1-10 時限 自主学習

テーマ： 自習

感染症の原因菌を調べ、症例に対して抗菌薬を一つ選

ぶこ と ができる。

課題 (前半 3 症例分） 締め切り （ 17:00)

海老原敬
基礎棟第 2
会議室、

Zoom 講義

4
11 月
27 日
(水)

1-4 時限 自主学習

テーマ： 自習

感染症の原因菌を調べ、症例に対して抗菌薬を一つ選

ぶこ と ができる。

海老原敬
基礎棟第 2
会議室、

Zoom 講義

5
11 月
27 日
(水)

5-10 時限
グループ
学習

テーマ： 発表会 1（ 前半３ 症例） と 解説

抗菌薬の選択に関して、論理的に発表を行う こと が出

来る。

海老原敬
基礎棟第 2
会議室、

Zoom 講義

6
11 月
28 日
(木)

1-10 時限 自主学習

テーマ： 自習

感染症の原因菌を調べ、症例に対して抗菌薬を一つ選

ぶこ と ができる。

課題 (後半 3 症例分） 締め切り （ 17:00)

海老原敬
基礎棟第 2
会議室、

Zoom 講義

7
11 月
29 日
(金)

1-4 時限 自主学習

テーマ： 自習

感染症の原因菌を調べ、症例に対して抗菌薬を一つ選

ぶこ と ができる。

海老原敬
基礎棟第 2
会議室、

Zoom 講義

8
11 月
29 日
(金)

5-10 時限
グループ
学習

テーマ： 発表会 2（ 後半３ 症例） と 解説

抗菌薬の選択に関して、論理的に発表を行う こと が出

来る。

海老原敬
基礎棟第 2
会議室、

Zoom 講義

2
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学アド バンスト コース

授 業科目 名： 細胞生理学 （ Cell Physiology 　 -Cardiovascular Electrophysiology）

対 象 学 年： 2 年次選択

時間割コード ： 71564005

開 設学期 等： 第 30 週～第 30 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

三木崇史 (教授、 細胞生理学講座、 6069、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

2. 担当教員

三木崇史 (教授、 細胞生理学講座、 6069、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

岡本悠志 (助教、 細胞生理学講座、 6071)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

【 ねらい】

臨床現場で必要と なる各疾患の病態を修得して診療を実践していく ために、 バーチャル細胞での仮想実験を通じて、 心筋

細胞の興奮性や収縮性への理解を深める。 小グループに分かれて実験と 考察を行い、 教員と の対話を通じて議論を深める。

このプロセスを通じて、 問題解決能力、 コミ ュニケーショ ン能力を育む。 また、 得られた結果を他人に分かり やすく 伝え

る体験を通じてプレゼンテーショ ン能力を育成する。 さらに、 最新の研究に触れ、 絶えず進歩する医学を実感するこ と で、

生涯学習に繋がるリ サーチマインド を育む。 また、 関連するプロフェッ ショ ナリ ズム（ 信頼、 誠実、 思いやり 、 省察、 倫

理）、 医療行動科学、 医療安全、 医療法（ 制度）、 EBM を活用した総合的な判断、 ICT の適切な活用について学ぶ。

【 概要】

コンピュータ上で再現したバーチャル細胞を用いて、 心筋細胞の興奮性及び収縮について仮想実験を行う 。 様々な刺激を

加えた際の心筋細胞の応答を観察し、 その仕組みを考察する。 さ らに、 実験結果をまと めて発表を行う 。 最後に、 細胞生

理学についての最新の研究成果に触れる。（ 1-1～1-2, 2-1～2-8, 3-1～3-7, 4-1～4-8, 5-1～5-5, 6-1～6-2）

4. 教科書・ 参考書

「 標準生理学」 医学書院

「 心筋細胞イオンチャネル」 倉智嘉久著　 文光堂

「 心筋細胞の電気生理学」 山下武志著　 メ ディ カルサイエンスインターナショ ナル

5. 成績評価の方法

レポート 、 出席、 その他（ 発表、 質疑応答）

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

・ 当日配布の資料に沿って講義・ 演習を進める。

・ 初日に、 ソフト ウェアをパソ コン（ Windows） にインスト ールするので、 各自パソコンを持参するこ と 。 も しパソ コン

がない場合は、 担当教員に事前に連絡するこ と 。

・ 担当教員の予定により 若干変更する場合がある。

受け入れ予定学生数： 20 名程度

1
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
11 月
25 日
(月)

1-2 時限 講義

テーマ： イント ロダクショ ンと バーチャル細胞の紹介

生命現象のシミ ュレーショ ンについて概説し 、 心筋

バーチャル細胞を用いた実験のやり 方、 レポート 作成

法について説明する。

三木崇史
基礎棟 1階
第一会議室

2
11 月
25 日
(月)

3-4 時限 演習

テーマ： 正常の活動電位

バーチャル細胞を用いて、 心室筋細胞及び洞房結節細

胞の活動電位を観察し、活動電位のパラメ ータを測定

する。 全か無かの法則、 不応期等、心筋細胞の基本的

性質についてバーチャル細胞で確認する。

三木崇史
基礎棟 1階
第一会議室

3
11 月
25 日
(月)

5-10 時限 演習

テーマ： 細胞外液変化による心筋興奮性の変化

細胞外液のイオン濃度（ Na, K, Ca） を変化さ せた際

の心筋細胞の興奮性の変化を観察し、得られた変化に

ついて考察する。

三木崇史
基礎棟 1階
第一会議室

4
11 月
26 日
(火)

1-6 時限 演習

テーマ： 活動電位における各種イオン電流の役割

種々のイオン電流の振幅を変化させ、 それによって引

き起こされる心筋興奮性の変化を観察し、考察を行う 。
三木崇史

基礎棟 1階
第一会議室

5
11 月
26 日
(火)

7-10 時限 演習

テーマ： 生理活性物質の作用

ノ ルアド レナリ ン及びアセチルコリ ンを投与した際の

心筋興奮性の変化を観察し、 考察を行う 。

三木崇史
基礎棟 1階
第一会議室

6
11 月
27 日
(水)

1-10 時限
グループ
学習

テーマ： 発表準備

シミ ュレーショ ン結果をまと め、 考察を行う 。 プレゼ

ンテーショ ンを作成する。

三木崇史
基礎棟 1階
第一会議室

7
11 月
28 日
(木)

1-4 時限 全体討議
テーマ： プレゼンテーショ ン

グループごと に発表し、 討論を行う 。
三木崇史

基礎棟 1階
第一会議室

8
11 月
28 日
(木)

5-10 時限 自主学習
テーマ： レポート 作成

レポート を作成する。
三木崇史

基礎棟 1階
第一会議室

9
11 月
29 日
(金)

1-4 時限 講義
テーマ： 最新研究の紹介

細胞生理学分野の最新研究を紹介する。

三木崇史
岡本悠志

基礎棟 1階
第一会議室

10
11 月
29 日
(金)

5-10 時限 自主学習
テーマ： レポート 作成

レポート を作成し、 提出する。
三木崇史

基礎棟 1階
第一会議室

2
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学アド バンスト コース

授業科 目名： 病理学 I （ Exericise for pathological analysis） －症例検討実習－

対 象 学 年： 2 年次 選択

時間割コード ： 71564006

開設学 期等： 第 30 週～ 第 32 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

大森泰文 (教授、 分子病態学・ 腫瘍病態学講座、 6059)

2. 担当教員

大森泰文 (教授、 分子病態学・ 腫瘍病態学講座、 6059)

鈴木麻弥 (助教、 分子病態学・ 腫瘍病態学講座、 6060)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

さまざまな疾患で死亡し病理解剖に付された症例について、 臨床症状・ 経過と 臓器病変と の相関、 治療効果、 病態と 最終

死因の考えについて学ぶ。

１ ） 症例の臨床症状と 臨床経過について整理して説明するこ と ができる 。 1-1), 2-4)5), 3-1)2)3), 4-1), 5-1)2)3)

２ ） 臨床検査項目と そのデータの意味についてある程度、 説明するこ と ができる。 1-1), 2-4)5), 3-1)2)3), 4-1), 5-1)2)3)

３ ） 画像情報の意味についてある程度、 説明するこ と ができる。 1-1), 2-4)5), 3-1)2)3), 4-1), 5-1)2)3)

４ ） 各臓器の肉眼および組織学的病変について説明するこ と ができる。 1-1), 2-4)5), 3-1)2)3), 4-1), 5-1)2)3)

５ ） 病理組織学的に腫瘍細胞を同定でき、 浸潤や転移を説明するこ と ができる。 1-1), 2-4)5), 3-1)2)3), 4-1), 5-1)2)3)

６ ） 患者さんの病態と 治療効果について説明するこ と ができる。 1-1), 2-4)5), 3-1)2)3), 4-1), 5-1)2)3)

７ ） 患者さんの最終死因について説明するこ と ができる。 1-1), 2-4)5), 3-1)2)3), 4-1), 5-1)2)3)

4. 教科書・ 参考書

“ 原因と 病態 ” に準ずる。

5. 成績評価の方法

グループ発表、 レポート 、 出席

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

初日は 8 時 50 分に第 2 講義室に集合するこ と 。

積極的に授業に参加し、 問題解決を図るよう 心掛けるこ と 。 そのために、 授業内容についての予習や復習を行う こ と 。

受け入れ予定学生数： 第 30 週・ 第 32 週と も 32 名程度

1
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
11 月
25 日
(月)

1-10 時限 実習

テーマ： 臨床推論

１ ） 患者に生じた健康問題を明らかにし、 対応を意思

決定するために、問題点を予測し、論じること ができ

る。

２ ） 検査の方法と 臨床推論における適応、意義、検査

結果の解釈を説明できる。

大森泰文
鈴木麻弥

基礎棟第 2
講義室、

5A 実習室

2
11 月
26 日
(火)

1-10 時限 実習

テーマ： マク ロ説明及びミ ク ロ観察

１ ） 臨床診断に必須の病理診断、細胞診の目的、方法、

意義を理解する。

２ ） 自分の力で課題を発見し、 自己学習によってそれ

を解決するための能力を獲得する。

大森泰文
鈴木麻弥

基礎棟第 2
講義室、

5A 実習室

3
11 月
27 日
(水)

1-10 時限 実習

テーマ： ミ ク ロ観察

１ ） 臨床診断に必須の病理診断、細胞診の目的、方法、

意義を理解する。

２ ） 自分の力で課題を発見し、 自己学習によってそれ

を解決するための能力を獲得する。

大森泰文
鈴木麻弥

基礎棟第 2
講義室、

5A 実習室

4
11 月
28 日
(木)

1-10 時限 実習

テーマ： スラ イド 及び原稿作成

１ ） 臨床診断に必須の病理診断、細胞診の目的、方法、

意義を理解する。

２ ） 自分の力で課題を発見し、 自己学習によってそれ

を解決するための能力を獲得する。

大森泰文
鈴木麻弥

基礎棟第 2
講義室、

5A 実習室

5
11 月
29 日
(金)

1-10 時限 形成評価

テーマ： 症例発表

１ ） 自分の力で課題を発見し、 自己学習によってそれ

を解決するための能力を獲得する。

２ ） 医療チームの構成員と して、 相互の尊重のもと に

適切な行動をと ると と もに、 後輩らに対する指導を

行う 。

大森泰文
鈴木麻弥

基礎棟第 2
講義室、

5A 実習室

6
12 月 9 日

(月)
1-10 時限 実習

テーマ： 臨床推論

１ ） 患者に生じた健康問題を明らかにし、 対応を意思

決定するために、問題点を予測し、論じること ができ

る。

２ ） 検査の方法と 臨床推論における適応、意義、検査

結果の解釈を説明できる。

大森泰文
鈴木麻弥

基礎棟第 2
講義室、

5A 実習室

7
12 月
10 日
(火)

1-10 時限 実習

テーマ： マク ロ説明及びミ ク ロ観察

１ ） 臨床診断に必須の病理診断、細胞診の目的、方法、

意義を理解する。

２ ） 自分の力で課題を発見し、 自己学習によってそれ

を解決するための能力を獲得する。

大森泰文
鈴木麻弥

基礎棟第 2
講義室、

5A 実習室

8
12 月
11 日
(水)

1-10 時限 実習

テーマ： ミ ク ロ観察

１ ） 臨床診断に必須の病理診断、細胞診の目的、方法、

意義を理解する。

２ ） 自分の力で課題を発見し、 自己学習によってそれ

を解決するための能力を獲得する。

大森泰文
鈴木麻弥

基礎棟第 2
講義室、

5A 実習室

9
12 月
12 日
(木)

1-10 時限 実習

テーマ： スラ イド 及び原稿作成

１ ） 臨床診断に必須の病理診断、細胞診の目的、方法、

意義を理解する。

２ ） 自分の力で課題を発見し、 自己学習によってそれ

を解決するための能力を獲得する。

大森泰文
鈴木麻弥

基礎棟第 2
講義室、

5A 実習室

2
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

10
12 月
13 日
(金)

1-10 時限 形成評価

テーマ： 症例発表

１ ） 自分の力で課題を発見し、 自己学習によってそれ

を解決するための能力を獲得する。

２ ） 医療チームの構成員と して、 相互の尊重のもと に

適切な行動をと ると と もに、 後輩らに対する指導を

行う 。

大森泰文
鈴木麻弥

基礎棟第 2
講義室、
5A 実習室

3
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学アド バンスト コース

授業 科目名： 病理学 II （ pathologyII）

対 象 学 年： 2 年次選択

時間割コード ： 71564007

開設 学期等： 第 30 週 ～第 32 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

後藤　 明輝 (教授、 器官病態学講座、 6062、 オフィ スアワー： 基礎研究棟 2 階・ 水曜および木曜全日)

2. 担当教員

後藤　 明輝 (教授、 器官病態学講座、 6062、 オフィ スアワー： 基礎研究棟 2 階・ 水曜および木曜全日)

吉 田 　 誠 (講師、 器官病態学講座、 6064、 オフィ スアワー： 基礎研究棟 2 階・ 火曜および木曜全日)

小 山 　 慧 (助教、 器官病態学講座、 6064、 オフィ スアワー： 基礎研究棟 2 階・ 月曜および金曜全日)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

1.目的 (GIO)

主要疾患で死亡した病理解剖例の臓器および組織標本を観察・ 考察し、 疾患の病理像と 死亡に至る過程を理解する。 また、

病理に関する英語論文を抄読し、 病理組織標本作製を体験するこ と により 、 肉眼所見の取り 方、 切り 出し、 染色方法、 組

織所見のと り 方と いった病理学的方法論や考え方をより 深く 学ぶ。

2.到達目標 (SBOs)

1) 症例の臨床経過を整理して説明するこ と ができる。 (4-1～4-8)

2) 病理解剖の目的と 意義について説明できる。 (1-1～1-2， 3-4～3-7， 4-8)

3) 臓器肉眼所見と 顕微鏡所見の相関を説明するこ と ができる。 (3-1～3-3， 4-1～4-4)

4) 症例検討会で討議に加わるこ と ができる。 (2-1～2-8， 4-1～4-8， 5-1～5-5， 6-1～6-2)

5) 組織標本の作製行程および染色方法を説明できる。 (3-3， 4-1～4-2， 4-6)

4. 教科書・ 参考書

標準病理学（ 医学書院）

組織病理アト ラス（ 文光堂）

ステッ ド マン医学大辞典（ メ ジカルビュー）

5. 成績評価の方法

グループ発表および提出レポート による。

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

月曜日:9： 00 5A 実習室に集合。 詳細な実習の内容・ 予定を説明する。 白衣持参のこと 。

積極的に授業に参加し、 問題解決を図るよう 心掛けるこ と 。 そのために、 授業内容についての予習や復習を行う こ と 。

受け入れ予定学生数： 第 30 週・ 第 32 週と も 32 名程度

1
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
11 月
25 日
(月)

1-2 時限 実習

テーマ： 実習説明

症例の臨床経過を整理して説明できる。

臨床検査項目と そのデータの意味について説明でき

る。

患者の入院診療録から臨床上の問題点を列挙できる。

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

5A 実習室

2
11 月
25 日
(月)

3-6 時限 実習

テーマ： 切り 出し

臓器の肉眼所見について説明できる。

　

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

基礎棟2 階
共用室

3
11 月
25 日
(月)

7-10 時限 自主学習

テーマ： 自主学習

病理解剖の医療における位置づけと 法的事項、手続き

を説明できる。

医学における病理解剖の学術的重要性を理解する。

疾患の病態や疫学を理解する。

HE 染色の方法を理解する。

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

5A 実習室

4
11 月
26 日
(火)

1-10 時限 実習

テーマ： 薄切

組織標本の作製工程および染色方法を説明できる。

　

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

基礎棟2 階
染色室

5
11 月
27 日
(水)

1-4 時限 実習

テーマ： 染色

HE 染色の方法を理解する。

組織標本の作製工程および染色方法を説明できる。

　

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

基礎棟2 階
染色室

6
11 月
27 日
(水)

5-10 時限 実習

テーマ： 検鏡

臓器の肉眼所見と 組織所見の相関を説明できる。

病理解剖症例の標本から病態の把握、疾患の診断がで

きる。

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

5A 実習室

7
11 月
28 日
(木)

1-6 時限 実習

テーマ： 実習レポート 作成

臨床経過と 病理解剖標本を総合して最終的な死因を類

推できる。

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

5A 実習室

8
11 月
28 日
(木)

7-10 時限 実習

テーマ： 標本解説・ 発表準備

臨床経過について問題点を整理して説明できる。

病理診断について肉眼所見と 組織所見を整理して説明

できる。

症例の病態を臨床情報、 病理所見から考察できる。

死因について類推できる。

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

5A 実習室

9
11 月
29 日
(金)

1-2 時限 自主学習

テーマ： 発表準備

臨床経過について問題点を整理して説明できる。

病理診断について肉眼所見と 組織所見を整理して説明

できる。

症例の病態を臨床情報、 病理所見から考察できる。

死因について類推できる。

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

5A 実習室

10
11 月
29 日
(金)

3-10 時限 全体討議

テーマ： 発表-症例検討

臨床経過について問題点を整理して説明できる。

病理診断について肉眼所見と 組織所見を整理して説明

できる。

症例の病態を臨床情報、 病理所見から考察できる。

死因について類推できる。

後藤　 明輝
吉田　 誠

基礎棟第 1
講義室

2
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

11
12 月 9 日

(月)
1-2 時限 実習

テーマ： 実習説明

症例の臨床経過を整理して説明できる。

臨床検査項目と そのデータの意味について説明でき

る。

患者の入院診療録から臨床上の問題点を列挙できる。

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

5A 実習室

12
12 月 9 日

(月)
3-6 時限 実習

テーマ： 切り 出し

臓器の肉眼所見について説明できる。

　

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

基礎棟 2 階
共用室

13
12 月 9 日

(月)
7-10 時限 自主学習

テーマ： 自主学習

病理解剖の医療における位置づけと 法的事項、手続き

を説明できる。

医学における病理解剖の学術的重要性を理解する。

疾患の病態や疫学を理解する。

HE 染色の方法を理解する。

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

5A 実習室

14
12 月
10 日
(火)

1-10 時限 実習

テーマ： 薄切

組織標本の作製工程および染色方法を説明できる。

　

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

基礎棟 2 階
染色室

15
12 月
11 日
(水)

1-4 時限 実習

テーマ： 染色

HE 染色の方法を理解する。

組織標本の作製工程および染色方法を説明できる。

　

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

基礎棟 2 階
染色室

16
12 月
11 日
(水)

5-10 時限 実習

テーマ： 検鏡

臓器の肉眼所見と 組織所見の相関を説明できる。

病理解剖症例の標本から病態の把握、疾患の診断がで

きる。

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

5A 実習室

17
12 月
12 日
(木)

1-6 時限 実習

テーマ： 実習レポート 作成

臨床経過と 病理解剖標本を総合して最終的な死因を類

推できる。

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

5A 実習室

18
12 月
12 日
(木)

7-10 時限 実習

テーマ： 標本解説・ 発表準備

臨床経過について問題点を整理して説明できる。

病理診断について肉眼所見と 組織所見を整理して説明

できる。

症例の病態を臨床情報、 病理所見から考察できる。

死因について類推できる。

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

5A 実習室

19
12 月
13 日
(金)

1-2 時限 自主学習

テーマ： 発表準備

臨床経過について問題点を整理して説明できる。

病理診断について肉眼所見と 組織所見を整理して説明

できる。

症例の病態を臨床情報、 病理所見から考察できる。

死因について類推できる。

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

5A 実習室

20
12 月
13 日
(金)

3-10 時限 全体討議

テーマ： 発表-症例検討

臨床経過について問題点を整理して説明できる。

病理診断について肉眼所見と 組織所見を整理して説明

できる。

症例の病態を臨床情報、 病理所見から考察できる。

死因について類推できる。

後藤　 明輝
吉田　 誠
小山　 慧

基礎棟第 1
講義室

3
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学アド バンスト コース

授業 科目名： 分子機能学・ 代謝機能学 （ Biochemistry and Metabolism）

対 象 学 年： 2 年次 選択

時間割コード ： 71564008

開設 学期等： 第 31 週～第 31 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

松村欣宏 (教授、 分子機能学・ 代謝機能学講座、 6074)

2. 担当教員

松村欣宏 (教授、 分子機能学・ 代謝機能学講座、 6074)

小泉幸央 (助教、 分子機能学・ 代謝機能学講座、 6075)

安　 健博 (助教、 分子機能学・ 代謝機能学講座、 6075)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

ねらい (大まかな全体目標)

臨床現場で必要と なる正常な生体機能および疾患の原因を修得して診療を実践していく ために、 生体分子の代謝と シグナ

ル伝達による生理機能制御および病態生理における役割についての理解を深める。 また、 リ サーチマインド を滋養し、 プ

レゼンテーショ ン能力を高める。

概要 (大まかな学習目標・ 項目)

1. がん微小環境と シグナルネッ ト ワークを概説できる。 (1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-8、 5-1～5-5、 6-1～6-2)

2. 生理活性物質と シグナル伝達を概説できる。 (1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-8、 5-1～5-5、 6-1～6-2)

3. シグナル伝達と エピゲノ ムを概説できる。 (1-1～1-2、 2-1～2-8、 3-1～3-7、 4-1～4-8、 5-1～5-5、 6-1～6-2)

4. 教科書・ 参考書

無し

5. 成績評価の方法

レポート 、 出席、 その他（ プレゼンテーショ ン内容等） により 行う 。

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

生化学の代謝に関する成書を読み込んでもらい、 各自でパワーポイント を使ったプレゼンテーショ ンを行ってもらいます。

基礎研究に関する発表やセミ ナーを聞いても らい、 研究と いう ものに触れてもら う 機会と します。

受け入れ予定学生数： 20 名程度

1

－ 140 －



講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
12 月 2 日

(月)
1-2 時限 講義

テーマ： ガイダンス

　

松村欣宏
小泉幸央
安　 健博

総合研究棟
５ 講

2
12 月 2 日

(月)
3-10 時限 自主学習

テーマ： 自主学習

　
　

3
12 月 3 日

(火)
1-4 時限 講義

テーマ： がん微小環境と シグナルネッ ト ワーク

がん微小環境と シグナルネット ワークについて概説で

きる。

安　 健博
総合研究棟

５ 講

4
12 月 3 日

(火)
5-10 時限 自主学習

テーマ： 自主学習

　
　

5
12 月 4 日

(水)
1-4 時限 講義

テーマ： 生理活性物質と シグナル伝達

生理活性物質と シグナル伝達を概説できる。
小泉幸央

総合研究棟
５ 講

6
12 月 4 日

(水)
5-10 時限 自主学習

テーマ： 自主学習

　
　

7
12 月 5 日

(木)
1-4 時限 講義

テーマ： シグナル伝達と エピゲノ ム

シグナル伝達と エピゲノ ムについて概説できる。
松村欣宏

総合研究棟
５ 講

8
12 月 5 日

(木)
5-10 時限 自主学習

テーマ： 自主学習

　
　

9
12 月 6 日

(金)
1-10 時限 全体討議

テーマ： 全体討議

　

松村欣宏
小泉幸央
安　 健博

総合研究棟
５ 講

2
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学アド バンスト コース

授 業科目 名： 形態解析学・ 器官構造学 （ Advanced Clinical Anatomy）

対 象 学 年： 2 年次選択

時間割コード ： 71564009

開 設学期 等： 第 31 週～第 31 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

板東良雄 (教授、 形態解析学・ 器官構造学講座、 6053、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

2. 担当教員

板東良雄 (教授、 形態解析学・ 器官構造学講座、 6053、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

鈴木良地 (准教授、 形態解析学・ 器官構造学講座、 6054、 オフィ スアワー： 随時（ 要アポイント メ ント ） )

皆川洋至 (非常勤講師、 城東整形外科)

岸部麻里 (非常勤講師、 旭川医科大学　 准教授)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

【 ねらい】

　 本コースは解剖 (基礎) と 臨床を統合した新しい医学教育（ 水平・ 垂直統合型カリ キュラム） を実践するこ と を通して，

基礎・ 臨床の統合的理解を目指す。

　 臨床現場で必要と なる各疾患の病態を理解して診療を実践していく ために， 人体の局所解剖を行い， 2 年前期の系統解

剖学ならびに神経解剖学で深く 追求できなかった人体構造についてより 深く 学ぶ。 また， 専門医による講義・ 実習を通し

て超音波診断装置の原理と 基本操作からエコー画像の基本的な見方， 代表的な疾患における実際の画像まで学修する。 さ

ら に， 地域医療や抱えている課題についても例示し，地域医療についての理解を深める。 これらを通してプロフェッ ショ

ナリ ズム， 医の倫理， 医療安全， 医療法（ 制度） ， EBM について学ぶ。

【 概要】

1) 人体を構成する主要な臓器や器官の部位・ 名称を理解し， 説明できる。 (1-1,2-1,2-3～2-4,3-1～3-2,5-1～5-5, 6-1～6-2)

2) 主要な諸臓器の構造と 機能を理解し， 説明できる。 (1-1,2-1,2-3～2-4,3-1～3-2,5-1～5-5, 6-1～6-2)

3) 肘ならびに手根の関節やその周囲の構造 (靭帯・ 腱・ 血管・ 神経） を理解し， 説明できる。 (1-1,2-1,2-3～2-4,3-1～3-2,5-1

～5-5, 6-1～6-2)

4) 心臓の構造と 機能を理解し， 説明できる。 (1-1,2-1,2-3～2-4,3-1～3-2,5-1～5-5, 6-1～6-2)

5) 超音波診断装置の原理を理解し， 説明できる。 (1-1,2-1,2-3～2-4,3-3,5-1～5-5, 6-1～6-2)

6) 超音波診断装置の基本操作を理解し， 実際に操作できる。 (1-1,2-1,2-3～2-4,3-3～3-6,4-2,4-6,5-1～5-5, 6-1～6-2)

7) 超音波診断装置を用いて得られた正常エコー画像と 局所解剖で観察した構造のイメ ージを関連付けて， エコー画像から

得られる情報を正確に説明できる。 (1-1,2-1,2-3～2-4,3-1～3-6,4-2,4-6,5-1～5-5,6-1～6-2)

8) エコー画像の基本的な見方を理解し， 主な異常所見を実際に同定できる。 (1-1,2-1,2-3～2-4,3-1～3-6,4-2,5-1～5-5,6-1～

6-2)

9) 本領域が関連する地域医療について， 抱えている問題や必要と される臨床能力を理解し， 説明できる。 また， その解決

法について自らの考えを述べるこ と ができる。 (1-1～1-2,2-1,2-3～2-7,3-4～3-7,4-7～4-8,5-1～5-5,6-1～6-2)

10) 本領域が関連するプロフェッショ ナリ ズム， 医の倫理， 医療安全， 医療法（ 制度） ， EBM について理解し， 説明・ 実践

できる。 ((1-1～1-2,2-1～2-8,3-3～3-7,4-4,4-7～4-8,6-1～6-2)

4. 教科書・ 参考書

1. 教科書 (2 年前期の系統解剖ならびに神経解剖学講義・ 実習に準ずる）

グレイ解剖学（ エルゼビア・ ジャパン）

臨床神経解剖学（ エルゼビア・ ジャパン/医歯薬出版）

神経解剖学講義ノ ート （ 金芳堂）
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解剖実習のてびき（ 南山堂）

解剖学アト ラス（ ネッ ター、 グレイ、 プロメ テウス解剖学　 など）

2. 参考書

ムーア臨床解剖学（ メ ディ カルサイエンスインターナショ ナル）

臨床のための解剖学（ メ ディ カルサイエンスインターナショ ナル）

5. 成績評価の方法

実習への取り 組み方や出席状況， 外部講師の特別講義・ 実習におけるレポート 課題などにより ， 総合的に評価する。

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

局所解剖を行う か否かは秋頃に最終決定する（ ご献体保管数に依存するため）。 局所解剖は実施期間が短いこ と から， 本

コース開始前にあらかじめ班の構成と 実習スケジュール・ 内容・ 到達目標を受講者自身で設定し， そのスケジュールに従っ

て自主的に取り 組むこ と が望まれる（ 受講者に別途通知する）。 また， 本コース終了後に行われる火葬への参列は必須と

する（ シラバス上は予定日であり 未確定）。 非常勤講師の講義および実習は全員参加と するが， 非常勤講師の都合により

日程変更が生じる場合にはあらかじめ通知する。

受け入れ予定学生数： 12 名程度が望ましい
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
12 月 2 日

(月)
1-10 時限 実習

テーマ： 局所解剖

班毎に設定した課題および到達目標に基づいて，局所

解剖を行う 。

板東良雄
鈴木良地

第1 実習室

2
12 月 3 日

(火)
1-10 時限 実習

テーマ： 局所解剖

班毎に設定した課題および到達目標に基づいて，局所

解剖を行う 。

板東良雄
鈴木良地

第1 実習室

3
12 月 4 日

(水)
1-4 時限 実習

テーマ： 局所解剖

1) 班毎に設定した課題および到達目標に基づいて，局

所解剖を行う 。

2) 肘および手根の関節およびその周囲の構造を観察

し， それらの特徴を説明できる。

3) 膝および足根の関節およびその周囲の構造を観察

し， それらの特徴を説明できる。

板東良雄
鈴木良地

第1 実習室

4
12 月 4 日

(水)
5-10 時限 実習

テーマ： エコーによる関節・ 神経の観察

超音波診断装置の原理および基本操作を理解する。

1) 超音波診断装置の原理を説明できる。

2) 超音波診断装置の利点と 欠点を説明できる。

3) 超音波診断装置の基本操作ができる。

4) 肘および手根のエコー画像を自ら機器を操作して

撮影でき， その画像を用いて正常構造（ および異常所

見） を説明できる。

5) 整形外科領域における地域医療と 秋田県が抱えて

いる問題および必要と される臨床能力について説明で

きる。

板東良雄
鈴木良地
皆川洋至

第1 会議室
（ 予定）

5
12 月 5 日

(木)
1-10 時限 実習

テーマ： 局所解剖

1) 班毎に設定した課題および到達目標に基づいて，局

所解剖を行う 。

2) in vivo における心臓の構造的位置関係（ 心房・ 心

室の位置、 弁や各血管の位置等） を説明できる。

板東良雄
鈴木良地

第1 実習室

6
12 月 6 日

(金)
1-4 時限 実習

テーマ： 納棺

納棺および実習室の清掃

板東良雄
鈴木良地

第1 実習室

7
12 月 6 日

(金)
5-8 時限 講義

テーマ： 神経疾患を標的と した基礎研究について

1) リ サーチマインド を涵養する。

2) 観察力や方針の立て方を学ぶ。

3) 医学の発展における基礎研究の意義について理解

する。

板東良雄
第1 会議室
（ 予定）

8
12 月 6 日

(金)
9-10 時限 講義

テーマ： 皮膚科領域への超音波の応用

皮膚科専門医（ 学外非常勤講師） による講義を行う 。 岸部麻里
第1 会議室
（ 予定）

9
12 月
10 日
(火)

1-8 時限 その他

テーマ： 火葬

火葬に参列する。各班の日程は未確定のため， 追って

連絡する (12/9-13にかけて別講座でアドバンスト コー

スが実施されるため、 状況によっては 12/17 に実施す

るこ と もあり 得る ）。

1) 故人と ご遺族に感謝の意を自分の言葉で述べるこ

と ができる。

板東良雄
鈴木良地

3
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学アド バンスト コース

授 業科目 名： 医療情報学 （ Image Processing Basics） －画像処理の基礎－

対 象 学 年： 2 年次選択

時間割コード ： 71584003

開 設学期 等： 第 32 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

大坪　 徹也 (教授、 医療情報学講座（ 附属病院第１ 病棟 B1F）、 6049)

2. 担当教員

大坪　 徹也 (教授、 医療情報学講座（ 附属病院第１ 病棟 B1F）、 6049)

片平　 昌幸 (准教授、 医療情報学講座（ 基礎棟 1F）、 6095、 オフィ スアワー： 17:00-18:00)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

計算機による画像処理は，医学分野においても幅広く 応用されて利用されている。 画像処理によって得られた医用画像デー

タは， EBM のための情報と して重要である。

本講義では， 画像のデジタル表現， 基礎的な画像処理手法， 隣接画素情報を利用した 2 次元フィ ルタ処理， 画像データ圧

縮， 3 次元画像生成方法の基礎等の事項について学習すると と もに， 実際の画像を用いた実習を行い， 計算機によるデジ

タル画像処理手法の基礎理論についての理解を深めるこ と を目的と する。 (5-2～5-3)

4. 教科書・ 参考書

教科書は用いない。 適宜、担当者が作成する印刷物を配布、 およびNetwork 上で参照できるよう に WebClassにアップロー

ド する。

5. 成績評価の方法

１ ） 実習課題への取組態度， ２ ） 自習時間帯に科されたレポート 課題の探求度， および， ３ ） 学修目標に関する記述式及

び実技式形成試験， の各観点から総合的に評価する。

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

特定の画像処理アプリ ケーショ ンの使用法や， 具体的な応用例ではなく ， デジタル画像処理の基本理論を主に講義・ 実習

します。

WebClass に資料をアッ プロード しますので， 講義時間外の学修の参考にしてく ださい。

受け入れ予定学生数： 20 名程度
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
12 月 9 日

(月)
1-2 時限 自主学習

テーマ： 事前調査

実習前の事前調査と して、 アンケート を行う 。
片平　 昌幸

本道PC実
習室

2
12 月 9 日

(月)
3-4 時限 講義

テーマ： イント ロダク ショ ン

イント ロダクショ ンと して、 本講義の内容を概説する

と と もに、 コンピュータにおける数値の取り 扱いかた

などについて講義する。

片平　 昌幸
本道PC実

習室

3
12 月 9 日

(月)
5-6 時限 講義

テーマ： 情報・ 画像のディ ジタル化

コンピュータで情報や画像を取り 扱う ためには、 情報

を数値化するディ ジタル化の処理が必要である。 一般

的な情報のディ ジタル化、 および画像のディ ジタル化

について、 その手段や理論について講義する。

片平　 昌幸
本道PC実

習室

4
12 月 9 日

(月)
7-10 時限 実習

テーマ： 情報・ 画像のディ ジタル化

本日の講義内容に関する実習及びレポート 作成を行う 。 片平　 昌幸
本道PC実

習室

5
12 月
10 日
(火)

1-2 時限 講義
テーマ： 前日の課題の解説

前日の課題の内容について解説する。
片平　 昌幸

本道PC実
習室

6
12 月
10 日
(火)

3-4 時限 講義

テーマ： 情報及び画像の圧縮

一般的な情報、 および画像データの圧縮に関する講義

を行う 。 と く に、代表的な可逆圧縮手法であるハフマ

ン符号化について解説する。

片平　 昌幸
本道PC実

習室

7
12 月
10 日
(火)

5-10 時限 実習
テーマ： 情報及び画像の圧縮

本日の講義内容に関する実習及びレポート 作成を行う 。 片平　 昌幸
本道PC実

習室

8
12 月
11 日
(水)

1-2 時限 講義
テーマ： 前日の課題の解説

前日の課題の内容について解説する。
片平　 昌幸

本道PC実
習室

9
12 月
11 日
(水)

3-4 時限 講義

テーマ： 画像処理その１ （ 拡大縮小）

画像の拡大縮小のアルゴリ ズム、および画素値ヒ スト

グラムについて講義する。

片平　 昌幸
本道PC実

習室

10
12 月
11 日
(水)

5-10 時限 実習
テーマ： 画像処理その１ （ 拡大縮小）

本日の講義内容に関する実習及びレポート 作成を行う 。 片平　 昌幸
本道PC実

習室

11
12 月
12 日
(木)

1-2 時限 講義
テーマ： 前日の課題の解説

前日の課題の内容について解説する。
片平　 昌幸

本道PC実
習室

12
12 月
12 日
(木)

3-4 時限 講義

テーマ： 画像処理その 2（ 画素毎の処理）

各画素毎に画素値を変換すること によって行う 画像処

理（ 画素値の部分拡大強調、 γ変換、二値化等） につ

いて講義する。

片平　 昌幸
本道PC実

習室

13
12 月
12 日
(木)

5-6 時限 講義

テーマ： 画像処理その３ （ 隣接画素も使う 処理）

注目画素に加えて、 隣接する画素の画素値も 使って

実行する画像処理（ シャープ化、 ぼかし、 メ ディ アン

フィ ルタ、 輪郭抽出） について講義する。

片平　 昌幸
本道PC実

習室

14
12 月
12 日
(木)

7-10 時限 実習
テーマ： 画像処理その 2， その 3 に関する実習

本日の講義内容に関する実習及びレポート 作成を行う 。 片平　 昌幸
本道PC実

習室

15
12 月
13 日
(金)

1-2 時限 講義
テーマ： 前日の課題の解説

前日の課題の内容について解説する。
片平　 昌幸

本道PC実
習室
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

16
12 月
13 日
(金)

3-4 時限 講義

テーマ： 3DCG
3DCGについて、ポリ ゴンによるサーフェスモデルを

用いた画像生成手法、および医用画像で良く 用いられ

るボリ ュームモデルを用いた画像生成手法に関して講

義する。

片平　 昌幸
本道PC実

習室

17
12 月
13 日
(金)

5-6 時限 試験

テーマ： まと めテスト

今週の講義内容に関するテスト を実施する。

記述式試験、 および実習にて行ったものと 同様の実技

試験を行う 。

片平　 昌幸
本道PC実

習室
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学アド バンスト コース

授業科 目名： 情報制御学・ 実験治療学 （ Basic Pharmacokinetics and Pharmacodynamics w ith membrane traffi c）

対 象 学 年： 2 年次選択

時間割コード ： 71564010

開設学 期等： 第 31 週～第 31 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

齋藤康太 (教授、 情報制御学・ 実験治療学、 6065)

2. 担当教員

齋藤康太 (教授、 情報制御学・ 実験治療学、 6065)

前田深春 (助教、 情報制御学・ 実験治療学、 6067)

荒川将志 (助教、 情報制御学・ 実験治療学、 6067)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

新たに承認された医薬品について情報収集し、 薬理作用、 副作用、 および適応について考察する (1-1～1-2, 2-1～2-8, 3-1

～3-7, 4-1～4-8, 5-1～5-5, 6-1～6-2)。

4. 教科書・ 参考書

5. 成績評価の方法

出席、 態度、 発表

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

発表用のスライド 資料を作成する

受け入れ予定人数： 20 名

1
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
12 月 2 日

(月)
1-4 時限 講義

テーマ： 概要説明

　
齋藤康太

基礎棟第一
会議室,基
礎棟1 階大
学院共用室

2
12 月 2 日

(月)
5-10 時限 講義

テーマ： 新薬の開発と 承認

新薬の開発と 承認に関する講義を行う 。

齋藤康太
前田深春
荒川将志

基礎棟第一
会議室,基
礎棟1 階大
学院共用室

3
12 月 3 日

(火)
1-4 時限 講義

テーマ： 臨床試験に関する論文の解説

臨床試験に関する論文について解説する。

齋藤康太
前田深春
荒川将志

基礎棟第一
会議室,基
礎棟1 階大
学院共用室

4
12 月 3 日

(火)
5-10 時限 講義

テーマ： スライド 発表に関する説明

新薬に関するスライド発表をアクティ ブラーニング方

式で行う ための詳細を説明する。

齋藤康太
前田深春
荒川将志

基礎棟第一
会議室,基
礎棟1 階大
学院共用室

5
12 月 4 日

(水)
1-10 時限 自主学習

テーマ： スライド 作成

各自、 発表用のスライド を作成する。
　

6
12 月 5 日

(木)
1-6 時限

グループ
学習

テーマ： スライド 発表

学生によるスライド 発表を行う 。

齋藤康太
前田深春
荒川将志

基礎棟第一
会議室,基
礎棟1 階大
学院共用室

7
12 月 5 日

(木)
7-10 時限

グループ
学習

テーマ： 小テスト

スライド 発表の内容に関する小テスト を行い、その後

解説する。

齋藤康太
前田深春
荒川将志

基礎棟第一
会議室,基
礎棟1 階大
学院共用室

8
12 月 6 日

(金)
1-6 時限

グループ
学習

テーマ： スライド 発表

学生によるスライド 発表を行う 。

齋藤康太
前田深春
荒川将志

基礎棟第一
会議室,基
礎棟1 階大
学院共用室

9
12 月 6 日

(金)
7-10 時限

グループ
学習

テーマ： 小テスト

スライド 発表の内容に関する小テスト を行い、その後

解説する。

齋藤康太
前田深春
荒川将志

基礎棟第一
会議室,基
礎棟1 階大
学院共用室

2
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学アド バンスコース

授業 科目名： 医学教育学 II （ Medical Education II）

対 象 学 年： 2 年次選択

時間割コード ： 71604001

開設 学期等： 第 32 週～第 32 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

長谷川仁志 (教授、 医学教育学講座、 6097)

2. 担当教員

長谷川仁志 (教授、 医学教育学講座、 6097)

守 時由 起 (准教授、 総合診療・ 検査診断学講座、 6471)

岡崎三枝子 (講師、 総合臨床教育研修センター)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

ねらい

　 基礎医学で学習してきた内容が、 実際の臨床現場における診療にどのよう に統合されて活用・ 応用されていく のか、 基

本的な診察や手技を小児や成人のシミ ュレーター等を用いて模擬的に実施するこ と により 実践的に理解する。

学修目標　

アクティ ブラーニングの過程で、 プロフェッ シナリ ズム、 コミ ュニケーショ ン力、 問題解決力、 医療行動科学、 医の倫理、

医療安全、 EBM、 医療制度についての実践的能力を高める。

（ 1-1～1-2、 2-1～2-7、 3-1～3-3、 3-5～3-6、 4-1～4-7）

4. 教科書・ 参考書

5. 成績評価の方法

出席、 技術評価テスト

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

シミ ュレーショ ン教育について学習してく るこ と 。

受け入れ予定学生数： 20 名程度

1
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
12 月 9 日

(月)
1-10 時限 実習

テーマ： 基礎と 臨床の統合 1
心エコー、 心臓・ 肺・ 腹部の聴診他

長谷川仁
志

シミ ュレー
ショ ン教育
センター

2
12 月
10 日
(火)

1-10 時限 実習
テーマ： 基礎と 臨床の統合 2
心エコー、 心臓・ 肺・ 腹部の聴診他

長谷川仁
志

シミ ュレー
ショ ン教育
センター

3
12 月
11 日
(水)

1-10 時限 実習
テーマ： 基礎と 臨床の統合 3
心エコー、 心臓・ 肺・ 腹部の聴診他

長谷川仁
志

シミ ュレー
ショ ン教育
センター

4
12 月
12 日
(木)

1-4 時限 実習

テーマ： フィ ジカルアセスメ ント

シミ ュレーショ ン、マネキンを使用したフィ ジカルア

セスメ ント

守時 由起
シミ ュレー
ショ ン教育
センター

5
12 月
13 日
(金)

1-10 時限 実習
テーマ： 小児救急

小児救急シミ ュレーショ ン

岡崎 三枝
子

シミ ュレー
ショ ン教育
センター

2
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令和 6 年度秋田大学医学部医学科授業計画

分 類： 基礎医学アド バンスト コース

授業科 目名： 分子生化学 (Molecular Biochemistry)

対 象 学 年： 2 年次選択

時間割コード ： 71564011

開設学 期等： 第 32 週～第 32 週

単 位 数： 1

1. 主任教員

田中正光 (教授、 分子生化学講座、 6077)

2. 担当教員

田中正光 (教授、 分子生化学講座、 6077)

栗山　 正 (准教授、 分子生化学講座、 6078)

伊藤　 剛 (助教、 分子生化学講座、 6078)

3. 授業のねらい及び概要（ 学修目標）

1.目的（ GIO)

コアカリ キュラムで得た知識をもと に、 最近の腫瘍研究に関連したト ピッ ク スを学習する。

2． 到達目標（ SBO ｓ ）

1) 癌治療の問題点がわかる。

2) 腫瘍研究の分野の全体像を把握している。

3) 腫瘍の特性を解明する方法論がイメ ージできる。 5-1,5-2,5-3

4. 教科書・ 参考書

生化学・ 分子生物学（ 東京化学同人）

5. 成績評価の方法

レポート

6. 授業時間外の学習内容・ その他・ メ ッ セージ

教科書・ 参考書を用いて予習復習を行ってく ださい。

受け入れ予定学生数： 20 名程度

1
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講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標

開講月日 時限 授業形式 講義内容・ 具体的到達目標・ 学修目標 担当教員 場所

1
12 月 9 日

(月)
1-2 時限 講義

テーマ： 問題提起

　
田中正光

基礎棟第１
会議室

2
12 月 9 日

(月)
3-4 時限 講義

テーマ： がんの浸潤・ 転移のト ピッ ク ス

　
田中正光

基礎棟第１
会議室

3
12 月 9 日

(月)
5-8 時限

グループ
学習

テーマ： がんの浸潤・ 転移のト ピッ ク ス

　
田中正光

基礎棟第１
会議室

4
12 月
10 日
(火)

1-2 時限 講義
テーマ： 神経提細胞移動と がん浸潤・ 移動

　
栗山　 正

基礎棟第１
会議室

5
12 月
10 日
(火)

3-8 時限
グループ
学習

テーマ： 神経提細胞移動と がん浸潤・ 移動

　
栗山　 正

基礎棟第１
会議室

6
12 月
11 日
(水)

1-2 時限 講義

テーマ： 細胞分裂阻害をターゲッ ト と した抗がん剤の

薬理機序について

　

伊藤　 剛
基礎棟第１
会議室

7
12 月
11 日
(水)

3-8 時限
グループ
学習

テーマ： 細胞分裂阻害をターゲッ ト と した抗がん剤の

薬理機序について

　

伊藤　 剛
基礎棟第１
会議室

8
12 月
12 日
(木)

1-2 時限 講義
テーマ： がんの増殖・ 競合

　
田中正光

基礎棟第１
会議室

9
12 月
12 日
(木)

3-8 時限
グループ
学習

テーマ： がんの増殖・ 競合

　
田中正光

基礎棟第１
会議室

10
12 月
13 日
(金)

1-8 時限 自主学習
テーマ： 　

　
田中正光

基礎棟第１
会議室

2
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